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原町農業高校前(下原)遺跡遠景(南から八ヶ岳を望む)

原町農業高校前(下原)遺跡遠景(束力、ら甲斐駒ヶ岳を望む)
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原町農業高校前(下原)遺跡 第1地点東側調査区

原町農業高校前(下原)遺跡 第3地点
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第3地点第5号住居跡出土遺物
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第1地点第4号住居跡完掘状況
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第1地点第28号土坑(使用状況の復元)

第3地点、 第284号土坑遺物出土状況
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害警
Iタイプ光沢 線状痕

極器(PL-35-20)にみられた使用痕である。Iタイプと呼ばれる微弱な光沢が縁辺に沿って確認できた。この光沢は生皮や肉などに

生じる光沢である。線状痕は縁辺に対して直交方向のものがみられた。光沢や線状痕から生皮などを掻き取る操作が推定できる。

掻器の使用痕

2 100.0μm/di v 3 

5号住居跡出土の使用痕剥片(PL-36-35)である。素材である黒曜石は、神津島恩馳島産である。右側辺に微細剥離が見られる。微

細剥離を高倍率の顕微鏡で観察すると写真1-3のような線状痕が明瞭に観察される。線状痕は刃部と推定される辺にほぼ平行し

ている。剥離の稜線部がやや摩滅しているのが観察されるが、使用痕光沢と認定できるほどには発達していなし、。以上のことか

ら、微細剥離と線状痕の状況から鋸引きのような操作方法が推定される。

剥片の使用痕
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黒曜石製石器の産地推定(半Ij別図)

中部・関東の産地



序

原町農業高校前(下原)遺跡の所在する長坂町は、八ヶ岳南麓地域

に位置し、縄文時代の柳坪遺跡や酒呑場遺跡をはじめとして、県下

でも注目すべき数多くの貴重な遺跡が所在し、私たちの遠い祖先の

足跡を垣間見ることができます。

今回の原町農業高校前(下原)遺跡の発掘調査は、峡北地区総合学

科高校整備(北杜高校校舎建設)に伴い、その事前調査として2000

(平成12)年度に行われました。調査の結果、竪穴住居跡や陥し穴な

どをはじめとする縄文時代早期から平安時代にかけての遺構・遺物

を検出することができました。縄文時代では、藤内式期から井戸尻

式期にかけての土器や石器が住居の掘り込みに大量に廃棄され、土

偶頭部や耳栓なども出土する状況を検出することができました。ま

た、古墳時代では、中期の焼失住居跡からホゾ穴などの加工痕の残

る建築部材や編み物状の炭化物などが確認されました。さらに平安

時代では、 9世紀代の住居跡から壁際に2枚重なった状態でそれぞ

れ「寺」、「良」と墨書された杯が検出されました。本書に掲載して

おりますこれらの調査結果は、学術的価値が非常に高く、地域の歴

史解明にも大いに役立つ資料になることと思います。

本報告書が多くの方々に研究資料としてご活用いただければ幸甚

であります。

末筆ながら、種々ご協力賜りました関係機関各位、地元の方々並

びに直接調査、整理に従事していただいた方々に厚く御礼申し上げ

ます。

2003年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重



例白

1. 本報告書は、 2000年度に実施した山梨県北巨摩郡長坂町渋沢1007-19外に所在する原町農業高校前(下原)遺

跡の発掘調査報告書である。

2. 本調査は、峡北地区総合学科高校整備(北杜高校校舎建設)に伴う事前調査であり、山梨県教育委員会学校施設

課より委託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが調査を実施したものである。

3. 発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センターが行い、保坂和博、野代幸和、山下大輔が担当し

た。

4. 本報告書の編集および執筆は、保坂和博が担当した。関連科学については、第V章第1節の石器分析を株式会

社アルカの角張淳一氏に、第2節の黒曜石製石器の産地推定を沼津工業高等専門学校の望月明彦氏に、第3節

の炭化物同定分析及び樹種同定分析をパリノ・サーヴェイ株式会社にそれぞれ依頼した。

5. 本報告書作成のための主な作業分担は下記のとおりである。

遺構写真撮影野代幸和、山下大輔

遺物写真撮影小川忠博、保坂和博

遺物洗浄 浅川たみ子、小野ふみ子、小津よし江、小林加正、小林八千子、高橋純子、平美与枝、

田中利美、田中玲子、千野あやめ、長沼欣一、仲山たけの、平嶋純一、平嶋弘子、

藤原照世、八巻重子

遺物注記・接合・復元・ 大塚敦子、梶原初美、川住たまみ、佐野虞雪、杉本悠樹、菅沼芳治、平美与枝、

実測・拓本・トレース・ 中込二三子、平川涼子、望月祐子

遺構トレース

図版作成 保坂和博、梶原初美、佐野員雪、平川涼子

写真図版作成保坂和博

表作成 保坂和博、梶原初美

6. 発掘調査および整理事業において下記の業務を委託した。

航空写真撮影株式会社アイシー

石器分析 株式会社アルカ

黒曜石製石器の産地推定 沼津工業高等専門学校

炭化物・樹種同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

縄文土器実測用写真撮影小川忠博

7. 本報告書にかかる出土品および記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管しである。

8. 本遺跡、の発掘調査および報告書作成に関わる組織は下記のとおりである。

調査主体 山梨県教育委員会

調査機関 山梨県埋蔵文化財センター

調査担当者 野代幸和(主任文化財主事) 山下大輔(非常勤嘱託)

整理担当者 保坂和博(主任文化財主事)

発掘作業員 浅川たみ子、小野ふみ子、小津よし江、小林加正、小林八千子、高橋純子、平美与枝、

田中利美、田中玲子、千野あやめ、千野松代、長沼欣一、仲山たけの、平嶋純一、平嶋弘子、

藤原照世、八巻重子

整理作業員 基礎整理:大塚敦子、梶原初美、川住たまみ、杉本悠樹、菅沼芳治、平美与枝、中込二三子、

望月祐子

報告書作成:梶原初美、佐野虞雪、平川涼子
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9. 発掘調査から報告書作成にいたる過程で、下記の諸氏、諸機関から多大なるご教示、ご協力を賜った。記して

謝意を表す次第である。(順不同・敬称略)

北杜高等学校(旧峡北農業高等学校)、長坂町教育委員会(小宮山隆、村松佳幸)、株式会社アイシー、

株式会社アルカ(角張淳一、池谷勝典、馬場伸一郎)、招津工業高等専門学校(望月明彦)、

パリノ・サーヴ、ェイ株式会社、小川忠博

凡例

1. 掲載した図面の縮尺は、原則として次のとおりである。

(遺構〉遺構全体図(付図): 11300 住居跡・住居跡遺物分布・溝状遺構:1/80 

遺物集中区・竪穴状遺構・土坑:1140 

(遺物〉土器実測図:1/4 土器拓影図:1/3 

石器実測図:小型石器(石鎌等): 2/3 大型石器(打製石斧等): 113 (石皿・台石): 116 

2. 遺物図版中の表記は次のとおりである。

a. 拓影図で両側を載せてあるものは、断面左側が外面、右側が内面である。

b. 回転復元実測した土器については、中心線を破線で示した。

c. 遺物図版中以下のようにスクリーントーンを使用した。

黒色塗彩面 ιユ赤色塗彩面 闘圏須恵器断面 目圃黒色処理面図翻
転用硯擦り面芯翠~ 石器磨面範囲氾盗塁3石器摩耗痕 :巴=ヨ石器敵打痕:区霊司
石器断面 :~石器被熱部分:ヒコ土製品欠損部:医S

3. 遺構図版中の表記は次のとおりである。

a. 遺構図・全体図などに示した方位は、国土座標による真北である。

b.遺構図における床面の一点破線は、床面の堅固範囲、破線は、床面の推定線を示している。

c. 遺構図の断面図脇等にある数値は、標高を示す。

d.遺構図版中の遺物番号は、遺物図版番号・遺物観察表番号と一致している。

e. 遺構図版中以下のようにスクリーントーンを使用した。

地山:~焼土範囲 :EZヨ炭化物集中範囲:墜霊蜜 断面図内の喋:~
f. 遺物分布に使用したドットマークは各図版中に示したとおりである。

4. 遺構および遺物写真の縮尺は、統一されていない。

-lV-
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第I章序説

第1節調査に至る経緯

峡北地区総合学科高校(北杜高校校舎)建設予定地となっている山梨県北巨摩郡長坂町渋沢1007-19外地内(県

立峡北農業高等学校敷地内)における具体的な工事計画が県教育委員会学校施設課より提出された。工事予定地が

周知の埋蔵文化財包蔵地と重なるため、学校施設課及び同学術文化財課と同埋蔵文化財センターでは、予定地内に

おける埋蔵文化財の保護についての協議に入札平成11年8月18日-8月27日に埋蔵文化財センターによる工事

予定地内における遺跡の分布範聞を確認するための試掘調査が実施された。試掘調査の対象面積は約183，000m2で、

校舎建物やそれに伴う配管、作物の栽培地等を避けながら 27本のトレンチ(調査面積659m2)を設定し、その後人

力によって精査を行い、遺構、遺物の有無について確認を行った。その結果、多くの地点で深くローム層まで削平

が及んで、おり、遺構の遺存状態はあまり良好ではないが、縄文時代中期中葉とみられる住居跡と埋聾などの土器、

石皿及び平安時代の住居跡や溝状遺構などが確認されたため、学校施設課及び学術文化財課と埋蔵文化財センター

の三者により改めて協議を行い、平成12年度から工事予定地内において順次工事計画に応じて当該地点に対して

の立合調査や本調査を実施することとなった。

平成 12年5月9日には、学校施設課、学術文化財謀、埋蔵文化財センター、峡北農業高等学校により現地で協

議を行い、工事計画に基づく飼料園部分、校舎北側擁壁沿い部分、農業土木学科棟・生活科学科棟などの実習棟部

分の発掘調査及び仮設校舎部分、駐輪場予定地の立合調査、校舎解体工事関連に伴う立合調査の計画が立案された。

この調査計画に基づき、文化財保護法による手続き等を行い、同年5月22日より調査を開始した(表 1-1)。

1 -1 調査進行表

本報告の遺跡名について

当初、峡北地区総合学科高校(北杜高校)整備事業地内の遺跡全体をもって「原町農業高校前遺跡(長坂町遺跡

No.l47) Jとして進めてきたが、今回の第l次(平成12年度)調査において、第2次(平成13年度)以降の調査地点と

は遺跡が異なることがわかり、長坂町における遺跡台帳と照らし合わせて再検討したところ第1次(平成 12年度)

調査地の多くが「下原遺跡(長坂町遺跡No.l99)Jにかっかていることが判明したことから、第2次調査地点の「原

町農業高校前遺跡」との混乱を防ぐため、本報告では遺跡名を加執記載することとした。

第2節調査の概要

第1項調査の方法

調査は、試掘調査及び立合調査の結果に基づき第1-第3地点の3地区に分けて実施した(図 1-2)。調査区設

定後、重機により耕作土など表土を除去し、引き続いて遺構確認面直上から人力による掘り下げを行い、遺構確認

に努めた。その後、遺構内の精査を進めた(図 1-3)。

グリッドの設定は、調査対象地区全体を覆うようにして、南北方向をX軸、東西方向をY軸とする国土座標系

唱

E
A



に合わせた5mメッシュを設定した。 X軸(北から南)方向にA・B・C…のアルファベットを、 Y軸(西から東)方向

に1・2・3…の算用数字を付した。グリッドの名称は両ラインの交点を基準とし、各グリッドの南西隅の交点をもっ

て呼称した(図1-2)。

遺物の記録・取り上げは、遺構確認面に到達するまでは各グリッドごとに一括して取り上げ、遺構内出土の遺物

に関しては平板測量及びレベル測量により取り上げた。

遺構図及び遺物微細図は平板及び簡易やり方を適宜選択して実測した。

第2項遺跡の概要

発掘調査の経過は、調査予定地に校舎が存在していたため、まず調査に影響のない駐車場予定地の飼料園部分(第

1地点西側調査区)の調査を平成12年5月22日から8月1日まで実施した。併行して6月7-8日に仮設校舎部の

立合調査及ぴ6月22日から7月7日まで生徒実習更衣室北側部分(第2地点)の本調査を実施したが、両地点とも捷

乱のため遺構・遺物は確認できず、後者の調査結果により校舎北側擁壁沿い部分の調査予定地の立合・本調査は行

わないこととなった。

次に8月29日から既存の学校建物の解体工事と併行して基礎撤去ごとに遺構確認作業(立合調査:表1-4)など

を行いながら本調査予定地の設定を行っていき、遺構及び遺物包含層が確認された体育館部分(第I地点東側調査

区)及び農業土木学科棟と生活科学科棟の聞の空閑地部分(第3地点)の本調査を実施した。前者は9月20日から11

月9日まで、後者は10月16日から 12月5日まで実施された。各本調査地点(第1-3地点)及び立合調査地点は、

図1-5に示したとおりである。
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表土剥ぎ作業 遺構検出作業

平板測量

1-3 調査の流れ

調査地(図1-5対応;) !l，¥)ヨモl二l 調査結*

1 テニスコートネット支ね撤去 6/7 北日しのため土総2片のみ縦認。
? 仮設校舎建設基礎工事 6/8・12 ロームよ1)50cl11撮るが撹乱及ひ.ノ、ードローム府確認、泣十品・造物』旺し。

止
8129 ili怖は鍛古Lのため逃存状況怒し、。1:)j'[I基、:仁総)'i・1III1i・打斧確認。

HUI事 ，;，~WI体工l:jT
:仁グLピ・ノ卜なとの底部残布陣認。

8/30 泣十l'/j:・泣物無し。
立I十11;，造物無し。

け-l氾nJ隊令解体工事 9/1 現地}<.下より70cI11品:11るが般百Lfi{l認、泣構・造物j町し。

時一 阪1{東側解体工事 9/4 
現地表 Fより20-70cl11の'lA土 |ごハードロームJ¥'i'ililr認、泣構・泣物鑑し。

II 校舎北側プレハフ'解体工事 品2乱隊認、遺構・造物無し。

12 物 ./?~解体工事 (第2地点東側 ) (北壁) :Ki百LTi{r認、j出品-造物!I!¥し。
13 ~([.;且;f!<笠!日体工事 9/5-6 現地表 |ごより120cmj).i1るがJIUiLW認、泣稿・逃物.I!!I，し。
14 生徒笑官nli衣室解体 仁司1 JJU血去下より80cI11揃iるが l産;沼、、遺構造物!!!I，し。

15 部室fq干イ+:工~r~ 9/7 現地表 |ごより品'J250C01/t.ll'土 、遺構・造物!!!f，し。

16 終技場南東コーナー解体工'F 現地1.<1"140c01掘るが撹乱ft{gJ!!.、遺構ー造物!!正し。
17 絡技場解体工事 9/8 
18 l九芸技術宇l笑習棟解体工事 十位百L雌認、J立構・造物無し。

19 体育館北側解体工事 純文・，1;1賞~平安l時代の遺物包合問確認。第l地}，':(.fJi:政調査範閤確認。

20 体育館mM解体工事 品t乱椛E21、泣fIIi'逃物!!!¥し。
21 国主主災1EI棟北側擁壁解体工事 9/13-14 

J党n雌認、遺桃・遺物;I!!I，し(め2J也l:i基本!習序)。

け?-tZZ佐土木平|実習事I!WI休二I~ TJ~ 建物直下lえひP周辺はJI'UiLて"泌物泣t.Yi!!!\し。 生活科 ~\VI制1と jJS業利笑15J械の 11:]1立造物包合j符

24 生活平|尖¥'?I総解体工事
があり、第3地点の本制査の必史子I:li{t認。

25 生活字l 尖1~/**東側解体工事 9/18 
逃行4・Jむ物.I!正し。

26 K~it土木芋|実習事I[西側iJt友根 治構・iむ物JiH:し。

27 生活干 | 実習相I!西~!I)抜縦 9/19 泣t昨・逃物無し。
28 グランドパックネット袈水道管移設工ヰi 10/6 攻J也衣 1ごより20cI11稿!の雌土 Fノ、ードローム府確認、泣椛・逃物!!!¥し。
29 1'1:里II械部分東側解体工事 10/10 現地点下より90cI11程の鋭百Lfi{rlJ!!，、造機造物品11，し。
30 管理相i浄化繕解体仁司L 10/13 表土下100c01の蛾土下ハードローム府確認、起I桃、泣物!!!¥し。
31 水道r'i:及び水道メタ敷設工事 1/25 1ft乱確認、迂I榊・迂I物11托し。

1-4 立合調査結果一覧
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1-7 検出遺構第3地点全体図(1/400)

調査に当たっては、県営繕謀、学校施設謀、埋蔵文化財センタ一、峡北農業高等学校、解体業者が二週間に一回

工程会議を実施し、解体作業工程と発掘調査工程等の確認及び調整を行った。開催日時は8月21日、 9月4日、

9月18日、 10月2日、 10月16日で、計五回開催した。

今回の調査で確認された遺構・遺物は、縄文時代早期(I群)、中期(ll群)、後期(ill群)、古墳時代中期(町群)、

平安時代前期(V群)の5時期に大別することができる。以下、各調査区の概要をまとめてみたい。

第l地点は、尾根斜面部から底部にかけて位置しており、縄文時代以前に埋没した谷が確認された。その埋没谷

周辺に縄文時代早期と考えられる陥し穴や竪穴状遺構が発見された。住居跡は縄文時代1軒、古墳時代1軒、平安

時代2軒が確認された。中でも古墳時代中期の住居跡は焼失住居であり、ホゾ穴などの加工痕の残る建築部材や編

み物状の炭化物などが確認されている。また、平安時代の9世紀代に比定される第1号住居跡からは、壁際に2枚

重なった状態でそれぞれ「寺j、「良」と墨書された坪が出土した。縄文時代早期や中期を中心とした土坑約270基

が確認された(図1-6)。

第2地点は、 トレンチにより表土下60cmまで撹乱が見られ、遺構、遺物の確認はできなかった。

第3地点は、第1地点と同じ尾根の頂部にあり、縄文時代中期の土坑が約40基と同時期の住居跡が2軒確認され

た。この2軒の住居跡は切り合っており、第5号住居跡が中期中葉の藤内期終末、第6号住居跡が中期後葉の曽利

期後半にあたる。古い段階に当たる第5号住居跡は9本の柱穴を持つ大型のもので、最低一回の拡張を行っている。

遺物は藤内期から井戸尻期にかけての土器片や石器が住居の掘り込みに大量に廃棄されており、中には土偶頭部や

耳栓などの遺物も出土している(図1-7)。

発掘調査・整理作業及び文化財保護法に基づく手続き等は以下のとおりである(表1-1)。

【発掘調査・整理作業】

平成12(2000)年5月22日-12月8日:立合調査・第l次本調査

平成12(2000)年12月11日~平成13(2001)年3月31日:第1次(基礎)整理作業

平成13(2001)年10月1日~平成14(2002)年3月31日:第2次(報告書作成)整理作業

平成14(2002)年6月1日-7月10日:第3次(報告書作成)整理作業

【文化財保護法に基づく手続き】

平成12(2000)年 5月26日:文化財保護法第58条の2第l項に基づく「埋蔵文化財発掘調査の通知」を山梨県教

育委員会教育長に提出

平成12(2000)年12月14日:文化財保護法第58条の2第l項に基づく「埋蔵文化財の発見届Jを長坂警察署長

に提出
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資料の活用について

今回の調査で検出 した遺構及び遺物については、 これまで 「遺

跡見学会」、「山梨の遺跡展 '2000J、「北杜高等学校展示」 などに

公開・展示され、歴史教育の資料として普及・活用されている (図

1 -8)。

平成 12(2000)年 11月19日:遺跡見学会

平成 13(2001 ) 年 3 月 17 日 ~4 月 8 日 ILLi梨の遺跡展 ，2000J 

平成 14(2002)年3月12日~現在展示中:北杜高等学校展示

第31頁基本層序(図 1-9・10)

今回実施 した第 l次調査の第 1 ~ 3地点の調査区は、 八ヶ岳南麓

の七里岩台地上、標高620m前後の小尾根先端に位置する。

基本層序は、学校の建物等の撹乱や立地条件の違いにより調査

区間での層位は必ず し も 一定 してお らず、 層4、I~I を異にしている 。

各調査区の基本層序は、 以下のとおりである。

第1地点は、尾根斜面部から底部(東高西低)にかけて位置し、調

査区中央の北壁及び トレ ンチ 1 ~ 3 の断面観察により、 I 層 : 褐色

土(表土)2層 :淡茶褐色土(古墳時代以降造物包含層)3層 :茶黒褐

色土(縄文時代遺物包含層)が確認された(図 1-10)。また、南北

方向に延びる縄文時代以前の埋没谷による 4~ 14層の堆積も見ら

れた。 なお 、 調査区東側 (体育館) 部分では、 1 ~ 3 層の上位に 2m

もの整地層(I層 :黒褐色土(牒混入腐葉二|二)、E層 :Pm -1を基

調、 困層 -昭和30年代の盛土(Pm-1を基調)、IV層 ・昭和 10年

代の盛土(ロームを基調)が確認されている。逃構は古墳時代と平

安時代とも に2層から、縄文時代は3層からそれぞれ切り込んで構

築されている。

第2地点は、尾根頂部に位置し、現地表下60C111までI層 :撹乱

(表土)が見られ、撹乱下は2層 :ソフ トローム、 3層 :ハードロー

ム、 4層:ローム、5層 :淡明褐色土、 6層 :Pm-1とな り、遺構・

造物は確認できなかった。

第3地点も尾根頂部に位置し、現地表下80~ 120cmまで1層 ・

撹乱(表土)が見られ、撹乱下は2層 :暗黒褐色土層(縄文時代遺物

包含層)、3層 :ソフ トローム層、4層 :ハードローム層となり、 2

層から縄文時代の遺構が切 り込まれている。

-7一

「山梨の遺跡展'ooJ展示風景

北杜高等学校展示風景

1-8 資料の活用

3卜レンチ断面図

1-9 第1地点基本層序
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第3節遺跡、の立地と環境
第1項遺跡の立地

原町農業高校前(下原)遺跡は、山梨県北西部の八ヶ岳南麓、北緯(新)35047'59ぺ東経(新)138023'08"の北巨摩

郡長坂町渋沢の県立北杜高等学校敷地内に位置する(図 1-13)。

遺跡の所在する長坂町は、地質的には第四紀洪積世に権現岳など古八ヶ岳期の山体崩壊によって形成されたもの

であり(図 1-11)、地形的には八ヶ岳連峰の権現岳(2.718m)を頂点としてその南麓部に細長く(南北約18km、東

西約6km)雄大なスロープを展開し、標高1.200m以上の急峻な八ヶ岳山岳地帯、標高1.100-800mの八ヶ岳南麓

高原地帯、標高800-600mの長坂台地、標高700m前後の八ヶ岳南麓低地に大別される(図 1-12)。八ヶ岳南麓

は、高原地帯に豊富な湧水が多く点在し、これらを水源とする鳩川、古柚川、大深沢川等の中小河川が南流し、長

坂台地に至り浸食作用が進み、南北の幼年期の谷が発達し、複雑な地形をなして尾根と谷が交さくしている。原町

農業高校前遺跡(下原遺跡)もその一つ、長坂台地上の西端を宮川、東端を鳩川にそれぞれ開析された谷に挟まれた

南北に延びた低尾根の先端、標高621-624m前後に立地する。調査区ごとに見ると第I地点は尾根の西側緩斜面

から谷底で、中央部に南北に走る埋没谷が存在し、第2・3地点は尾根の頂部にあたる。遺跡の立地する長坂台地

は、山体崩壊による八ヶ岳火山砕屑物堆積層(韮崎泥流・火砕流)によって形成され、表層は八ヶ岳火山灰の堆積し

た厚いローム層にほぼ一様に覆われており、ときに権現岳山麓砂礁層が露出していることもある。台地の西縁は、

釜無川の浸食をうけて急崖を形成しており、「七里岩」と呼ばれている。

韮崎泥流中の岩石種は、安山岩、泥岩、砂岩、チャート、石英斑岩、花両岩、半花両岩、ホルンフェルス・結晶

片岩など、韮崎火砕流中の岩石種は、複輝石安山岩、輝石扮岩、角閃石安山岩、角閃石石英安山岩、花両岩、粘板

岩、及び頁岩などである。

ローム層の層序は、下位から上位に向かつて順次、喋混じローム層、中期軽石ローム層、新期ローム層などから

構成され、最下位の喋混じローム層は、尾根から谷に変わる区域に露出していることが比較的多く、礁は安山岩で、

直径1Q-30cm前後の角礁から亜角礁であり、層厚は1-5m前後で、ある。中期の軽石ローム層は、木曽の御岳山

から飛来した火山性堆積物御岳火山第一浮石層(通称pm-1)と呼ばれ、層厚は40-130cm前後である。新期の

地質吟代 凡例 措貨車序
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1 -11 長坂町地質図 1 -12 遺跡周辺の地形
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.縄文・弥生時代以降の遺跡.

企縄文・古墳時代以降の遺跡

貴縄文・古代以降の遺跡

O弥生・古境時代以降の遺跡 I:g
ロ古繍時代の遺跡

A古横・古代以降の遺跡

背古代以降の遺跡

1 -13 長坂町の遺跡分布図
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互互童

尚 北遺跡 組・‘I~.ql 147 縄

i串 破 148 
組 '1 中 149二ごツ草山積l

市 ーICIII 池ノ'V-
純

市 l' 1田 R[{有l堤北遺跡

I首 151池ノ 1'， 組.1;詩ード

ドー鞄 i[152向Jt/'I hl Sド

縄・弥 153池ノド 純

伺 1541.1-.11野 縄江

52 I可・平 1551111中氏

53 組・占・'1' 156 IJ: 11 縄、l'

54 Jl i"~ 15711:，11 縄 ¥I!

55 2 8? 15811:11 制・l'

56 1591;~P 古・江

57 曲、・ l'・'1' 160llIft '1'・臼

58 の 1:思 1611 J一日 縄・ 1~.lllo iJ

59 I JI( I~(遺跡 1621';'引司 il 

曲柳新肘遺跡 縄出、ド 163椴$1 中

純白1 164大林遺跡 縄.、1りI

縄・弥古平 !日中込遺跡 制

縄弥ー古平 166手l'llt!車遺跡 縄

制.、F・'1' 167制服敷遺跡 占

組 168'-'町市遺跡 組

縄弥ー古平
169他向同遺跡

縄・弥古

弥・ l'・'1' 平ー中近代

縄"1' liO 縄'ifj，'r.'!l

制ー・l'・中 lil 縄ー弥ー平

縄、l' li2 縄

組 li3 遺跡 縄，-y.巾i.I
感小久保遺跡 組・・1~.q J. il 174 屠 不明

久 制 175 曲、 -J_'J'

りj 跡 制U'jl 176 縄

池 間 177 縄

JI( ド 178 縄

純‘l' 179 跡 縄

‘ 純・ l' 180 縄・平

lI( 制・l' 181 干

干日 182 縄弥平中

!日イ，.利回'1' 183 純・曲、・l'

1111の 縄 184 純・31!

阿蕪 ド 185 縄・弥・平

西蕪 縄 186 縄

酋蕪 縄・守二 187北村車遺跡 縄，，'j

自l手 縄・平 188太久保遺跡 組・中

腰巷 縄 189五王塚古境 古

城山 純"r-.rll江 l叩池之平;til'l跡 縄ー平

織山 縄.111 191消本頭北遺跡 縄ー干

中丸砦祉 輯 1H2苧干平の土塁 不明

91居久保遺跡 縄・干 193成閥・藤塚 不明

92 

監
組

194府越場塚
叩5紺屋遺跡 純平・中

純 196約郎回北遺跡
縄・干 197竹原遺跡 縄・中ー江

縄・平 198疋白砦社 中・鞄

純・平 199 下原遺跡 縄

縄・干 200 ド日野遺跡 組

純 201 摘針前久保遺跡 川fj純
制・江 202 揃針宮久保遺跡 縄平

純 21沼 i草草遺跡 ド

101 上町遺跡 縄奈 20-1 中田遺跡 縄 古・平

102 語呑場適時 縄，8"1'，・iJ 205 !~塩上長ー事事遺跡

103 車村A遺跡 縄ー奇ー平 2曲 池之窪遺跡 縄平

."1・江 207 段道遺跡 縄

1 -14 長坂町の遺跡分布一覧
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凡例

・旧石器・縄文時代の遺跡
・縄文・弥生時代以降の遺跡
a 縄文・古演時代以降の遺跡
* 縄文・古代以降の遺跡
。弥生・古境時代以降の遺跡
口 古墳時代の遺跡
a 古墳・古代以降の遺跡
食 古代以降の遺跡

関 :谷部(低地部)
.<①~③) :第1次調査地点

(第1-3地点)
1 -15 遺跡の位置と周辺の遺跡
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ローム層は、層厚が1~5m あり、上・下 2層に分けられ、上層はソフトローム層と「黒ボク j とからなり、層厚

は 50~ 150cmを有し、下部はハードローム層で層厚は 1~ 3.5m前後と厚く、信州ローム層と呼ばれている。

権現岳山麓砂喋層は、河床砂喋層内の磯と同じ八ヶ岳火山体を構成する安山岩類、特に権現岳の複輝石安山岩と

同質の安山岩が多く見られ、粒径は巨礁から砂程度までの雑多であり、一般的には角喋状であるが、ときには円喋

状のものさえ存在する。

長坂台地を開析している大きな河脊底をもっ、大深沢川、高川、宮川および鳩川などには、河床砂喋層が比較的

良く分布しており、さらにこれらの河川では中規模程度の段丘磯層が発達している。

遺跡からの眺望は、北に八ヶ岳を仰ぎ、西に釜無川を隔てて南アルプスの甲斐駒ヶ岳・北岳がそびえ、東に須玉

川、塩川を隔てて関東山地や茅ヶ岳が展開し、南に富士山が遠望でき、遺跡の立地として絶好な場所である。

以上、地理的・地質的状況を概観したが、これらの様相は遺跡内における石器素材の選択傾向など、本遺跡の性

格を特徴づける一端として反映している。

第2J頁周辺の遺跡

八ヶ岳南麓には、丘の公園遺跡群をはじめ旧石器時代以降から数多くの遺跡が存在し、なかでも本遺跡の所在す

る長坂町は、現在、 200箇所以上に及ぶ遺跡が確認されている(図 I-13、表I-14)。ここでは、本遺跡で主たる

遺構・遺物が検出された縄文時代、古墳時代、平安時代に絞って本遺跡周辺地域(八ヶ岳南麓や茅ヶ岳西麓)の遺跡

の立地と分布状況を概観してみたい。

縄文時代 八ヶ岳南麓や茅ヶ岳西麓は、県内でも縄文時代遺跡の分布が濃い地域の一つである。早期の遺跡は本

遺跡から 10km内外の距離に長坂町酒呑場遺跡(102)・小和田館(49)、高根町丘の公園第5遺跡・清里バイパス第

2遺跡・社口遺跡、明野村神取遺跡、須玉町津金御所前遺跡・原之前遺跡などがあり、本遺跡(押型文土器・撚糸

文土器出土)をはじめ断片的な資料の出土が多く、狩猟時の基地としたベースキャンプと思われる。丘の公圏第5

遺跡、社口遺跡、神取遺跡など草創期から継続する遺跡も見られる。この地域では押型文系土器や条痕文系土器の

出土例が多く、撚糸文系土器や沈隷文系土器の少ないのが特徴と言われる。中期の遺跡は、県内各地に大きな集落

が営まれるようになり、前期から中期後半に認められる集落規模の大型化に伴う台地や尾根上に立地する傾向があ

り、八ヶ岳南麓においても長坂町柳坪遺跡(62・63)・酒呑場遺跡(102)・石原田北遺跡(69)、原町農業高校前遺跡

(147)、高根町海道前遺跡・杜口遺跡、大泉村甲ッ原遺跡・古林第4遺跡などの拠点的な集落が台地上に選地する。

これらの遺跡は、中期を通してほほ連続する中期連続型集落(酒呑場遺跡(102)、甲ッ原遺跡、など)、新道~曽利E

式期の聞を中心に継続する中期前半型集落(本遺跡(199)、原町農業高校前遺跡(147)、海道前遺跡、古林第4遺跡

など)、曽利 II~V式期を中心に継続する中期後半型集落(長坂町頭無遺跡、 (120) ・柳坪遺跡 (62 ・ 63) 、白州町根古

屋遺跡、大泉村姥神遺跡など)があり、八ヶ岳南麓では中期後半型集落が多く確認されている。本遺跡からは武川

村実原A遺跡と同様、中期初頭(五領ケ台E式)の北陸産と思われる新保・新崎式土器が出土しており、注目され

る。中期末以降、後期にかけて遺跡数は大幅に減少し、中期後半から継続して規模を縮小した集落や中期末に出現

し後期初頭まで継続する集落などがある。本遺跡からは小屋敷遺跡(64)や根古屋遺跡同様、出土例の少ない加曽利

E式土器が出土している。遺跡の立地は、安定した台地上から台地縁辺部の小河川に面した傾斜面や低地、低位河

岸段丘面に立地する傾向が中期後半から晩期に見られ、後期後半に顕著となり、居住域に密着して水利用が行われ

るようになる。後期の遺跡は、後期前半に小規模集落が拡散する中で、加曽手IJB式期に遺跡、の減少傾向が始まり、

後期後半では減少傾向が一段と強まり、同時に集落の集中化が進み、晩期に入るとその傾向はさらに顕著となると

言われている。これらの遺跡には、中期後半から後期前半に継続する本遺跡をはじめ、大泉村姥神遺跡、社口遺跡、

明野村屋敷添遺跡・清水端遺跡、中期末から後期前半に継続する須玉町上ノ原遺跡、後期前半から後半に継続する

長坂町別当西遺跡(41)、高根町青木遺跡、さらに後期前半から晩期後半に継続する大泉村金生遺跡・石堂遺跡など

がある。青木遺跡、金生遺跡、石堂遺跡、などの拠点的な遺跡、は、尾根状台地に挟まれた浅い谷に面した地形上に加

曽利B式期に形成された石棺墓から発達を遂げた大規模な配石遺構が構築され、祭記域・居住域・墓域を展開して
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いる。また、金生遺跡には別当西遺跡(41)、大泉村豆生田第3遺跡・姥神遺跡のような後期段階で存続期間を終え

る周辺集落が存在しており、八ヶ岳南麓の後晩期社会の動態を追求する一つの材料・とされよう。さらに、これらの

拠点的な集落の分布は、中期後半と比べるとはるかに広い範囲に少数の拠点的な集落が点在する傾向にあり、この

ような拠点的な集落と周辺小集落の分布から予想される社会関係については後期から晩期に至る変化から集団領域

のより大きな「広域圏」が形成されていく過程を示すものであることが指摘されている。遺跡の立地では、後期前

半においては酒呑場遺跡(102)と長坂上条遺跡(171)のように台地の上下関係で位置し、後期前半(酒呑場遺跡)の台

地上から後期後半(長坂上条遺跡)の台地下の低位面への移動が確認され、同様の傾向が社口遺跡や韮崎市藤井平地

域の北後田遺跡、後田遺跡、宮ノ前遺跡など、塩川の低位河岸段正面上の氾濫原への集落展開に見られる一方、須

玉町上ノ原遺跡のように茅ヶ岳西麓の標高の高い場所に拠点的な集落が選地されることもある。晩期の遺跡は、集

落が一段と減少するとともに後期前半から晩期にかけて継続する配石をもっ金生遺跡や石堂遺跡がある。晩期後半

になると金生遺跡のような大集落でも規模の縮小があり、同時に分散化した小集落が多くなると言われている。ま

た、晩期後半から末には韮崎市藤井平一帯の低位段正面の集落の進出が目立ち、三宮地遺跡で配石墓及び霊棺墓が、

宮ノ前遺跡、では聾棺墓及び晩期最終末段階の土器集中区が検出されている。八ヶ岳南麓の台地上では再び、中期的な

立地も認められる。

古墳時代 古墳時代の遺跡の分布は、甲府盆地に集中する傾向にあるが、近年、八ヶ岳南麓や茅ヶ岳西麓などに

おいても遺跡が増加してきている。前期では七里岩台地上に坂井南遺跡・伊藤窪第2遺跡、塩川右岸の氾濫原上の

藤井平に後田遺跡、釜無川右岸の河岸段正上に久保屋敷遺跡、八ヶ岳南麓の台地上に柳坪A遺跡(62)・頭無遺跡

(120)・北村遺跡(138)・酒呑場遺跡(102)・龍角西遺跡(169)、茅ヶ岳西麓の塩川左岸の段正面上に神取遺跡・大日

川原遺跡など、中期では塩川右岸の氾濫原の藤井平一帯や八ヶ岳南麓の台地上の本遺跡や龍角遺跡(170)など、後

期では茅ヶ岳西麓の塩JII右岸の段E面端に腰巻遺跡などが確認されている。なかでも北村遺跡や大日川原遺跡の古

墳時代初頭の方形周溝墓の発見は、八ヶ岳南麓や茅ヶ岳西麓おける古墳時代遺跡の展開が示唆され、改めて本地域

の歴史過程を整理する必要が求められている。

平安時代 平安時代になると集落遺跡、数が増大し、その大きな要因のーっとして八ヶ岳南麓や茅ヶ岳西麓への集

落展開が挙げられる。これらの地域は古代甲斐国「巨麻郡」北部に該当し、「和名類緊抄」にみえる郷名では、逸

見郷、余戸郷、栗原郷が比定され、主な遺跡として八ヶ岳南麓で、は、本遺跡周辺の柳坪A'B遺跡(62・63)・石原

田北遺跡(69)・龍角西遺跡(169)・紺屋遺跡(195)のほか、大泉村寺所遺跡、・立生田第3遺跡、高根町湯沢遺跡・東

久保遺跡、須玉町大小久保遺跡・大豆生田遺跡、小淵沢町前田遺跡、武川村宮間田遺跡、白州町坂下遺跡など、茅ヶ

岳西麓では、韮崎市宮ノ前遺跡・宮ノ前第2遺跡、明野村腰巻遺跡・深山田遺跡・上ノ原遺跡などがある。これら

の遺跡の多くは9世紀中頃に形成され、 10世紀中頃には廃絶し、集落構成では、竪穴住居、掘立柱建物、小鍛冶施

設などの遺構群がコンパクトにまとまり、遺構聞の重複も少ない。こうした継続性の傾向は、東日本の各地で認め

られる計画的な山麓開発の結果或いは御牧経営(W延喜式』によれば甲斐圏内には三牧が置かれ、「穂坂牧jが韮崎

市穂坂周辺、「真衣野牧」が武川村牧原周辺、「柏前牧」高根町樫山と、すべてが巨麻郡北部に比定されている)と

の関連した動向と理解されている。本地域の特徴のーっとして集落遺跡における仏教関連遺物・遺構の増加も挙げ

られよう。瓦塔、鉄鉢形須恵器、集落内寺院跡、「仏堂」的な建物などが塩川右岸の藤井平の宮ノ前遺跡、宮ノ前

第2遺跡、半縄田遺跡から発見され、また本遺跡出土の「寺」の墨書土器(宮ノ前遺跡、前田遺跡同様)をはじめ仏

教に関わる字句を記した墨書・刻書土器が宮ノ前遺跡、宮ノ前第2遺跡、宮間田遺跡、前回遺跡、柳坪遺跡、豆生

田第3遺跡、坂下遺跡、屋敷添遺跡から出土しており、仏教が広く本地域に浸透していたことを示唆する資料とし

て注目される。

A
吐
唱

i



第E章検出された遺構

第1節概要

今回の発掘調査で検出された遺構・遺物は、概ね縄文時代、古墳時代、平安時代の3時代に区分することができ

る。各時代の主要遺構は、表II-1の通りである。

l時 代
制H 文 古墳 平安

早期(I群)
中期 (11群) 後期(ill群)

遺 構 中葉 後葉 初頭 目IJ 業 中葉 不 総計
I，'tl利

中期 前期

抑型文 新道 藤内 井戸尻
(D類)

加曽利 称名寺 堀之内 加 II~I利B 明 (N群) (V群)
(A類) (A頬) (B類) (C類)

W v E4 (A類) (B類) (C類)
遺物集中区 I I 

遺構数

竪穴状遺構 1 I 
住居跡 1 (建て替え) l 1 I 2 6 
土坑 17 2 19 4 9 4 5 8 l 3 234 306 
j能状遺構 3 3 

II -1 検出遺構一覧

第2節縄文時代の遺構

第1項遺物集中区

第1号遺物集中区(PL-1 別表1) 

[位置・重複]第I地点D'E・F-7・8グリッドに位置し、ほほ同時期の第I号竪穴状遺構及び土坑群(第35・

50~52 ・ 56~63 ・ 69~71 号)と重複する。周辺に土坑群(第 30~34 ・ 36~39 ・ 54 ・ 72~76号)が近在する。

[形状・規模]長楕円形状を呈し、長軸約 10m、短軸約5mの範囲に集中して出土する。

[埋没状況】埋没谷の窪地に第 1 地点基本層序の 6~8層が凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示している。

[遺物出土状況】基本層序6~8層の各層から出土し、中でも 8層からの出土がやや多い。第 I 群土器(縄文時代早

期)A類の深鉢形土器の小破片が出土している。

[時期]縄文時代早期。

第 2~頁竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構(PL-1 . 2 別表1) 

[位置・重複]第l地点E・F-7グリッドに位置し、埋没谷を切り、第1号遺物集中区と第35号土坑に重複し、両

遺構を切る。周辺に土坑群(第31~37 ・ 39 ・ 50~52 ・ 56~63 ・ 66 ・ 69~72 号)が近在する。

【形状・規模】不整円形を呈し、長軸3.08m、短軸2.28mを測る。

【埋没状況]覆土は9層に分層され、凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示し、各層に炭化物粒が少量混じる。

【内部構造】壁は緩やかに立ち上がり、断面は内湾を呈する。壁高は最深部O.66mを測る。底面は揺鉢状を呈し、埋

没谷上のため、やや軟弱で、あり、大小のピット 13基が不規則にみられる。

[遺物出土状況]底面から 20~30cmのレベルに第 I 群土器(縄文時代早期)A類の深鉢形土器の小破片及び石鎌未

製品(No.1)、石皿(No.149)が各l点出土している。

[時期]縄文時代早期。

第3項住居跡

第2号住居跡(PL-2 別表I)

[位置・重複]第1地点H-4・5グリッドに位置し、他の遺構との重複関係はなく、単独で存在する。東側4.5m

に第2号溝状遺構が存在する。

[形状・規模]削平を受け、掘り込みは全く残っていなかったが、ピットの配列からほぼ円形を呈すると思われる。

推定長軸3.5m、推定短軸3.2m、推定床面積11.2m2、長軸方位N-510 - Eを測る。
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【埋没状況】覆土は削平のため、遺存していなしミ。

[内部構造】壁は削平のため、遺存していない。主柱穴は9本確認でき、 P1:径23cmx 21cm、深さ5cm、P2:径

45cm x 45cm、深さ 26cm、P3:径28cmx 24cm、深さ 6cm、P4:径40cmx 34cm、深さ 18cm、P5:径35cmX 

18cm、深さ 14cm、P6:径41cmX 34cm、深さ 10cm、P7:径48cmX 31cm、深さ 11cm、P8:径37cmX 35cm、

深さ 11cm、P9:径20cmX 20cm、深さ 17cmを測る。周溝は断続的ではあるが柱穴を巡るように認められる。

[炉・その他の施設】特になし。

【遺物出土状況】遺物の出土は確認されていなし、。

【時期】縄文時代。

第5号住居跡(PL-3-7 別表1)

【位置・重複】第3地点X-15-17、Y-15 -17グリッドに位置し、第6号住居跡・第305号土坑と重複し、両

遺構に切られる。周辺に242・243・237・238・304号土坑が近在する。本住居跡は建て替え(拡張)有り。

【形状・規模】中央から東側及び南北に大規模な撹乱を受けているため、明確な形状・規模は不明で、あるが、楕円

形を呈すると思われる。推定長軸8.26m、推定短軸6.8m、推定床面積56.2m2、長軸方位N-250 - Wを測る。

【埋没状況】覆土は10層に分層され、凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示している。各層には多量の遺物が含

まれる。

{内部構造]壁は垂直に立ち上がり、断面は直状を呈する。壁高は16cm-73cmを測る。床面の遺存部は平坦で堅

綾である。柱穴の重複関係及び周溝等から、最低2段階(新・古)の建て替え(拡張)が想定される。周溝は新・古段

階それぞれ1周づっ断続的ではあるが存在し、幅が10-30cm、深さ 11-26cmを測る。ピットは 12基存在し、

ピット 1-9が主柱穴と思われる。 P1:径80cmX 66cm、深さ 89cm、P2:径101cmX 44cm、深さ 92cm、P3: 

径120cmX 73cm、深さ89cm、P4:径80cmX 68cm、深さ83cm、P5:径66cmX 54cm、深さ78cm、P6:径81cm

X 35cm、深さ 30cm、P7:径86cmX 60cm、深さ 118cm、P8:径104cmX 66cm、深さ 87cm、P9:径81cmX 

57cm、深さ68cm、PlO:径25cmX 22cm、深さ24cm、P11:径28cmX 22cm、深さ32cm、P12:径30cmX 27cm、

深さ 37cmを測る。

【炉】中央北寄りに長軸80cm、短軸68cm、深さ 17cmの不整円形を呈する石囲炉が認められる。礁は抜き取られ、

散在し、抜き取り痕が4箇所確認された。中央に焼土層が径30cmX 28cm、厚さ3.2cmで、確認され、炭化材(クリ)

や種実遺体(オニクルミ)などが出土している。炉と思われる施設はこれ以外には認められず、新・古段階ともにこ

の炉が使用されたと思われる。

【その他の施設】出入口は南側ピット 4・5の間と思われる。

{遺物出土状況]かなり撹乱を受けていたが、床面までには至らず、土器・石器ともに膨大な量が出土した。特に

第7層以下からの出土が多く、何らかの意図を持って多量の土器等を廃棄したものと思われる。土器では、第E群

土器A類-H類及び第皿群土器A類・ C類が見られ、深鉢形土器を主体として、浅鉢形土器、有孔鍔付土器、小

型土器、ミニチュア土器(1-110、163-172)などが出土している。石器では、黒曜石製の小型石器をはじめ、打

製の大型石器がまとまって見られ、特に石器製作関連資料の出土が注目される。土製品では、土偶頭部が顔面を下

にした状態で出土し、他に土偶右脚部2点、土製円盤2点、土製匙I点、耳飾り 1点が出土している。

【時期]縄文時代中期前葉(藤内式期から井戸尻式期)。

第6号住居跡(PL-3 . 6・7 別表1) 

[位置・重複]第3地点X-15; 16、Y-15グリッドに位置し、第5号住居跡・第229・300号土坑と重複し第5号

住居跡・第300号士坑を切る。第229号土坑との新旧関係は同時期のため不明。周辺に第292・301-303号土坑が

近在する。

[形状・規模]第5号住居跡と同様撹乱を受けているため、明確な形状・規模は不明であるが、楕円形を呈すると

思われる。推定長軸6.8m、推定短軸4.96m、推定床面積33.7m2、長軸方位N-90 - Wを測る。

【埋没状況】覆土は4層(1・ 3・5.8層)に分層され、凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示している。
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【内部構造】壁は緩やかに立ち上がり、断面は外反する。壁高は20cm-30cmを測る。床面の遺存部は平坦で堅鍛

である。周溝は検出されていない。

[炉]中心部から北寄りに径71cmx 67cm、深さ24cmの不整円形を呈する石囲炉が認められるが、覆土は不明で、

扇平な礁が2個(39cmx 33cm X 5cm、50cmX 20cm X 9cm)散在していた。炉内からの出土遺物はない。

[その他の施設】中心部より南西の位置に立石を伴った径21cmX 19cmの円形を呈するピットが存在し、立石は北

側から南側斜に6cm程、埋没陥入した状態で出土した。

[遺物出土状況]遺物全体の出土量は多くはないが、立石付近からまとまった状態で第E群土器E類(曽利V式期)

が床面上13-14cm程のレベルから出土している。石器も床面上6-16cm程のレベルから磨石類(No.128 -132) 

が出土している。立石(No.164)は、特殊なものと思われる。

[時期]縄文時代中期後半(曽利V式期)。

第41頁土坑

概要(PL-8 -13 別表1) 

今回の調査の結果、土坑として認識できるものが306基発見された。土坑として命名したものの中には、所謂性

格不明の穴のほか、墓や貯蔵用の穴と考えられるものがある。この他、本来分類上分割して認識すべきなのであろ

うが、調査の便宜上、陥し穴や風倒木跡といったものもここに一括したことを記しておく。

ここでは紙面の都合上、各土坑ごとの詳細な情報については記述できないため、個別の時期及び規模、出土遺物

などに関しては、別表I遺構一覧表に示したので参考にしていただきたい。

時期別分類 時期別に見たときの内訳では306基中約76%にあたる234基は縄文時代と考えられるが詳細な時期は

不明で、残りの72基については縄文時代早期(押型文系土器)17基(第35・50-52・54・56-63・69-71・141

号)、中期前葉新道式期2基(第88・93号)、中期中葉藤内式期 19基(第98・116・128・135・157・197・217・229・

241・249・281・282・284-286・289・293・294.304号)、井戸尻式期4基(第 105・127・149・172号)、中期後

葉曽利式期 13基(町期:第97・115・120・138・159・166・180・236.245号、 V期:第233・235・237・299号)、

縄文中期後葉加曽利EN式期5基(第87.134・187・243・305号)、後期初頭称名寺式期8基(101・164・167・204・

206.210・273・292号)、後期前葉堀之内式期1基(第156号)、後期中葉加曽利B式期3基(第186・188・209号)

である。

【性格別分類】形態的特徴及び出土遺物などにより性格が考察できるものは、以下のとおりである。

①坑底部に小ピットが認められるもの ピット数にバラエティーがあり、 I箇所(第1・28・17・40・41・44・50-

52・65・72・82・92・98・105・136・138・157・159・171・176・180・182・196・202・203・205-208・212・

213・230・232・235・244・248・260・266・269・274-276・284・287・297号)、 2箇所(第20・155・178・204・

233・236・249・288号)、 3箇所(第282号)、 5箇所以上(第77・229. 241 . 245・247・286・289・293・294・299

号)がある。これらの性格は、一様で、はなく、さらに諸属性の検討を行う必要があるが、第28・247・286・287号

は構造上から陥し穴と考えられる。また、 5箇所以上の第286・289・293・294号は中期中葉藤内式期で、第3地点

X.W-24グリッドに集中する傾向がある。

②袋状もしくはフラスコ状を呈するもの 第141. 142・236号があり、貯蔵に用いられたと考えられる。

③磯を伴うもの 1)喋l点のみ認められるもの(第102・125・131号)、 2)喋1点と共伴遺物が認められるもの(第

55・110・116・167・168・204・207・292・304号)、 3)喋2点以上と共伴遺物が認められるもの(第67・68.157・

159・164・171.206.241 .243・245・249.284・290・305号)などがある。これらは形態的特徴及び喋や伴出遺

物の状況から配石を持つ墓墳としての性格が強いと考えられる。主な土坑の検出状況は以下のようである。

第67・68号土坑は覆土上層から25cm大の喋2点、 10cm大の蝶3点と共に磨石類1点(No.133)、石皿1点(No.154)、

台石1点(No.159)が出土している。第 167・168号土坑は覆土上層から 10cm大の磯1点と共に縄文時代後期初頭

称名寺式期の土器片(PL-31 -23など)、打製石斧片2点(No.77・78)、黒曜石剥片4点が出土し、 79m程離れ
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た第243号土坑の遺物と接合関係がある。第230号土坑は縄文中期中葉井戸尻式期の土器小破片と磨製石斧1J官、(No.

117) : 5住X-16下層接合、喋剥片1点が出土している。第241号土坑は覆土下層からlOcm大の磯2点、 20cm大

の喋1点と共に縄文中期中葉藤内式期土器群(底部を打ち欠いた浅鉢形土器(PL-30 -3)など)、喋器1点、喋剥
片2点、チャート剥片1点が出土し、浅鉢形土器は、 13m程離れた第284土坑と接合関係がある。第243号土坑は

覆土下層から 25cm大の喋l点、覆土中層以上から 6cm大の喋2点、 10cm大の喋1点と共に縄文中期後葉加曽利

E4式期土器片(PL-31 -47-49など)、磯剥片1点、黒曜石剥片3点が出土している。坑底部より約50cm上に
焼土が2カ所確認されている。第245号土坑は覆土下層から縄文中期後葉曽利W式土器片(PL-30ー5-7など)
が出土し、その上部より 10cm大の磯3点、喋剥片2点、台石1点、黒曜石剥片2点が出土している。第249号土

坑は覆土中層から上層に喋剥片3点と共に縄文中期中葉藤内式期土器片(PL-31-53、PL-32 -54-63など)、
石匙1点(No.26)が出土している。第284号土坑は覆土下層から5-7cm大の喋2点、 10cm大の喋3点と共に縄

文中期中葉藤内式期土器群(PL-30 -8、PL-32 -67 -70など)、打製石斧1点(No.81)、醸器3点(No.103-
105)、黒曜石剥片2点が出土している。このほか、礁を伴わないが墓墳の可能性があるものとして第229・233号

土坑がある。第229号土坑は覆土上層から底部が破壊された縄文中期中葉藤内式期の深鉢形土器(PL-30 -2)が
横位で出土し、黒曜石剥片2点が伴出している。第233号土坑は覆土全体に焼土が多く検出され、縄文中期後葉曽

利V式期土器片(PL-31ー33・34など)や黒曜石剥片2点が出土している。
④祭最E的要素が強く認められるもの 第299号土坑は坑底部に小ピット 22箇所が検出され、覆土中層より縄文中
期後葉曽利V式期土器片(PL-32 -79など)と共に石棒1点(No.165)、黒曜石片2点が出土している。同時期の
第6号住居跡と重複しており、こちらに伴う可能性もある。

⑤焼土跡が認められるもの 第38・49号土坑は覆土全体に多くの焼土があり、野外炉的なものの可能性がある。

第3節古墳時代の遺構
第1項住居跡

第3号住居跡(PL-14・15 別表1) 

【位置・重複】第1地点J-7・8、K-8グリッドに位置し、第169・170・173・174・202号土坑と重複し、各土

坑を切る。周辺に土坑群(第167・168・171・172・175-177・203-205号等)が近在する。

【形状・規模】北側はトレンチ3に切られて不明だが、ほほ正方形を呈する。長軸4.25m、短軸4.09m、推定床面積

17.4m2、長軸方位Nー30。ー Eを測る。

【埋没状況】覆土は12層に分層される。床面には、住居中央部を中心に焼土面が形成され、また床面直上からは、

柱材、垂木材、桟などと思われる炭化材が多量に検出されており、焼失住居と思われる。また、第l次堆積層(12

層)が流れ込んだ後に火災が起きていることが確認される。焼土層(7層)より上位は、黒色系の土による凹レンズ

状を呈する自然堆積の状況を示している。

【内部構造】壁は垂直に立ち上がり、断面は箱形を呈する。壁高は最深部50cmを測る。床面は埋没谷上のため、平

坦ではあるが軟弱である。ピットは8基存在し、ピット 2・4・5は主柱穴と思われる。周溝は北壁側及び南東コー

ナ一部は不明だが、全周すると，思われる。南壁際中央やや西よりに「ほぞ穴」の残っている炭化材が2本出土して

おり、これらの炭化材を取り除くと床面を少し掘り込んでいた(長軸112cm、短軸30cm、深さlOcm及び長軸70cm、

短軸32cm、深さ4cm)ので住居内施設を構成していた材と考えられる。南西コーナー部には、長軸76cm、短軸34cm、

深さ 19cmのピットが検出され、多量の焼土(焼土下に炭化材片と竹がまとまって出土)が確認されている。

【炉】中央部から西壁よりほぼ中央に径32cm、厚さ 2-3cmの円形の範囲に焼土層が形成されているが、この下

部は熱を受けている様子がないので炉かどうか不明である。

【その他の施設】ピット 1(焼土混じりで炭化材が多量に出土)は貯蔵穴と思われる。

【遺物出土状況】遺物全体の出土量は少なく、床面より20-30cm前後のレベルを中心に第W群土器の童、小型壷、

高杯及ぴ石器1点が出土している状況である。これらの状況から焼失後に投げ込んだと思われ、家を廃棄する際に
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意図的に燃やした可能性が考えられる。炭化材は床面上から若干 (2~3cm) 浮いた状態で多量に出土している。中

には壁に入り込んだ状態のものも見られる。また、壁面を支えたと思われる竹や細い葦のような植物による編み物

などが見られる。樹種同定分析ではクヌギ節が多い結果となり、住居構築材の多くの部材に利用されたものと思わ

れる(第V章第3節参照)。

[時期]古墳時代中期。

第4節平安時代の遺構

第1項住居跡

第1号住居跡(PL-15・16 別表1)

[位置・重複]第1地点D'E-3グリッドに位置し、他の遺構との重複関係はなく、単独で、存在する。南東40.5m

に同時期の第4号住居跡が存在する。

【形状・規模】ほぽ長方形を呈する。長軸4.95m、短軸3.90m、床面積19.3m2、長軸方位N-3
0 -Eを測る。

【埋没状況】覆土は21層に分層され、凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示している。

【内部構造]壁は垂直に立ち上がり、断面は箱形を呈する。壁高は最深部33cmを測る。床面は暗黄ロームブロッ

クを全体的に貼床しており、平坦である。竪穴壁下に径約8cmの小ピット7基を伴う周溝が全周する。全周囲の壁

に水平又は斜めに陥入する小ピットが28基存在する。何らかの意図を持つものと思われる。

[竃】東壁中央から南よりに位置する。規模は長軸80cm、短軸90cmを測る。天井部は破壊されているが、両袖部

は扇平な礁を立て並べてた状況で遺存している。天井石は外され、左右逆に又、裏返しされ手前側に落とされ、支

脚も外されていた。煙道部は削平のため確認で、きない。覆土は白色粘土混入層(2層)が竃焚口部に流れ出し、また、

焼土粒子が混入した層はあるが、純粋な焼土層は見られない。竃内の出土遺物は中間層及び下層に近いところから

敷き詰めた様な状態で蓋形土器片が出土している。左袖側に灰紬陶器(転用硯)2点が埋め込まれ、右袖側にもう I

点出土する。竃内からは、モミ属の炭化材が出土している(第V章第3節参照)。

【その他の施設】径約 17~48cm、深さ約 8~46cm を測る。ピット聞は、 45~ 100cmの間隔を持ち、竪穴壁面外

側から約 30cm~90cm を測る位置で検出されている。 P1: 径 27cm x (24cmJ、深さ38cm、P2:径36cmx 28cm、

深さ 46cm、P3: f圭26cmx 25cm、深さ 12cm、P4:径28cmx 24cm、i栗さ 19cm、P5:f歪27cmx 27cm、深さ

20cm、P6:径31cmx 24cm、深さ 17cm、P7:径28cmx 25cm、深さ 37cm、P8:径21cmx 17cm、深さ 12cm、

P9 :径17cmx 16cm、深さ 14cm、PlO:径20cmx 16cm、深さ 14cm、Pll:径17cmx 14cm、深さ 10cm、P12: 

径25cmx 23cm、深さ 23cm、P13:22径cmx 20cm、深さ 15cm、P14:径24cmx 24cm、深さ 14cm、P15:径

20cm x 17cm、深さ 19cm、P16:任18cmx (16cmJ、深さ 14cm、P17:径26cmx 23cm、深さ 41cm、P18:径

48cm x 41cm、深さ43cm、P19:径25cmx 22cm、深さ41cm、P20:径30cmx 25cm、深さ45cm、P21:径30cm

x 22cm、深さ 27cm、P22:径30cmx 24cm、深さ 8cmを測る。

[遺物出土状況]遺物全体の出土量は多くはないが、竃を中心にまとまって出土している。また、西壁周溝の上か

ら「良」・「寺」の墨書がある杯(信州系黒色土器)の完形品が2点重なった状態で出土している(上位に「寺Jの

墨書土器がある)。北壁及び西壁際には、葦状の炭化物が出土しており、樹種同定分析ではタケ亜科の結果が得ら

れ、壁材ではないかと思われる(第V章第3節参照)。ピット 22からは炭化物が多量に出土している。

【時期]平安時代(9世紀後半)。

第4号住居跡(PL-16・17 別表1) 

【位置・重複】第I地点K一7・8、L一7・8グリッドに位置し、他の遺構との重複関係はなく、単独で存在する。

北西40.5mに同時期の第1号住居跡が存在する。

[形状・規模】ほほ長方形の平面形を呈する。長軸5.44m、短軸4.l0m、床面積22.3m2、長軸方位N-101
0 
- Eを

測る。

[埋没状況】覆土は21層に分層され、凹レンズ状を呈する自然堆積の状況を示している。

nu 
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【内部構造】壁は垂直に立ち上がり、断面は箱形を呈する。壁高は最深部52cmを測る。床面は貼床が検出され、

全体的に平坦であり、中央部にある炉の周辺(ピット1-4の内側)に硬化面が認められるが、他は埋没谷上のため

やや軟弱である。周溝は北壁中央及び南壁南西コーナー寄りの一部を除き確認される。竃北側の東壁は壁より内側

に周溝が巡り、拡張していると思われる。ピットは8基存在し、ピット 1-4は主柱穴と思われる。

【炉(竃)】本住居跡では竃及び炉が確認されている。竃は東壁中央から南よりに位置する。規模は長軸120cm、短

軸84cmを測る。全体的な構造は全く不明であり、支脚(PL-50 -1)も外されていた。煙道部は確認できた。覆

土は11層に分層され、焚口部から煙道部に向けて全体に厚さ約10cm程度の焼土層(11層)が確認されている。炉

は中央部に確認され、規模は長径67cm、短径52cm、深さ 1cmを測る。

【その他の施設】ピット 5は貯蔵穴、ピット 6-8は梯子受け穴と思われる。

【遺物出土状況】遺物全体の出土量は多くはないが、竃覆土の焼土層(11層)上面に聾形土器片等及ぴ炭化材が出

土している。炭化材の樹種同定分析では、クヌギ節の結果が得られた(第V章第3節参照)。また、ピット5の北側

に礁の集中出土が確認されている。

【時期】平安時代(9世紀後半)。

第2項溝状遺構

第1号溝状遺構(PL-17 別表1) 

第1地点、P・Q-9グリッドに位置する。埋没谷上の傾斜変換点に立地し、北北東一南南西方向に走り、やや湾

曲している。北側は第1号土坑に切られている。現存長8.08m、最大幅l.44m、最深部0.48mを測る。覆土は7層

に分層され、 1-5層に炭化物が微量検出する。遺物は須恵器杯・聾などが少量出土し、 9世紀後半に位置づけら

れる。

第2号溝状遺構(図1-6 別表1) 

第1地点G-6、H・1-6・7グリッドに位置する。埋没谷上の傾斜変換点に立地し、北北西一南南東方向に弧

状に走る。長さ 11.92m、最大幅2.48m、最深部0.52mを測る。覆土は8層に分層される。図示し得る遺物はない。

遺構の時期は、平安時代と思われる。

第3号溝状遺構(図1-6 別表1) 

第1地点B-6・7、C-6・7グリッドに位置する。埋没谷上の傾斜変換点に立地し、北北西一南南東方向に走

り、やや湾曲している。長さ 6.40m、最大幅1.32m、最深部0.6mを測る。覆土は8層に分層される。図示し得る

遺物はない。遺構の時期は、平安時代と思われる。
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第皿章出土遺物

第1節 出土土器とその分類

ここでは土器の分類の大要を示しておく。本報告では、土器を群、類、種に分類し、それぞれローマ数字、アル

ファベットの大文字、算用数字を用いて表記した。群は各時代の時期区分にしたがったものである。類は既存の土

器型式に対応し、種は類別された土器群をさらに器形や文様の特徴によって細かく分類したものである(縄文時代

に関わる類、種の分類は、『山梨県史 資料編2.]の編年に基づいている)。

以下にその概要を列記する。

第I群土器縄文時代早期に比定されるものを本群とする。

A類:押型文が施されるもの(1種:山形文 2種:楕円文 3種:山形文+楕円文〕。

B類:撚糸文が施されるもの。

第E群土器 縄文時代中期に比定されるものを本群とする。

A類:格沢式期3段階〔角押文〕

B類:新道式期(1・ 2段階) Cキャタピラ文+(三角押文I種:連続 2種:押圧 3種:なし)) 

C類:藤内式期(2-4段階)-D類:井戸尻式期(1・ 3段階)

1種:重三角区画文土器 2種:楕円区画文土器

5種:小波状文土器

9種:大形眼鏡状把手

E類:曽利式期(I・皿-v式)
F類:加曽利E4式期

G類:平出IllA系式期

H類:新保・新崎式期

6種:縄文地文土器

10種:曽利式並行

3種:パネル文土器

7種:バケツ形土器

4種:抽象文土器

8種:塔状把手

第E群土器縄文時代後期に比定されるものを本群とする。

A類:称名寺式期 CI. II式) B類:堀之内式期(1式) c類:加曽利B式期(1・ 2式〕

第W群土器古墳時代中期に比定されるものを本群とする。

第V群土器平安時代前期に比定されるものを本群とする。

第2節縄文時代の遺物

第1項土器

(1 )第I群土器(縄文時代早期)

A類(PL-18 別表II)

第1号遺物集中区(3-5・8・11・12・14・15・17-19・21-23・25-28・34-45・50-54・56-65・67・

68)、第1号竪穴状遺構(1・2・13・16・24)、第54・56・59・62・141号土坑(7・10・29-31)から出土している。

本類の器形は、すべて破片資料のため明確ではないが、口縁は平縁でやや外反し、胴部が少し張り、底部は尖底

を呈す深鉢形土器と思われる。文様には、 1種(山形文)、 2種(楕円文)、 3種(山形文・楕円文)が見られる。

1種(山形文)が施文されるもの

口縁部(1-7)は、横位山形文帯(原体幅2cm前後)があり、口唇端部にも施文される。頭部は、横位山形文(原体

唱
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幅2cm前後)の帯状施文(8-16)と横位山形文帯密接構成(17-19)と思われるものが見られる。胴部(20-55)は、

縦位山形文(原体幅不明)の帯状施文(20-22)、横位山形文の帯状施文の無文部に竹管状工具と思われる刺突文

(23)、横位山形文帯と縦位山形文帯(原体幅2cm前後)の密接構成(24-28)、縦位山形文帯密接構成(原体幅2cm

前後)(29 -40)などが見られる。

2種(楕円文)が施されるもの

口縁部から頚部の文様は不明であり、胴部は横位楕円文帯密接構成(56-61)と不規則に感じられる縦位楕円文

密接構成(62-66)が見られる。

3種(山形文・楕円文)が施されるもの

頚部~胴部の破片があり、横位山形文帯の下部に横位楕円文帯を施文する異種並存例(67・68)が見られる。

以上、本類の資料は原体幅が2cm前後の山形文により、口縁は横位、その下部は縦位という異方向に帯状施文

する極沢式段階のものと帯状施文の伝統を残しながら、密接施文の多い点や不規則な走行をもっ例や異種並存例な

ど細久保式段階に比定されると考えられる。

B類(PL-18 別表II)

他時期の遺構覆土や遺構外から3点(69-71)出土しているが、すべて小破片のため器形は不明で、僅かに表面

に撚糸文が遺存する程度である。

(2)第E群土器(縄文時代中期)

本群の土器は、第5号住居跡、第6号住居跡及び43基の土坑(第87・88・93・97・98・105・115・116・120・127・

128・134・135・138・149・157・159・166・172・180・187・197・217・229・233・235-237・241・243・245・

249・281・282・284-286・289・293・294・299・304・305号)から出土している。

第5号住居跡(PL-19 -29 別表II)

A類(猪沢式期): 112は、口縁部に2列の角押文が縦にコの字状に施文される。

B類(新道式期): 113は、楕円区画文に2種、 114は三角区画文に1種が施文される。

C類(藤内式期)......D類(井戸尻式期):本類は、深鉢形土器を主体として、浅鉢形土器、有孔鍔付土器、小型土器、

ミニチュア土器(1-110、163-172)など、多量に出土しており、本住居の廃絶及び一括廃棄の時期を示している。

多くが小破片のため時期決定には不確定な部分もあるが、該期土器群の様相は、古相としてC類3-4段階の3種

(パネル文)及び4種(抽象文)、新相としてD類1段階の1種(重三角区画文)及ぴ6種(縄文地文)が、それぞれ主体

的に出土する状況である(表m-1)。

類 段階 種(器形・文様)
1重二角区画文2楕円区画文 3パネル文 4抽象文 5小波状文 6縄文地文 7バケツ形 8塔状把手 9大形眼鏡状把手 10曽利
15.31.44.45 2.47-49 8.11.25-28. 10.l2.l3. 14.86 

cl3 32.50-67. 82-85 
類

71-78 
411.79-81 9.29.68-70 20 
3.33-37.40. 106.l63.l65 4.l6.94-100 5-7.l児8.l9. 42.105 38 39 D 1 189-93.103 21.41.108. 

類 109.168 
3 104.107 

皿-1 第5号住居跡出土土器種別分類〔藤内式期~井戸尻式期)(No. :遺物番号)

個々の土器については、別表E遺物一覧表を参照されたい。なお、塗彩土器として17の有孔鍔付土器があり、外

面に赤色塗彩の後、黒色塗彩が施されている。また、 166は、鉢形の小型土器であるが、内面底部に煤の付着が認

められる。

E類(曽利式期): 116-118はI式、 119はE式、 120-124はW式、 125-132はV式である。

F類(加曽利E4式期): 133 -143は、小破片のため不明確であるが、徴隆起線による対向U字文、玉抱モチー

フ、 J字状モチーフなどの文様構成になると思われる。
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G類(平出血 A式期): 111 は、深鉢形土器の口縁部小破片で、 D類に並行すると思われる。

H類(新保・新崎式期): 115は、円筒器形の深鉢形土器の口縁部に蓮華状文が施文されており、 C類に並行する

と思われる。

第6号住居跡(PL-30 別表II)

E類(曽利式期): 1 ~4 はW式であり、 4 以外は同一個体と思われる。

土坑(PL-30 ~ 33 別表ll)

B類(新道式期): 10 (88士)は、楕円区画文に3種、 11(93土)は、楕円区画文に 1種が施文されている。

C類(藤内式期): 13(116土)、 15(128土)、 17(135土)・ 19(157土)、 26(197土)、 2・30~ 32(229 土)・ 3 ・ 39~

46(241 土)、 53 ・ 55~60(249土)、 65(281土)、 66(282土)、 8・67~ 70(284士)、 71(285土)、 72(286士)、 9.73

(289土)、 78(293土)が、本類に位置づけられる。この他、第98・217・294・304号土坑から出土している。本類

において時期が明確なものは 3~4段階に比定される。 3段階には、 2(229 土) : 3種(パネル文)、 3(241士):浅鉢

(284土との接合関係がある)、 8(284土): 6種(縄文地文)、 67(284土): 1種(重三角区画文)、 68・69(284土): 2 

種(楕円区画文)、 70:5種(小波状文)、 4段階には、 53・55~ 60(249土): 2種(楕円区画文)、 73:6種(縄文地文)

などが見られる。なお、 13、15、17、26、65、71、72、78及び第98・217・294・304号土坑出土土器は小破片のた

め詳細な時期は不明で、ある。

D類(井戸尻式期): 14(127士)は、 l段階3種(パネル文)の小破片と思われる。この他、第105・149・172号土坑

から出土しているが、小破片のため詳細な時期は不明である。

E類(曽利式期): 5・6(245土)、 20(159土)、 22(166土)、 37(236土)はW式で、 5.6は加曽利E式の影響を受け

ている資料である。この他に第97・115・120・138・180土坑からも小破片が出土している。 34(233土)、 36(235

土)、 38(237土)、 79(299土)は、 V式である。

F類(加曽利E4式期): 16(134土)、 25(187土)、 4・47~ 49(243土)、 81~ 96(305土)が見られる。第305土坑

の資料は微隆起線によって対向U字文になるものなどまとまって出土している。第87号土坑からも小破片が出土

している。

(3)第E群土器(縄文時代後期)

本群の土器は、第5号住居跡及び12基の土坑(第101・156・164・167・186・188・204・206・209・210・273・

292号)から出土している。

第5号住居跡(PL-28・29 別表II-1) 

A類(称名寺式期): 145 ~ 152はI式、 144・153~ 157はE式と思われる。

C類(加曽利B式期): 158は、口縁部の小破片で、口唇端部の内面に沈線が巡り、 2式と思われる。

土坑(PL-30 ~ 33 別表ll)

A類(称名寺式期): 12(101土)、 21(164土)・ 23(167土)、 27(206土)、 28・29(210土)、 64(273土)、 76(292土)

があり、いずれも I式に比定される。第204号からも小破片が出土している。

B式(堀之内式期): 18(156土)は、 1式と思われる。

C類(加曽利B式期): 1 (186・209土接合資料)は、浅鉢形を呈し、横走する並行沈線内に縄文が施文され、縄文

帯を表出し、区切り文が施され、 l式に比定されよう。この他、第188号土坑からは精製深鉢の口縁部小破片が出

土し、口唇端部が内傾し、内面に沈線が見られる。

内
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第2項土製品(PL-34 別表II)

今回の調査では土偶、土製円盤、匙形土製品、耳飾などが発見され、すべて5号住居跡からの出土である。

土偶は、 3点出土している。 lは頭部で、三角形状を呈し、中空で作られている。顔面は鼻が隆帯で表現され、髪

部に三叉文、後頭頂部に双環文、後頭部に三叉文と並行沈線文、側頭部に耳状の隆帯があり、刻みが施されている。

2・3は右脚部である。 2はヘラ状痕が見られ、中心部に炭化した心棒と思われる痕跡が見られる。 3は円錐形を呈

する。

土製円盤は、 2点出土している。いずれも円形で周辺が研磨されている。 4は土器片を再加工したもので、表面

に沈線による文様が見られる。 5は孔を中心に表面渦巻文、裏面十字文が施されている。

匙形土製品は、 1点出土している。 6は欠損品で、短い柄の付く推定長4cm程の小型品である。

耳飾は、 1点出土している。 7は栓状を呈し、無文である。

第 3~頁石器(PL ー 35-48 別表 II)

概観石器は総数331点出土し、その内訳は、剥片11点(3.3%)、石核6点(1.8%)、残核3点(0.9%)、原石2点

(0.6%)、喋11点(3.3%)、石鍛17点(5.1%)、石錐l点(0.3%)、掻器2点(0.6%)、石匙4点(1.2%)、両極石器11点

(3.3%)、使用痕石器2点(0.6%)、打製石斧89点(26.9%)、打製石斧素材剥片1点(0.3%)、打製石斧成形剥片41点

(12.4%)、粗製石匙7点(2.1%)、削器22点(6.6%)、機器33点(10.0%)、ハンマー3点(0.9%)、磨製石斧3点(0.9

%)、磨石類39点(11.8%)、石皿11点(3.3%)、台石9点(2.7%)、立石1点(0.3%)、石棒I点(0.3%)、不明石器1点

(0.3%)である。これらの所属時期は、全体の65%にあたる 216点を出土した第5号住居跡の第E群C類-D類が

主体となると思われるが、石鎌1)点(4)は局部磨製であり、第I群A類(早期押型文土器)に伴う資料と考えられる。

周辺地域における局部磨製石搬の類例としては、明野村清水端遺跡が知られる。

本遺跡の石器については、製作に関する属性を第5号住居跡出土資料を中心として分析を行い、また、黒曜石製

石器の産地同定の分析も実施した。第V章第1節・第2節を参照していただきたい。また、個々の計測データは別

表E遺物一覧表に示した。

出土状況 石器の出土地点別の状況は、表III-2に示した。注目されるのは、先に既述した第5号住居跡の出土

量で、中でも打製石斧68点をはじめ打製石斧素材剥片・成形剥片やハンマーなどの石器製作関連資料の出土が認

められ特筆されよう。本住居跡の石器の出土状況は、第VI章第I節を参照していただきたい。

石材 石器の石材組成は、同じく表III-2に示した。安山岩(黒色安山岩4点含む)105点(31.7%)、砂岩83点(25.1

%)、ホルンフェルス74点(22.4%)、黒曜石(チップ類を除く)48点(14.5%)、粘板岩9点(2.7%)、緑色凝灰岩3点

(0.9%)、頁岩3点(0.9%)、花岡岩3点(0.9%)、斑岩2点(0.6%)、ハンレイ岩l点(0.3%)などになる。また、選択

率の高い石材における器種組成は、安山岩では残核l点、喋8点、石匙3点、打製石斧11点、打製石斧成形剥片7

点、粗製石匙I点、削器I点、喋器20点、磨石類33点、石皿9点、台石8点、立石 I点、石棒1点、砂岩では石

核I点、残核2点、喋2点、打製石斧36点、打製石斧素材剥片I点、打製石斧成形素材11点、粗製石匙1点、削

器11点、喋器9点、ハンマー3点、磨石類5点、立石1点、ホルンフェルスでは石核2点、残核I点、打製石斧33

点、打製石斧成形素材21点、粗製石匙3点、削器10点、磯器4点、黒曜石では剥片11点、石核2点、原石2点、

石撤回点、石錐I点、掻器2点、石匙I点、両極石器11点、使用痕石器2点、粘板岩では打製石斧8点、打製石

斧成形剥片1)点、などである。これらの選択傾向については、八ヶ岳南麓に立地する本遺跡、の地質的環境を反映し、

特に安山岩は宮川および鳩川に比較的良く分布する河床砂疎(安山岩)層に由来するものと思われる。小型石器にお

ける黒曜石及び安山岩の磨石類、石皿、台石や砂岩とホルンフェルスの打製石斧の選択率の高さが認められる。

第3節古墳時代の遺物

第3号住居跡

本住居跡は、焼失住居であり、遺物は土師器が3個体程、石器が1点と僅かな出土である。

A
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総種 /11 :1:地点 安IJi岩 黒色安山Ei 砂岩 ホルン7ェルス 黒E車正i 粘板岩 緑色凝灰-{i 頁岩 花1品岩 斑 !(i. ハンレイ岩 小計 総計
5住 9 9 

剥j十
グリ yド N-11: 1 2 11 

Y-15: 1 

石核
5住 2 4 6 
グリァド G-8 : 1 D-7: 1 2 

残核 5住 ワ】 3 
3 

l耳石 51主 I 2 
グリッド J-7・l I 

礎 5住 8 2 11 
11 

主食 8 8 
51上以外の遺構 I竪 l I 

G-8: 1 1-10 : 1 8 
fi鎌 1-10 : 1 

17 
ゲリァド L-10: 1 

N-10: 1 
Y-15 : 3 

石錐 5住 1 
掻器 5住 2 2 2 

石匙
5住 3 3 

4 
511:以外の遺構 249土 l I 
5住 5 5 

i時板石器 511以外の遺構
3fl : 2 4 

11 4{1令。 2

グリッド B-6: 2 2 

使用痕石器
5住 2 

5住以外の遺構 21韓:1 
51主 8 27 28 4 68 

1641: : 1 207:1: : 1 64J: : 1 167: 1 7 
5iJ以外の遺構 167こ1::1 204: 1 

284:1: : 1 

打製石斧
H-11 : 1 B-9: 1 B-9: 1 D-7: 1 14 

89 
衣探:1 H-IO: 1 H-12: 1 F-9: 1 

グリァド
H-12: 1 1-11 : 1 
H-26: 1 N-11 : 1 
M-9: 1 
撹乱:1 

打斧素材事]片 51主 l I 

51了 7 11 19 38 

打斧成形剥片 5i1以外の遺構 6it : 2 2 41 

グリッド 1-9 : 1 

5住 2 4 
7 粗製石匙

グリッド 表探ー l i<採:1 表採 l 3 

5住 10 7 17 

L-9: 1 F-10: 1 L-10: 1 5 
22 自リ器

グリッド 0-10: 1 
X-19: 1 

5住 14 3 18 

284.i: : 3 55:1: : 1 54-1: : 1 10 

5↑l 以外の遺構
Jit : 1 31:1ニ:1 3il: : 1 
3it: 1 

機器 361: : 1 33 

D-9: 1 1-10 : 1 3 

グリッド
1-9: 1 
1-11 : 1 
表採:1 

5住 2 2 
3 ハンマー

グリッド F-9: 1 

51主
府製石斧 F-11 : 1 ワ“ 3 

グリッド H-12: 1 

5住 13 13 

1ft:1 6t!'・ 2 12 

6tt : 3 4住 I

50以外の遺構
671: : 1 
120-1: : 1 
1601:・2

21揖‘ 1
B-8: 1 H-12: 1 H-ll : 1 14 

勝石類 G-10: 1 N-IO: 1 39 

1-7: 1 
L-9: 1 

グリ yド
J-7 : 1 
0-10: 1 
0-11・1
Y-14: 1 
表採:1 
I地点 :2

5住 4 5 

It主:1 3 

石皿
5it以外の遺構 l竪:1 11 

67土・ I
G-9: 1 表採:1 3 

グリッド
表採:1 

5t1 
67:1: : 1 245:l・ l 3 

5住以外の遺椛
171士 I
D-7: 1 5 

9 台石 Y-16: 1 
グリッド E-7: 1 

1-9 : 1 
仏10: 1 

立石 5住以外の遺構 6住:1 1 

石棒 5住以外の遺構 299土 l
不明石器 グリッド L-8: 1 l I 

企口与 員十 101 4 83 74 48 9 3 3 3 2 331 

表類分4A
4
 

4
p
q
，

p
 

石

一

器

託
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一
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土器(PL-49 別表II) 1は査で、外面胴部上半にはハケメ、下半にはヘラ削り痕が見られる。内面はハケメ後ナ

デが施され、胴下部及び上部に明瞭な輪積痕が残っている。 2は小型壷で、口縁部及び頚部に親指と人差し指の挟

み込みによる強いヨコナデ調整が見られる。 3-7は高杯である。 3は杯部が大きく外方に聞き、下半及び中央部

に稜を有し、脚部は朝顔状に外反するものであり、内外面ともにナデ後ミガキ調整が見られる。 4・5は同一個体

の杯部で、 3同様の形状及び調整である。 6は脚部で、柱状に外反し外面にミガキ調整が見られる。、 7は3と同一

個体と思われる。これらは、古墳時代中期に位置づけられる資料である。

石器(PL-50 別表II) 1は二等辺三角形状を呈し、底辺に近い両側辺に加工痕あるいは使用痕が認められる。用

途については不明である。

第4節平安時代の遺物
第1号住居跡

土器(PL-49 別表II) 1・2は西壁周溝の上から重なって完形状況で出土した(2が上位)。これらは信州系黒色土

器の坪で内面に黒色処理が施され、ロクロ調整痕を残し、底部は回転糸切り未調整である。外面に正位で、 1には

「良」、 2には「寺」の墨書が見られる。 3-7は甲斐型翠である。 3-5は櫛目の広い外面タテハケメ、内面ヨコハ

ケメ調整が見られる。 6は外面タテハケメ後ナデ、内面密なヨコハケメの調整がみられる。

8は灰軸陶器聾の胴部破片の転用硯である。この他に須恵器聾の破片資料も l点出土している。これらは9世紀

後半に位置づけられる資料である。

第4号住居跡

土器(PL-50 別表II) 1は信州系黒色土器と同様な胎土や整形技術が見られる杯である。底部には刻書 IXJが
ある。 2'3は信州系黒色土器杯で内面に黒色処理が施されている。 4は内面放射状暗文、外面底部ヘラ削りが見ら

れるが、胎土は甲斐型土器とは異質である。 5は須恵器高台付杯で、高台部は貼り付けである。 6は全形が不明で、

内面にヨコハケメが見られる。 7-11は甲斐型聾であり、外面タテハケメ、内面ヨコハケメが施されている。これ

らは、 9世紀後半に位置づけられる資料である。

石製品(PL-50 別表II) 1はカマドの支脚で、表面全体ににタール状の付着が観察される。

第1号溝状遺構

土器(PL-50 別表II)出土量は極僅かであり、図示し得るものは2点のみである。 1は須恵器杯、 2は須恵器聾の

破片資料である。これらは9世紀後半に位置づけられると思われる。

第5節 遺構外出土土器
土器(PL-50 別表II)1は査の底部で、内外面にミガキ調整、 2は聾の口縁~頭部の小破片で内外面ヨコナデ調整

が見られ、古墳時代中期に位置づけられる。 IはP-8グリッド出土、 2はK-8グリッド出土。 3・4は須恵器杯

の小破片で、平安時代に位置づけられよう。 3は1-10グリッド、 4はL-8グリッド出土。
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第N章 峡北農業高等学校収蔵資料

第1節概要

峡北農業高等学校では、周知の遺跡内に所在するため、これまでに多くの遺物が偶然発見され、収蔵されてきて

いる。これらの資料は、本遺跡を検討する上で大変貴重なため今回の調査報告と合わせ、平成12年6月1日から

借り受けて資料化を行い、本書に掲載することとした。収蔵資料をすべて掲載することは不可能なため、遺物ごと

に代表的なものを選別した。

また、本遺跡内で表採された土偶も藤巻一心氏から借用し、掲載させていただいた。

第2節土器(PL-51 --55) 
1.4-54は、縄文時代中期に比定される一群である。 lは有孔鍔付土器のミニチユアである。 4は、五領ヶ台E

式期、 5-17は藤内式期で、 5.6は1-2段階の抽象文土器、 7は3段階の小波状文土器、 8-17は第3段階のパ

ネル文土器、 18・19は井戸尻式期の3段階のバケツ形土器、 20-54は曽利式期で、 20はI式古段階、 21-31は

E式(29-31 :曽利縄文系)、 32-43はW式、 44-54V式、 49-54はV期終末(53・54:在地の加曽利E式)で

ある。

2.55-58は縄文時代後期に比定される一群である。 2は無文の手づくねによるミニチュア土器である。 2は称

名寺E式最終末期、 55・56は称名寺I式期、 57は堀之内式期2式である。

63は弥生時代後期の斐の破片であり、頚部に不規則な櫛描文波状文が施文されている。

64は古墳時代中期の有段口縁査で、胴部と底部に焼成後の穿孔があり、何らかの祭杷に使用されたものと考え

られる。本遺跡内では該期の墓域は発見されていないが、北西へ約1.6kmほどに位置する北村遺跡での八ヶ岳南麓

で、初見例の古墳時代前期の方形周溝墓6基や北北西へ約1.2kmほどに位置する龍角西遺跡の古墳時代前期末~中期

の住居跡10軒の検出例など、周辺地域における調査例が近年増加してきており、本遺跡における集落の広がりが

示唆される。

65-67は平安時代の一群である。 65は甲斐型杯(9世紀後半)、 66は内外面を黒色処理した甲斐型杯(10世紀前

半)、 67は信州系黒色土器の杯(9世後半)である。

第3節石器(PL-56 --60) 
1-5は打製石斧、 6は石匙、 7.8は磨製石斧、 9-16は磨石類、 17-20は多孔石、 21-23は石皿、 24は石棒

である。実測したもの以外には、打製石斧90点、磨製石斧3点、磨石類6点、多孔石1点、石皿4点などがある。

第4節土偶(PL-60) 
25・26は出っ尻土偶で、ある。 25は腰~脚部、 26は胸部~脚部にかけての部分で、正面腹部に正中線や対称弧刻

文、側腹部及び脚部に渦巻文や三叉文など沈線による文様が施されており、井戸尻式期に比定されよう。 25は頭

部と脚付根部に分割塊面と木芯痕、 26は頚部に木芯痕がそれぞれ見られる。 26は、藤巻一心氏から借用した資料

である。
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第V章分析

第1節 原町農業高校遺跡出土の石器整理報告

株式会社アルカ 角張淳一

第1項資料の選択と資料体の作成

石器はあらかじめ観察し、必要な石器の種類と数量を選択しておいた。その資料について製作に関する属性を抽

出し、属性表を作成し、資料体を形成した。

なお、剥離技術の力学的理解と記述方法は「石器研究の展望J(角張淳一 2002.5 r利根川J23号 利根川同人)
を参考にした。その他の記述の方法や計測値は『石器研究法.1(竹岡俊樹著 言叢社 1989)に準じた。

第2項資料体の概要

(1)石鍛・石錐・掻器(表V-1) 

小形剥片石器の定型石器として、石鎌・石錐・掻器がある。これらの資料体は21点で、石鍛19点、石錐1点、
掻器2点である。

この資料体の加工は押圧剥離で形成され、ハードハンマーの押圧剥離(HP)、ソフトハンマーの押圧剥離(SP)が

ある。特にハンマーの径が小さく、圧縮の力が打点付近に大きな負荷となるハンマーには IllJをハンマーの前に
付けた。 IIIHPJは径の細いハードハンマーの押圧剥離、 IIISP Jは径の細いソフトハンマーである。

ハンマーの種類を決める属性として、「剥離の開始部J、「剥離の形状」、「剥離幅」の3つの属性を記述し、それ
を判断の基準とした。

剥離の開始部は、「コーンタイプ」、「曲げタイプ」、「クサピタイプ」の3種類があり、それぞれ剥離を生ずる応

力の種類に対応している。詳細は参考文献をご覧いただきたい。

また打点の付近にのみハードハンマーの特徴が現れる剥離面をS'とした。通常のソフトハンマーはハンマーの

変形が大きく、コーンが発達しないのと同時に剥離面が器体の奥に伸び、稜線が滑らかになる。 s・としたものは、
コーンが発達して、剥離面が伸び、なおかつ稜線の未発達(滑らか)な剥離面である。

次にスラッシュ記号は、剥離面の角度を示している。押圧剥離は通常薄く剥がれるため、その剥離角はほとんど

問題にされないが、急角度の面に押圧剥離を施す場合や、押圧剥離で刃潰しを行う場合などは急角度の剥離面にな

る。その場合を 1/急角度」とした。

(2)石匙(表V-2) 

石匙は4点出土した。この石匙は小形の剥片石器に限定しており、打製石斧と同じ石材で作られる大形の摘み付

きの削器は、「粗製石匙」として打製石斧類の属性表に記載した。

石匙は摘みの加工、刃部加工、成形加工の3種類の加工から成る。それぞれの剥離面の特徴を石鎌と同じように
記し、その上でハンマーの種類を決定した。

(3)その他の剥片石器(表V-3) 

26点の属性をとった。間接打撃の剥片、直接打撃の剥片、両極剥離の剥片と石核が主である。これらは主要剥

離面の剥離の開始部とともに「打面」属性に特徴が現れる。そこで、「打面形態」、「打面厚」を属性に加えた。こ

れらの石器には二次加工はほとんどない。

また石核の作業面を記述するのに、剥片の背面の構成を4種類の記号にした。それらは以下である。

1 ;剥離軸と同方向、 2;剥離軸と対向方向、 3;剥離軸に対して斜め方向、 N;自然面

剥片の背面方向は、上記の組み合わせで記述できる。
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V -1 属性表1 石鎌・石錘・掻器

器種 遺構 院l版番号 遺
物 似産地

推定疎地 残存率 イi材 Inl 1: 剥離形状
由l離の

申l離脱 長さ 恥1 1'/み 末端 #.材形態 J可 見
lI't号 分析帯号 IlH始部

干l鍍 l略穴 PL-35-1 2 11INK-l 諏訪 JI~_ヶ合併 .;.:;形来製品 :，1.¥11耐イl HP I1般状 コーン 5.0 27.2 17.6 5.3 フェザー IiII按打喉剥円 IJII工はJJ;剖lと先端。打IfiiJl/.2.62ミリ。

石鍛 5f1 PL-35-2 25 HNK-ll 諏訪足ヶ台f，'(' :主形 :，1.¥附イ1 nHP HI段状 コーン・仲け 2.5 18.5 14.2 3.4 フェザー (阿械組問)

正i鎌 51" PL-35-3 32 HNK-12 諏訪星ヶfl俳 完形 :.1.¥附IHi n5'p 組事1I コーン 1.1 21.6 15.4 2.0 フェザー 不IYI 滑らかで微調11な事IllbilU離。工兵'"先端の尖るソフトハンマーの可能刊がある。

u儀 5H PL-35-4 78 lINK-13 和lU鷹11181 'n:;J話 :.I.¥II/du n5'P 桂子'I コーン・昨け 2.2 17.8 12.3 2.2 フェザー イミIVI

石鍛 51!' PL-35-5 128 lINK-14 諏r占星ヶfl昨 1¥'脚欠 !日附イi n5'P やや桂子'I コーン・IlIlIf 2.6 15.3 11.9 3.6 7ェザー ィ、叩l

石鍛 5t1 PL-35-6 127 HNK-15 諏訪星ヶfi昨 J~形未製品 ~H附.f ï HP tl般状・急角度 コーン・砕け 4.0 22.7 17.4 4.6 フェザー j-j桜剥J'， 素材はやや!刷、捻れた組H'，。おそらく刷版剥J'，'素材。加工IHJirtLlJIITに近い。

イf鉱 5H PL-35-7 202 lINK-17 諏訪mヶf~l，中 ';r:.形未製品 :，I.¥1I1iIイ1 HP u般状・急角度 コーン・昨け 4.3 23.4 14.8 4.1 フェザー l山Hliイ Î?'~ 楽耐は;1{材の人;きな才、ガiITiで桜われているけ

干[鍛 5H PL-35-8 201 HNK-16 和111鷹111M うじ形未製品 :，1.¥附イ1 lIP HI&状・急角度 コーン・俳け 2.9 18.8 14.7 4.1 7ェザー ィ、IYI

.fi犠 5H PL-35-9 198 HNK-18 諏訪niヶfr群 完形未製品 :.I.\I~Mi HP Jþ' ~11 コーン・f咋け 2.4 20.3 17.0 4.8 フェザー ;，!IJI¥' 

{.i鍍 G-8 PL-35-1O 15 HNK-2 諏訪星ヶ台81 完形 .'H II/!~イ: nHP n段状 コーン 2.7 24.2 16.2 4.0 フェザー

イ1鍛 I-lO PL-35-11 32 なし なし 先端とJt脚倣欠 Hi; nSP 帳 ~II IlIlIf 1.8 23.7 14.8 2.8 フェザー ~~lfIiに;1{材の l一焼却前j離 IfIiを残すη

.fi鍛 1-10 PL-35-12 3:1 lINK-38 諏OIi星ヶfi昨 1¥脚欠 ，'，I，¥R/dイ1 n5'P やや4直列 コーン 1.7 22.3 12.0 2.5 フェザー 1;IVI 滑らかな~IIII:剥厳

石鉱 L-IO PL-35-13 40 HNK-3 諏訪星ヶfift宇 1止部欠 .IJ.¥地行 nHP tl>l~~此・鋸歯縁 コーン・仲け 2.6 20.7 8.9 3.8 フェザー

石鍛 N-lO PL-35-14 .)3 lINK-1O 諏訪主1ヶfi昨 脚部のみ n¥llll!:(I n5Pと研If'i やや，¥t.列 Ilhげ 2.0 15.3 24.8 1.9 フェザー イ;IVI 事11型文 U.十に1'1'う内部}再製石鍬。附1(li(l仰向。

fi鍛 Y-15 PL-35-15 55 IINK-40 手111111躍111併 完形ヰと製品 ，1.1.¥11/11イ1 nHP JI般状 コーン・砕け 3.3 18.4 15.0 4.4 フェザー IliJiW，MI¥ 衣:llに [1 縮の )Jで形成されたクサピ引イ i?'~の剥雌痕がみらえる{脚をIJ!る j(Oi奇形態ぃ

:u鑑 Y-15 PL-35-16 53 HNK-39 諏訪坐ヶ合併 完形未製品 !日l胤イl n5'P Ih投状 コーン・r.t.け 2.9 16.1 10.3 3.1 フェザー l叫桜イi協 板小If，の州wを主材に、{j銭円事1111凶l艇がなされているc
:0銭 Y-15 PL-35-17 56 lINK-41 諏訪星ヶ台併 完形未製品 :.I.¥HMィi HP H殺状 コーン・砕け 4.7 26.0 14.3 5.7 フェザー 小傑 素材は自然組l離の剥H-。抑圧剥離は制I};で相i雑v

{i盟主 衣探 PL-35-18 5 IlINK-45 諏訪W.ヶfl併 J¥脚欠 ，'.I，¥U耐イi nHP H般状 コーン・砕け 2.0 14.1 13.5 2.1 7ェザー

ES 1i鍬 5H PL-35-19 196 lINK-9 諏訪星ヶTi附 ';{:.Jfj !.I.¥I糊<1 HP/:';'.I'JJl!: H般状.t"，角度 コーン・r.tけ 4.1 27.9 12.8 6.8 フェザー 州特qi?'~ #.材の )I，j.tlこ .~'.frJJ立のHPの 11111

強器 5H: PL-35-20 200 lINK-20 和田鷹山昨 :'t形 !H附li 不明 H般状・急角度 コーン・砕け 3.6 24.8 22.0 8.9 フェザー 剥1'， 損器の}HIHこ不明瞭な光沢。刃吊lはIJIIIではなく刃こぼれの可能tlあり。

掻器断片 5H PL-35-21 199 lINK-19 和田腐山昨 断片 !日日明イf HP/;ll，¥!'Jll!: JI般状・急角度 コーン・6判f 2.0 17.5 13.4 6.3 フェザー 剥1¥ 掻器断J'，'。顕微鏡観察では刃部に仙川被なし。

V -2 属性表2 石匙

時級 遺情 |認l版昨日ー 遺物
版。T地 推定

残存率 イi材 摘み加 l ~IJ雌 Jf~状
明l雌の

iJ!IJ離申M M部加1: 司自l雛形状
，!IJ雌の

羽田l離申M 成IJII形l 剥雌形状
i!lJ離の

iJ!IJ離恥1 本端 長さ 申1M J'/..h 素材形態 所見
番号 帯廿 lhl産地 開始部 l剖胎部 |再l胎部

石匙 5{1 PL-35-22 204 なし なし 完形 県色'主111岩 SP n設状 曲If・コーン 4.6 SPi急角度 n殺状 IUIげ 7.23 SP H殺状 Ilhげ 4.24 フェザー 36.7 5.1.6 10.9 横長剥片 幅広の間接打撃剥片が#.材か。

イイ匙 5住 I'L-35-23 111 なし なし 完形 .'，1.¥色安山岩 nHP H般状 コーン .1.68 HPI鋸向 H役状 コーン 3.3 111 H段状 コーン 18.34 スァyプ 48.0 56.8 9.1 横長剥1¥ 成 W~IJII工はパルプの除去だけのIJIIC

{，匙 5H PL-35-24 203 なし なし 完形 1，1.¥色安111" HP }Ji世し状 S宇It 1;幣 なし なし なL なし なし なし なし なし なし 53.5 64.7 8.6 裂片 IJIII:は摘みだけ。議材はUI辿イ1斧加工の裂円。

:u匙 5住 PL-35-25 71 HNK-7 jlk)E不可 完形 ，'，I，¥吋1イj HPI刃潰し Hi投状 砕け 3.28 HP Hi此状 仲け 3.34 HI Hi波状 コーン・砕け 7.94 ステップ 46.5 2日日 5.9 自然傑 来材は自然剥離の小梯

{j匙 249土坑 PL-35-26 17 なし なし 完形 H干; 折れIfIi 適用外 適川外 適HI外 51' 貝殻状 曲げ 2.81 "lljli 適m外 適lfI外 適111外 適用外 58.0 38.7 1，1.3 日D剥J¥' メ~;部に使1Il!匝光沢布り。



V-3 属性表3 その他の剥片石器

ω

。1

器種 遺構 図版番号
遺物 1凪産地

推定産地 残存率 石材 打而11/. H而形態
素材 i!lJ離の

背面構成 刃部加l工 剥離形状
組j離の

剥離幅
成形
剥離形状

剥離の
剥離悩 末端 長き 幅 1早み 素材形態 所見

番号 番号 剥離技術 開始部 開始郎 加工 開始部

両桜石器 5住 PL-35-27 PIT5 HNK-35 諏訪J量ヶ台群 完形 黒曜石 なし 小打而 HvD!両 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 21.1 19.7 7.7 

阿梅石lr. 51土 PL-35-28 a HNK-27 諏訪星ヶ台群 完形 黒附石 なL 小打面 HvD!両 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なL なし 22.6 13.1 7.3 

両極右器 5住 PL-35-29 b HNK-28 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 なし 小打面 HvD!i両 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なし なL 15.3 24.3 6.4 

両極石器 5住 PL-35-30 C HNK-29 重喜干十冷山群 完11> 黒日程石 なし 小打面 HvD!~"j クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 20.3 21.2 10.8 

l岨短石器 5住 PL-35-31 d HNK-30 相l回鷹山群 完形 黒曜石 なし 小打I困 HvD!i可 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 30.6 22.0 7.0 

削板石器 B-6 PL-35-32 緑I HNK-42 諏訪星ヶ台群 完形 思昭石 なし 小打而 HvD!i両 クサピ 123 なし なし なし なL なし なし なし なし なし 19.7 21.1 7.4 

同級石器 3住 PL-35-33 青5 HNK-5 諏訪星ヶ台群 ~Æ~ 黒曜石 なL 小打面 HvD!阿 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 25.3 25.0 11.1 

陶板石穏 4住 PL-35-34 背2 HNK-6 諏訪星ヶ台群 完形 黒略石 なし 小打面 HvD!岡 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なL なし なし 33.9 24.9 8.5 

使用痕石器 5住 PL-36-35 なし HNK-58 神i宇品恩馳島群 完形 黒昭石 なし 加l工欠 不明 不明 1N なし なし なし なし なし なし なし なし なし 29.5 21.5 11.0 打面は折取か令

使用痕石器 21，茸 PL-36-36 2 HNK-4 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 なし 小打面 HvD!同 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なL なし なし 19.5 14.3 6.9 適用外 両板石器

剥片 PL-36-37 HNK-31 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 なL 小打而 なし なし なし なし なし なL なし なし 42.4 22.2 8.5 e HD コーン IN なし

剥片 PL-36-38 f HNK-32 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 なL 小打面 HD コーン IN なし なL なし なし なし なし なL なし なし 30.6 23.8 4.6 

剥Ji PL-36-39 E HNK-33 諏訪星ヶ台群 完形 黒昭石 なし 小打面 HD コーン 1 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 36.0 25.0 8.8 

剥片 5住 PL-36-40 間接4 HNK-24 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 6.3 切子 HI コーン 1N なし なし なし なL なし なし なし なし なし 41.6 22.8 8.0 

剥).¥. 5住 PL-36-41 間接5 HNK-25 和田鷹山群 完形 思昭石 4.32 白然 HI コーン IN なし なし なし なし なし なし なし なし なし 30.9 16.2 5.9 

剥)t 5住 PL-36-42 間接6 HNK-26 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 5.73 平坦 HI コーン 1 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 22.7 14.1 5.0 

剥片 5住 PL-36-43 間接3 HNK-23 諏訪星ヶ台群 完形 黒昭石 3.28 平坦 HI コーン 1 なし なし なし なL なL なL なし なし なし 20.7 19.4 3.6 

剥11 5住 PL-36-44 間接2 HNK-22 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 322 平坦 H1 コーン 1N なし なL なし なし なし なし なし なし なし 17.8 23.4 3.5 

両極剥片 5住 PL-36-45 197 HNK-36 諏訪足ヶ台群 完形 黒昭石 なし 小打面 HvD!岡 クサピ 123 なし なし なし なし なし なし なし なし なし 18.4 15.7 4.5 

両概朝j片 N-11 PL-36-46 緑46 HNK-43 推定不可 半分 黒昭石 加工欠 加工欠 不明 不明 不明 HP 貝殻状 コーン 2.6 なし なし なし なし なし 20.7 5.5 2.7 不明 棒状の抑圧剥磁石器

両極朝j片 Y-15 PL-36-47 54 HNK-44 諏訪星ヶ台群 完]巴 黒眼石 なし 小打面 HvD!i可 クサピ 123 なし なL なし なし なし なし なし なし なし 21.8 12.8 5.8 

石核 5住 PL-36-48 h HNK-34 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 16.24 平坦 HD コーン I なL なし なし なL なし なし なし なし なし 30.7 38.8 20.4 

石核 5住 PL-36-49 間接I HNK-21 諏訪星ヶ台群 完形 黒曜石 1.86 平坦 HI コーン 不明 なし なL なL なし なし なし なし なし なし 32.5 20.7 20.1 

原石 5住 PL-36-50 124 HNK-8 諏訪星ヶ台群 完形 黒昭石 なし なL なL なL なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし 46.7 42.3 27.5 

l且石 J-7 PL-36-51 緑37 HNK-37 諏訪星ヶ台群 。7じJI> 黒曜石 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし 49.8 35.5 16.6 

V-4 属性表4 打製石斧類

f.語種 遺構 関版番号
遺物
残存事 石材 刃部加工 剥隊形状

剥離の
剥離幅 成形加11] 剥離形状

剥般の
組l離幅 末端 長き 申話 以み 素材形態 }苛 5己番号 開始部 開始郎

打製石斧 5tt PL-37-52 9 'l合"制巾 砂岩 HD!垂rti H殻状 砕け・コーン 不盤 HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステップ 128.6 55.3 19.8 検長剥片

打製石斧 5住 PL-37-臼 77 'il:JI> ホルンフェルス なし なL なし なL HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステップ 106.7 50.3 21.2 被長剥片

打製石斧 5住 PL-37-54 61 完形 砂岩 なL なし なし なし HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステップ 105.4 48.0 15.8 横長剥片

打製石斧 5住 PL-37-55 29 完形 砂岩 HD!垂i(J: 貝殻状 砕け・コーン 不整 HD!垂直 貝殻状 量判T・コーン 不整 ステップ 115.1 62.8 16.6 横長剥片

打製石斧 51.主 PL-37-56 53 出五四巾 安山岩 なL なし なし なし HD!垂直 貝殻状 .t-け・コーン 不整 ステップ 135.5 55.2 20.5 椴長朝j片

打製石斧 5住 PL-37-57 135 完形 ホルン7エルス HD!毒性f 貝殻状 砕け・コーン 不盤 日D!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステップ 128.7 46.6 20.7 不明

打製石斧 5住 PL-37-58 165 完形 ホルンフェルス なし なし なし なし HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステ!ノプ 158.4 55.4 22.7 横長剥片 未使用の可能性あり。

打製石斧 5住 PL-37-59 133 完形 安山岩 HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 15 HD!垂直 貝綾状 砕け・コーン 不整 ステップ 134.9 56.2 24.3 椴長剥片 刃部の一部はHDの加工。刃部は J:ずれ痕と推定される摩耗がある。

打製石斧 5住 PL-37-60 107 完形 砂岩 なし なし なし なし HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステップ 122.6 49.7 15.9 横長朝l片 素材の裏而は一郎節理而。

打製1i斧 51.1' PL-37-61 125 完形 安山科 なし なし なし なし HD!垂直 貝殻状 砕け・コーン 不整 ステップ 118.4 50.7 15.8 楠l正剥片



むJ
トー

待相

打製石斧

打製{i斧

打製訂作

打製{i斧

H製石斧

打製1i1手

打製{i斧

打製石斧

打製イl斧

H製イ1斧

H製{i斧

打製1i斧

打製イ:梓Ji;材剥1¥

11製れ芹成形，11]1¥

組製干i匙

削掠

MR品

削指

削11:，

削船

削船

喋1m

傑お

J、ン'マー

栴製イ1斧

花尚{-;剥1¥

II:t純

特殊憎{j

熔行+敵イi

磨石+献石

磨石+磁石

磨石+蔽石

暁fi+自在Ii

無縁石llIl

石皿

無縁訂1m

石l旧

遺構

51'1 

511 

5tt 

5住

511 

511 

5H 

5t1 

511 

5H 

5t1 

51t 

511 

511 

5日

511 

511 

511 

5住

511 

5H 

511 

5H 

50 

511 

5H， 

地構

5H 

50 

51t 

5住

5住

5tt 

5住

5住

5伎

51!: 

I~I版帯り
遺物
残存中 fi材 万部加1:

番号

PL-37-62 166 完形 ホルンフェルス HDI垂直

PL-37-63 15 完形 砂す} HDI垂直

PL-37-64 116 完形 安山{:~ なし

PL-37-65 41 完形 ハンレイ岩 HDI垂直

PL-37-66 4 完形 *ルンフェルス なし

PL-37-67 161 完形 ホルンフェルス HDI長rli

PL-38-68 162 完!日 砂t:' なし

1'L-38-69 163 記形 砂岩 HD 

1'L-38-70 24 )(;1陪 砂宅} なし

1'L-:l8-71 8 プ己!陪 fψF} なし

PL-38-73 74 完形 砂岩 欠m
1'L-38-74 136 半分 ホルンフェルス 不明

PL-38-82 12 完Jf， 砂{; なし

PL-38-83 3宮 完形 安山l;' なし

PL-38-84 106 完形 頁岩 HPI鋸歯

1'L-38-88 140 完形 砂告 HP!鋸f骨

1'L-38-91 161}J部の郎 砂Ff H1'/.出附

1'L-38ω92 174 完形 砂I:i HIJとHl!錯繭

1'L-38-93 131 完形 砂利 HP/鋸歯

I'L-38-94 14 うと形 砂利 』直刃

1'L-38-95 42 完形 ホルンフェルス 日]/鋸曲i

1'L-38-98 48 記形 砂岩 HDとHl!鋸歯

1'L-38-99 23 完形 砂岩 H]) 

PL-41-116 57 :記形 砂利 なし

1'L-41-117 190 基部依tu 緑色凝!火ii 研磨

1'L-41-121 85 完形 iE閥抗 なL

図版番号
遺物
IW事 イl材 !JII工

番号

PL-42-122 189 ~"é形 安JLlV-} なし

1'1.-42-123 118 完形 安山ii なし

PL-42-124 56 完形 安山 ~i なL

1'L-42-125 73 完形 安山岩 なし

P1.-42-126 31 7己形 安山岩 なし

1'1.-42-127 58 完形 安山岩 なし

I'L-45-150 59 完m 安山岩 なし

I'L-45-151 66 断片 斑岩? なし

PL-45-152 64 断片 安山岩 なし

PL-45-153 65 断片 官(1IJ{( イ;1りl

司自j離形状
剥離の

剥剛t申M I&:形加 I 剥雛形状
~II般の

剥離脱 +'端 l毛さ 申Id "/.;" 素材形態 ?計 は
開始部 |間的部

貝殻状 時け・コーン イ4牧 HDI垂直 貝殻状 砕け・コ ン 不整 ステップ 129.4 62.0 17.7 横長剥)¥・

Hi段状 砕け・コーン 不戦 IID/jfqi( 貝殻状 r.'t>け・コーン 不繋 ステ yプ 127.9 ω9 23.6 納長剥Jt

なし >l:t.. なし HDI量的 貝役状 砕け・コ ン 不整 ステ yプ 135.4 65.6 18.0 納長刈n.

貝殻状 砕け・コーン 司、軽 HD/.]i;i白 貝殻状 昨け・コーン 不整 ステ yブ 115.9 53.7 10.4 繍長剥，~.

なし なし なL HD/if~i!( 只設状 砕け・コ ン 不幣 ステ yプ 136.3 60.2 25.9 繍~~剥Ii

H般状 仰け・コーン ィ、映 IIIJ/歌山 Jl位状 r.t.け・コーン ィ、幣 ステッブ 111.0 47.6 18.6 柑'i}七同111'，

なし なし なし IIIJI!lr!J: 只殻状 目仰す・コ ン イ;j生 ステ yプ 118.9 52.7 17.9 柑U~場111'， 側辺の加←lは、素材HIM部を"11折ってからIIDI垂直でJJIU:。

不整 砕けコーン 司、幣 HD 貝殻状 砕け・コーン ィ、鞍 フェザーステップ 10.2 56.5 14.7 横l毛利1¥

なし なし なし H DOf¥ 11， n役状 昨け・コーン ィ、幣 ステ yプ 119.4 61.6 20.1 械l長剥)'，

なし なし なし IIIJ/If¥jl( HI殻状 砕け目コーン 不幣 ステソプ 119.6 74.4 26.2 撒1<剥)¥ 側辺の加1:は、素材れ 1M郎を"IJtJiってからHD/1T¥II(で)JUI:"

欠m 欠如 欠fU HIJ/if¥il(と畝打 不整 砕け・コーン ィ、技 フェザースアップ 114.8 52.8 25.1 Iii't1<剥n-

不19J 不叩l イミ191 イ司91 ィ、明 イ;191 不19J イ;19J 89.9 46.9 20.5 ィ、叩l l則。11.il!が折れた打製石斧

なし なL なし なL なし なし なし なし 125.8 56.0 4l.i 摘lh!IJI¥ 怖円擦を3つに分割した真ん中町剥I¥"，ややりめだが.加IーされるII(liijQJH盟イ1斧素材

なし なし なし なし なし なし なし なし 57.1 30.3 6.4 適川外 打製イ1斧の成形剥円。

貝殻状 コーン・砕け 5.19 HDI垂直と蔽打 不整 ~tけ・コーン 不蛙 ステァプ 112.8 51.3 17.2 をV¥ 大形コアを両板剥離で割ったときに'1'.じた裂片を素材にする。

只設状 E判t.コーン 4 11]) 貝殻状 コーン・IlIilf 20.52 ステァプ 39.8 120.1 12.5 繍l生剥Ii 鉛I判縁の刃部をもっ削器

JU1~主 砕け・コーシ 4.5 11])1 ‘I'II!とHDI メViJ~L 中話jム 1111げ 40 フェザーステップ 62.9 ，10.6 8.1 償l長剥Ii 楠Il剥1¥のi要剥離iM聞にHI'据曲で刃却を形成、主材の打mi間liIlD，'I')I!とIID/}Jifiして・加[.

貝殻状 砕け・コーン 14.24 HD 貝殻状 砕け・コー〆 ィ、監 ステ yプ 93.6 58.4 8.6 柑H毛剥J'(H])で側辺を二角に成形。三角的底辺をHDでi!'くし、Hl!鋭的で刃部形成。

只般状 砕け・コーン 4.87 HDと1111折 不整 砕け・コー〆 耳、幣 7ェザー・スアップ 80.6 107.0 18.0 縦長剥}¥， 縦長剥)¥の打耐をIIlltJ刊成形。素材のt:端i且にH1'I鎖的でjJ部を形成。

なし なし なし 1111折 適JII外 迎JJJ外 適川外 迎川外 125.6 88.9 18.8 際端Ii 線地Iiーの末端をjJ1取り成形{】側辺の2品、辺をメJ郎にする。止;材の打imは無打ifii。

n般状 コーン 9.17 なし なし なし なし なし 65.3 74.3 9.2 機端1'，

貝般状 コン'III/lf32 IIlltJ1 適用外 IlIilf 適m外 フェザ 91.0 94.0 2旧2HD，.III; 袋l削は主要剥離iui

ィ、整 コーン・砕け 不軍需 11]) 不整 砕け・コー〆 不幣 フェザー・ステップ 74.6 91.2 53.1 傑 傑1¥をHDで加1.[して刃部を形成

なし なし なL なし なし なし なし なL 154.1 48.2 32.3 線状際 'RII(打唱喜朗のハン7ーストーン

適用外 適用外 通JJJ外 畝H，(oJtJff 適用外 通111外 適111外 i直JJJ外 157.0 49.5 35，0 イ;191 被熱資料

なし なL なし なL なし なL なし なし 91.01 92.8 22.3 楠i長剥Ii 1:1mのi昆和剤。巣而に11'11)面あり。

V-5 属性表5 礎石器

議材形態 I軒 見

扇'1'格門機 帽の狭い細長い側辺を機能部としている

柿1'1傑 表誕と端部に敵打根、風化が激しく府1mイ、明服

術川傑 小形、表裏に舷H鋭、被熱

桁I可傑 表裏に敵打4在、風化が激しく謄而不明瞭

柿IY隙 表裏側而に敵打痕、風化が激しくI向ihi不明瞭

桁i'1碑1 表面にI軒ITIIと蹴打夜、左側と端部に航打娘、風化が激しくl向I面不明瞭

刷、1'1自川傑 被熱顕t，'，肝i自I市sは灰色に変色、わずかに隙打jf.!がある。

隙 被熱、表裏に摩耗、表面にわずかに敵打痕

lill、l'傑 表面に桝iMがある。

際 表iMに府iMと敵打jf.!、縁付きのイillllの"1能性がある。



(4)打製石斧類(表V-4) 

ここに記述したのは、安山岩・砂岩・ホルンフェルスなどの粗質の石材で製作された、やや大形の刃器である。

長い両側辺に成形加工をなし、短辺の一端を刃部とする打製石斧、薄い剥片の側辺に鋸歯状の押圧剥離(HP/鋸歯)

で刃部を形成する削器類、打製石斧と同じような厚みの素材に、削器の刃部を付け、さらに粗い摘みをつけた粗製

石匙などがある。これらは刃部加工、成形加工を中心に記述した。また素材形態が比較的残るので、それも記述し

た。なお、磨製石斧もこのなかに記述した。

(5)磨石・石皿(表V-5) 

これらは離をそのまま利用するか、敵打で成形して機能部をつくる大形石器である。加工に変異があるわけで、は

ないので、形態・大きさと使用痕の組み合わせで「器種Jの中にその特徴を含めて記述した。磨石は、素材礁の表
面を機能部とした石器。翫石は素材礁の表面、もしくは端部を機能部とした石器。特殊磨石は素材礁の狭く長い辺

を機能部にした石器。などである。

(6)使用痕

使用痕は掻器1点と石匙1点に観察できた。顕微鏡はキーエンス杜のデジタル顕微鏡を用い、 200倍~の高倍率

の観察で使用痕光沢を観察した。口絵7を参照。

第3J頁黒曜石の原産地分析

第V章第2節の望月明彦氏の「原町農業高校前遺跡出土の黒曜石産地推定結果」を参照。

第4J頁 黒曜石原産地と石器の総合所見

(1)資料体の選別と分析

今回記述したすべての黒曜石について原産地分析を試みた。また属性表を作成しなかった黒曜石で5住を中心に

住居祉の資料を加えた資料を追加し、合計75点の資料体を作成して原産地の分析を行った。

(2)所見

ここでは、石器群様相を述べよう。表V-6は遺構と原産地の集計表である。これをみると、各遺構・グリッド

に必ず出土しているのが星ヶ台群の黒曜石で、 74点中60点である。次に多いのは和田鷹山群で10点、次は萎科冷

山群2点、神津島恩馳島群1点である。

データの個数:推定産地 遺構

推定産地 1号竪穴 l地点 2溝 3住 4住 5住 6住 グリッド 注記なし 表採 総計
神津島恩馳島群 l l 
諏訪星ヶ台群 2 l 1 l 43 7 2 1 60 
推定不可 1 1 
和田鷹山群 8 I 1 10 
書草科冷山群 2 2 
総計 L_____!_ 2 I 1 1 I 1 I 54 I 9 3 1ーーー」ーー』 74 

V-6 遺構と原産地

ヮ“
内
《
U



こうして見ると、黒曜石には主要産地があることがわかる。また5号住居祉が54点出土であり、稀少原産地の

遺物を全て含んでいる。よって本資料では、この住居祉の石器を分析することが必要であることがわかる。

表V一7は原産地と器種の関係である。ここでわかることは、主要原産地の和田星ヶ台群に原石・石核・剥片・

石鍛が集中していることがわかる。このことは、主要原産地の黒曜石が遺跡内に持ち込まれ、石器の製作が一貫し

て行われたことを示している。興味深いのは、和田鷹山群には原石と石核が欠落しており、掻器が2点ともにこの

原産地の石材である。

データの個数:推定産地 器種

推定産地 原石 使用痕石器石核石錐 石鍛掻器掻器断片 一次加工剥片 剥片 両極石器 両極剥片 裂片 総計

神津島恩馳島群 1 l 

諏訪星ヶ台群 3 1 8 1 14 2 18 7 2 4 60 
推定不可 1 1 

和田鷹山群 3 I 1 4 10 

馨科冷山群 2 2 

(空白)

総計 3 2 8 1 17 1 1 2 22 11 2 4 74 

Y-7 黒曜石原産地と器種の関係

果たして星ヶ台と鷹山の黒曜石に差異があるのか、それを石鍛の二次加工で検定しようと試み集計したのが表V

-8である。この表にx二乗検定をかけると、危険率5%のとき検定値11.07で有為ではない。従って石鎌の加工と

原産地に区別はないことが言える。よって、黒曜石原産地の違いは、二次加工という次元ではなく、もっと別の要

因を考える必要がある。おそらく、妻科冷山群(2点)と神津島恩馳島(1点)も同じように、加工という要因ではな

く、別の要因であろう。

1 

HP/急角 不明 総計

15 
5 
20 

データの個数:推定産地

推定産地

諏訪星ヶ台群

和田鷹山群

総計

nSPと研度

1 
1 

1 
1 

2 1 

Y-8 石鍛の加工と原産地

石器の加工という次元とは別の要因として、黒曜石の流通を考えなければならないだろう。丁度勝坂式期~曽利

式期にかけて、武蔵野台地の恋ヶ窪東遺跡が参考になるだろう。石材組成・石器組成は本遺跡と同じで、剥片石器

は圧倒的に黒曜石である。ここでは和田峠星ヶ台と神津島思馳島の黒曜石が、数量的に半数となり、石核は神津島

の黒曜石である。本遺跡と恋ヶ窪東遺跡を結ぶと、 1:i黒曜石」という石材指向性、 2:流通ルートの多元性、 3:

地域ごとの主要産地の存在が浮かび上がる。今後は類例分析を積み重ね、どの立地にどのような黒曜石が、どれく

らい持ち込まれているかを明らかにする必要があるだろう。先史時代の交易を語るならば、このような分析が必要

である。

q
d
 

q
d
 



第2節 原町農業高校前遺跡出土の黒曜石製石器の産地推定

沼津工業高等専門学校望月明彦

分析法

試料にX線を照射すると、試料に含まれる元素ごとに違った波長(エネルギー)をもっ蛍光X線が発生する。発

生した蛍光X線の波長(エネルギー)から含まれている元素の種類がわかり、それぞれの元素の蛍光X線強度から

元素組成を知ることができる。これが蛍光X線分析の簡単な原理である。試料をまったく損傷せずに分析でき、迅

速に分析ができることが最大の特長である。分析装置にはセイコーインスツルメンツ社のSEA-2110L蛍光X線分

析装置を用いた。

測定条件は以下のとおりである。

印加電圧:50kV 印加電流:産地原石 17μA 遺跡出土試料 自動設定

雰囲気:真空 測定時間:産地原石500sec 遺跡出土試料 240sec 照射径:10mm 

分析試料

産地原石:北海道から九州

まで主な産地の原石はほとん

ど分析されている。ここでは、

東日本の産地について示す。

図V-gは黒曜石産地の位置、

表V-10はそれらの産地名、

判別群、分析数などを示す。

遺跡出土試料:山梨県埋蔵

文化財センターによって行わ

れた原町農業高校前遺跡発掘

調査で出土した黒曜石製石器

である。

産地推定法

蛍光X線分析による産地推

定法では、あらかじめ産地か

ら採取した原石を分析してお

き、産地原石によるデータ

ベースを作成しておく。同様

に遺跡出土試料を分析し、原

石の地データベースと比較し

て産地を推定する。

(1)24 
P 

-黒曜石産地

V-g 東日本の黒曜石産地

推定法としては図を用いて推定を行う判別図法と多変量解析法である判別分析の二つの方法を用いた。これらの

方法で用いた指標は以下のとおりである。

各元素の蛍光X隷強度から次のような産地推定のための指標を計算する。

A=(Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度)とした時、

Rb分率=Rb強度x100/A Sr分率=Sr強度x100/A Zr分率=Zr強度xlOO/A 

Mn強度xlOO/Fe強度 log(Fe強度/K強度)

-34-



都道府県 地図No. エリア 新判別群 旧判別群 新記号 18言E号・ 原石採取地(分析数)

1 白滝
八号沢群 STHG 幌赤加石山山頂(19)、八号沢露頭(31)、八号沢(79)、黒畷の沢(6)、
黒曜の沢群 STKY 林道(4)

2 上士幌 股群 KSMM 十ノ沢(16)

3 置戸 安住群 ODAZ 安住(25)、清水ノ沢(9)

北海道 4 旭川
高砂台群 AKTS 

春光台群 AKSK 
高砂台(6)、雨紛台(5)、春光台(5)

5 名寄 布川群 NYHK 布川(10)

6 新十津川 須田群 STSD 須田(6)

7 赤井川 曲川群 AIMK 曲川 (25)、土木川(15)

8 豊浦 豊泉群 TUTI 豊泉(16)

青森
9 木造 出来島群 KDDK 出来鳥海岸(34)

10 深i甫 八森山群 HUHM 人森山公園(8)、六角沢(8)、岡崎浜(40)

秋田 11 男鹿
金ヶ崎群 OGKS 金ヶ崎温泉(37)、脇本海岸(98)

脇本群 OGWM 脇本海岸(16)

山形 12 羽黒
月山群 HGGS 月山荘前(30)、朝日町田代沢(18)、櫛引町中沢(18)

今野川群 HGIN 今野川 (9)、大網川 (5)

新潟
13 新i宰 金i掌群 NTKT 金津(29)

14 新発田 板山群 SBIY 板山牧場(40)

栃木 15 高原山
甘湯沢群 高原山I群 THAY TKH1 甘湯沢(50)、桜沢(20)

七尋沢群 高原山2群 THNH TKH2 七尋沢(9)、自然の家(9)

鷹山群 和田峠1群 WDTY WDT1 

小深沢群 和田峠2群 WDKB WDT2 

土屋橋北群 和田時3群 WDTK WDT3 
鷹山(53)、小深沢(54)、東餅屋(36)、芙蓉ライト(87)、古峠(50)、

16 和田 (WD) 土屋橋西群 和田峠4群 WDTN WDT4 

土屋橋南群 和田峠5群 WDTM WDT5 
土屋橋北(83)、土屋橋西(29)、土屋橋南(68)、丁字御領(18)

芙蓉ライト群 WDHY 

古峠群 WDHT 

長野
ブドウ沢群 男女倉I群 WOBD OMG1 

ブドウ沢(36)、プドウ沢右岸(18)、牧ヶ沢上(33)、牧ヶ沢下(36)、
和田 (WO) 牧ヶ沢群 男女倉2群 WOMS OMG2 

高松沢群 男女倉3群 WOTM OMG3 
高松沢(40)

17 諏訪 星ヶ台群 霧ヶ峰系 SWHD KRM 星星ヶ塔台B第(11鉱1)区、水(36月)、星ヶ(3塔6)第、2鉱区(36)、星ヶ台A(36)、ヶ 霊園( 水月公園(13)、星ヶ塔のりこし(36)

冷山群 事草科系 TSTY TTS 
冷ヶ山岳(373()1、7麦草八峠ヶ岳(396)(、麦)、草峠東己池(33)、渋ノ湯(29)、美し森(4)、
八 )、 18、双子 (34) 

18 事草科
双子山群 TSHG 双子池(26)

揺鉢山群 TSSB 播鉢山 (31)、亀甲池(8)

19 芦ノ湯群 芦ノ湯 HNAY 芦ノ湯(34)

神奈川
畑宿群 畑宿 HNHJ ASY 畑宿(71)

20 
箱根 黒岩橋群 箱根系A群 HNKI HTJ 黒岩橋(9)

鍛冶屋群 鍛冶屋 HNKJ HKNA 鍛冶屋(30)
21 

上多賀群 上多賀 HNKT KJY 上多賀(18)
静岡

22 天減 柏峠群 柏峠 AGKT KMT 柏峠(80)

東京 神津島
恩馳島群 神津島l群 KZOB KSW 恩馳島(100)、長浜(43)、沢尻湾(8)

23 砂糠崎群 神津島2群 KZSN KOZ1 砂糠崎(40)、長浜(5)

久見群 OKHM KOZ2 久見パーライト中(30)、久見採掘現場(18)

島根 24 隠岐 箕浦群 OKMU 箕浦海岸(30)、加茂(19)、岸浜(35)

岬群 OKMT 岬地区(16)

その他 NK群 NK 中ッ原1G、5G(遺跡試料)、原石産地は未発見

V -10 判別図に用いた産地原石判別群 (SEA-2110L蛍光X線分析装置による)

判別図法ではZr分率を除く指標をプロットしてグラフ化する。口絵の図で淡色の記号は産地原石を示し、赤色

の.は原町農業高校前遺跡出土の黒曜石を示す。口絵8下表は横軸にRb分率、縦軸にMn強度xlOO/Fe強度をプ

ロットした図である。口絵8上表は横軸にSr分率、縦軸にlog(Fe強度/K強度)をプロットした図からなる。.が

プロットされたところの原石群がその試料の推定産地となる。

判別分析では、前述のすべての指標を用いる。判別図法で産地を推定する時は、遺跡出土試料のプロットと最も

近い所にプロットされる産地をその試料の産地と判別する。言い換えれば、試料と各産地群の中心との距離を比較

して、その距離がもっとも短い産地をその試料の産地としている。判別図法の場合には、縦軸と横軸だけの2次元

であるが、数学的には3次元以上でも距離を計算することが可能である。判別分析では遺跡出土の各試料毎に各産

地との距離(マハラノピス距離と呼ばれる)を計算する。試料との距離がもっとも小さい産地がその試料の産地であ

る、と推定される。また、それぞれの産地とのマハラノピス距離から、試料が各産地に属する確率も計算される。

確率が1に近いほど信頼性が高い推定である、といえる。

判別図法と判別分析との結果は非常に一致度が高いが、和田鷹山群と和田小深沢群など元々類似した群の場合に

は異なる結果となる場合もある。このような場合は判別分析の結果を採用している。
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産地推定結果

口絵8上表、 8下表中の.は原町農業高校前遺跡から出土した各試料のプロットである。これらのプロットを淡

色で示した記号と比較することにより、分析した75点のうち 73点の産地が推定可能であった。

分析試料は前述のとおり長野県以外の黒曜石産地の可能性が高いとされた試料であるが、 19点が長野産の黒曜

石であった。内訳は和田エリア10点(すべて鷹山群)、諏訪エリア60点で、馨科エリアの黒曜石はわずかに2点で

あった。長野県以外の産地では、神津島の黒曜石が1点(HNK-58)含まれていた。

個々の試料の産地推定結果は以下のとおりである。

判 8U 分 祈
研究室 遺物 判別図

第 2候補産地分析番号 遺構 図版番号
番号

推定産地 器種属性 第 I候補産地
通し番号 判別群

判別群 距離 確率 判別群 距離 確率

MK02-4646 HNK-l l竪穴 PL-35-1 2 諏訪星ヶ台群 石鎌 SWHD SWHD 1.9 1 SBIY 90.59 。
MK02-4ω7 HNK-2 G-8 PL-35-10 15 諏訪星ヶ台群 石鎌 SWHD SWHD 2.2 l SBIY 86.25 。
MK02-4648 HNK-3 L-1O PL-35-13 40 諏訪星ヶ台群 石鎌 SWHD SWHD 2.46 SBIY 112.98 。
MK02-4649 HNK-4 2溝 PL-36-36 2 諏訪星ヶ台群 使用痕石器 SWHD SWHD 0.54 l SBIY 81.91 。
MK02-4650 HNK-5 3住 PL-35-33 背5 諏訪星ヶ台群 両極右器 SWHD SWHD 11.11 1 SBIY 68.13 。
MK02-4651 HNK-6 4住 PL-35-34 青2 諏訪星ヶ台群 両極石器 SWHD SWHD 14.02 1 SBIY 105.61 。
MK02-4652 HNK-7 5住 PL-35-25 7 推定不可 石匙 推定不可 推:定fl'可 推定不可

MK02-4653 HNK-8 5住 PL-36-50 124 諏訪星ヶ台群 原石 SWHD SWHD 4.03 1 WDTN 98.34 。
MK02-4654 HNK-9 5住 PL-35-19 196 諏訪星ヶ台群 石錐 SWHD SWHD 7.08 I SBIY 90.83 。
MK02-4655 HNK-1O N-I0 PL-35-14 43 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 21.09 l SBIY 78.65 。
MK02-4656 HNK-11 5住 PL-35-2 25 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 1.04 SBIY 84.22 。
MK02-4657 HNK-12 5住 PL-35-3 32 諏訪星ヶ台群 石錐 SWHD SWHD 1.46 1 SBIY 103.32 。
MK02-4658 HNK-13 5住 PL-35-4 78 和田鷹山群 石鎌 WDTY WDTY 14.67 WDHY 33.54 。
MK02-4659 HNK-14 5住 PL-35-5 12泡 諏訪星ヶ台群 石鎌 SWHD SWHD 3.39 1 SBIY 90.18 。
MK02-4“。 HNK-15 5住 PL-35-6 127 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 2.74 1 SBIY 77.69 。
MK02-4661 HNK-16 5住 PL-35-8 201 和田鷹山群 石鍛 WDTY WDTY 8.02 l WDHY 38.26 。
MK02-4662 HNK-17 5住 PL-35-7 202 諏訪星ヶ台群 石畿 SWHD SWHD 10.97 1 WDTN 115.31 。
MK02-4663 HNK-18 5住 PL-35-9 198 諏訪星ヶ台群 石鎌 SWHD SWHD 6.37 1 WDTN 126.23 。
MK02-4664 HNK-19 5住 PL-35-21 199 和田鷹山群 掻器断片 WDTY WDTY 2.27 1 WDHY 25.27 。
MK02-4665 HNK-20 5住 PL-35-20 200 和田鷹山群 掻器 WDTY WDTY 3.02 1 WDKB 26.71 。
MK02-4666 HNK-21 5住 PL-36-49 間接1諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 10.12 1 WDTN 72.75 。
MK02-4667 HNK-22 5住 PL-36-44 間接2諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 4.45 1 SBIY 95.54 。
MK02-4668 HNK-23 5住 PL-36-43 間接3諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 14.31 1 SBIY 143.79 。
MK02-4669 HNK-24 5住 PL-36-40 間接4諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 8.76 1 SBIY 110.29 。|
MK02-4670 HNK-25 5住 PL-36-41 間接5和田鷹山群 剥片 WDTY WDTY 3.74 WDHY 26.18 。|
MK02-4671 HNK-26 5住 PL-36-42 間接6諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 1.08 I SBIY 99.91 。
MK02-4672 HNK-27 5住 PL-35-28 a 諏訪星ヶ台群 両極石器 SWHD SWHD 15.35 l SBIY 148.9 。
MK02-4673 HNK-28 5住 PL-35-29 b 諏訪星ヶ台群 両極石器 SWHD SWHD 9.7 1 SBIY 86.03 。
MK02-4674 HNK-29 5住 PL-35-30 c 書草科冷山群 両極石器 TSTY TSTY 14.19 1 TSHG 68.23 。
MK02-4675 HNK-30 5住 PL-35-31 d 和田鷹山群 両極石器 WDTY WDTY 4.62 0.9995 WDHY 17.59 5E-04 

MK02-4676 HNK-31 5住 PL-36-37 e 諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 4.53 SBIY 84.17 。
MK02-4677 HNK-32 5住 PL-36-38 f 諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 3.16 SBIY 85.79 。
MK02-4678 HNK-33 5住 PL-36-39 E 諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 13.47 I SBIY 93.52 。
MK02-4679 HNK-34 5住 PL-36-48 h 諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 7.41 1 SBIY 85.3 。
MK02-4ωo HNK-35 5住 PL-35-27 PIT5 諏訪星ヶ台群 両極石器 SWHD SWHD 6.39 1 SBIY 86.88 。
MK02-4681 HNK-36 5住 PL-36-45 197 諏訪星ヶ台群 両極剥片 SWHD SWHD 7.75 1 SBIY 11828 。
MK02-4682 HNK-37 J-7 PL-36-51 緑37 諏訪星ヶ台群 原石 SWHD SWHD 6.65 1 SBIY 89.43 。
MK02-4683 HNK-38 1-10 PL-35-12 33 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 9.68 1 WDTN 91.98 。
MK02-4684 HNK-39 Y-15 PL-35-16 53 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 5.02 1 SBIY 73.8 。

V-11-1 原町農業高校前遺跡出土黒曜石製石器の産地推定結果
判別図法・判別分析からの最終推定結果
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研究室 遺物 判別図
判 )JU 分 析

通し番号
分析番号 遺構 図版番号 推定産地 器種属性 第 I候補産地 第 2候補産地

番号 判別群
判別群 距離 確率 判別群 距離 確率

MK02-4685 HNK-40 Y-15 PL-35-15 55 和田鳩山群 石鍛 WDTY WDTY 4.91 I WDHY 35.46 。
MK02-4俗6 HNK-41 Y-15 PL-35-17 56 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 14.82 I SBIY 131.2 。
MK02-4687 HNK-42 B-6 PL-35-32 緑 I 諏訪星ヶ台群 両極石器 SWHD SWHD 8.06 1 SBIY 110.49 。
MK02-4ω8 HNK-43 N-11 PL-36-46 緑46 推定不可 両極石器 推定不可 推定不可 推定不可

MK02-4689 HNK-44 Y-15 PL-36-47 54 諏訪星ヶ台群 両極剥片 SWHD SWHD 12.64 1 WDTN 111.61 。
MK02-4690 HNK-45 表採 PL-35-18 5 諏訪星ヶ台群 石鍛 SWHD SWHD 3.64 1 SBIY 64.18 。
MK02-4691 HNK-46 。諏訪星ヶ台群 剥j片 SWHD SWHD 4.69 1 SBIY 79.64 。
MK02-4692 HNK-47 。諏訪星ヶ台群 品目j片 SWHD SWHD 4.18 1 SBIY 114.55 。
MK02-4693 HNK-48 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 9.39 I SBIY 76.31 。
MK02-4694 HNK-49 。諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 8.55 SBIY 63.55 。
MK02-4695 HNK-50 。諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 2.13 1 SBIY 80.62 。
MK02-4696 HNK-51 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 2.31 1 SBIY 1ω1.33 。
MK02-4697 HNK-52 。和田鳩山群 親j片 WDTY WDTY 7.73 0.9365 WDHY 10目68 0.064 

MK02-4698 HNK-53 。諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 2.18 I SBIY 95.58 。
MK02-4699 HNK-54 。事草科冷山群 両線石器 TSTY TSTY 4.58 l TSHG 38.77 。
MK02-4700 HNK-55 。和田勝1I1群 剥片 WDTY WDTY 6.06 1 WDKB 34.57 。
MK02-4701 HNK-56 。諏訪星ヶ台群 裂片 SWHD SWHD 18.48 l SBIY 72.7 。
MK02-4702 HNK-57 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 2.97 I WDTN 98.4 。
MK02-4703 HNK-58 。神津島恩馳島群 裂片・ KZOB KZOB 10.4 1 KZSN 91.85 。
MK02-4704 HNK-59 。諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 5.46 1 WDTN 92.72 

。
MK02-4705 HNK-60 。諏訪星ヶ台群 二次加工剥片 SWHD SWHD 2.73 1 SBIY 86.18 。
MK02-4706 HNK-61 。諏訪星ヶ台群 裂片 SWHD SWHD 1.2 1 SBIY 93.33 

。
MK02-4707 HNK-62 。諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 6.57 I WDTN 77.29 

。
MK02-4708 HNK-63 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 3.07 1 SBIY 100.22 

。
MK02-4709 HNK-64 。諏訪星ヶ台群 石核 SWHD SWHD 2 l SBIY 86.32 。
MK02-4710 HNK-65 。諏訪星ヶ台群 裂片 SWHD SWHD 6.27 WDTN 77.58 。
MK02-4711 HNK-66 。諏訪星ヶ台群 裂片 SWHD SWHD 7.56 l WDTN 92.09 。
MK02-4712 HNK-67 。諏訪星ヶ台群 剥]片 SWHD SWHD 3.23 1 SBIY 84.07 

。
MK02-4713 HNK-68 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 11.22 l WDTN 130.62 

。
MK02-4714 HNK-69 。諏訪星ヶ台群 両極石器 SWHD SWHD 7.1 1 SBIY 109.5 。
MK02-4715 HNK-70 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 17.77 l SBIY 105.98 

。
MK02-4716 HNK-71 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 3.38 I SBIY 97.99 

。
MK02-4717 HNK-72 。和問鷹山群 剥片 WDTY WDTY 2.12 1 WDKB 35.15 

。
MK02-4718 HNK-73 。諏訪星ヶ台群 原石 SWHD SWHD 7.43 l SBIY 82.76 

。
MK02-4719 HNK-74 。諏訪星ヶ台群 二次加工剥片 SWHD SWHD 3.95 SBIY 105.69 。
MK02-4720 HNK-75 。諏訪星ヶ台群 剥片 SWHD SWHD 11.13 WDTN 116.57 。

V-11-2 原町農業高校前遺跡出土黒曜石製石器の産地推定結果
判別図法・判別分析からの最終推定結果

上記表において、判別図判別群の列は判別図法による結果を示す。判別分析の候補1、候補2の列は判別分析に

よる推定産地の第1候補、第2候補を示す。また、距離1、距離2は個々の試料と候補1、候補2の産地間のマハラ

ノピス距離を、確率1、確率2は個々の試料が候補1、候補2の産地に属する確率を示す。本遺跡では判別図法と

判別分析の結果は一致している。
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第3節 原町農業高校前遺跡出土の炭化種実同定と樹種同定

第1項炭化物の同定

はじめに

パリノ・サーヴェイ株式会社

原町農業高校前遺跡は、八ヶ岳南麓の七里岩台地上に位置する。今回の発掘調査により、縄文時代、古墳時代、
平安時代の竪穴住居跡、土坑、溝などが検出されている。このうち、古墳時代の3号住居跡は火災住居跡であり、

住居構築材が良好な状態で出土している。

今回の分析調査では、 3号住居跡を中心とした各時代の住居跡から検出された炭化物の同定を行う。当初は、種
実遺体の同定を中心に行い、植物質食糧などについて'情報を得ることを目的とした。しかし、試料の観察で、ほと
んどが炭化材と考えられたことから、炭化材の樹種同定を行い、種実が認められた場合にはその同定を行うことに

した。

1.試料

試料は、 1号、 3号、 4号、 5号住居跡から検出された炭化物で合計28点ある。いずれも炭化材を中心とした炭
化物が多数入っている。そのため、各試料から無作為に5点、合計140点の炭化材を抽出した。

2.方法

炭化材は、木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査
型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。また、各試料を実体顕微鏡下で精査して種実遺
体の有無を確認し、種実が認められた場合は、その形態的特徴を観察して種類を同定する。

3.結果

炭化物の同定結果を、表V-12に示す。 5号住炉焼土からは種実遺体が検出され、オニグルミに同定された。し
かし、その他の試料からは種実遺体は検出されなかった。一方、炭化材は、種類不明の樹皮を除く 117点が、針葉
樹2種類(モミ属・ヒノキ属)、広葉樹3種類(コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ)
とイネ科タケ亜科に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を、以下に記す。

<種実遺体>

・オニグルミ (Juglansmandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim) Kitamura) クルミ科クルミ属
核の細片が検出された。大きさはいずれも数ミリと小さいが、木質で非常に堅い点、表面にしわ模様が存在する
点などから、オニグルミとした。

<炭化材>

・モミ属(Abies) マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され、
柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、 1-20細
胞高。

・ヒノキ属(ChamaeのIParis) ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか~やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認められ
る。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔は保存が悪く観察できない。放射組織は単列、
1-15細胞高。
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地点 遺構 時代 出土位置 試料の質 点数 樹 種

1地点 l号住 平安時代 カマド上 炭化材 5 モミ属(5)

焼土NO.1 上 炭化材 5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(5)

焼土NO.1 炭化材 5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(5)

焼土NO.2 上 炭化材 5 
コナフ属コナフ亜属クヌギ節(4)

イネ科タケ亜科(1)

コナフ属コナラ亜属クヌギ節(2)

焼土NO.2 下 炭化材 5 イネ科タケ亜科(1)

樹皮(2)

焼土NO.3 上 炭化材 5 
コナフ属コナフ亜属クヌギ節(3)

イネ科タケ亜科(2)

焼土NO.3 下 炭化材 5 
コナフ属コナフ亜属クヌギ節(3)

樹皮(2)

コナラ属コナラ亜属クヌギ節(2)

焼土No.4 上 炭化材 5 イネ科タケ亜科(1)

樹皮(2)

コナラ属コナラ亜属クヌギ節(1)

焼土No.4 下 炭化材 5 イネ科タケ亜科(1)

樹皮(3)

1地点 3号住 古墳時代
焼土NO.5 上 炭化材 5 イネ科タケ亜科(5)

焼土NO.6 炭化材 5 
コナフ属コナラ亜属クヌギ節(3)

樹皮(2)

焼土NO.7 炭化材 5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(5)

焼土NO.8 上 炭化材 5 コナフ属コナラ亜属クヌギ節(5)

焼土NO.9 上 炭化材 5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(5)

焼土NO.9 下 炭化材 5 
コナラ属コナフ亜属クヌギ節(1)

樹皮(4)

焼土No.lO 上 炭化材 5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(5)

焼土NO.ll 炭化材 5 コナラ属コナフ亜属クヌギ節(5)

貯蔵穴(上層部) 上 炭化材 5 コナフ属コナラ亜属クヌギ節(5)

貯蔵穴(上層部) 下 炭化材 5 
コナフ属コナフ亜属クヌギ節(1)

樹皮(4)

貯蔵穴(中層部) 炭化材 5 コナフ属コナフ亜属クヌギ節(5)

貯蔵穴(下層部) 炭化材 5 
コナラ属コナラ亜属クヌギ節(4)

イネ科タケ亜科(1)

床面直上 炭化材 5 
コナラ属コナラ亜属クヌギ節(1)

樹皮(4)

炭化材 5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(5)

カマド 炭化材 5 コナフ属コナラ亜属コナラ節(1)

第1グループ上 炭化材 5 
ヒノキ属(3)

クリ(2)

1地点 4号住 平安時代 第1グループ下 炭化材 5 
ヒノキ属(2)

クリ (3)

ヒノキ属(3)

第2グループ上 炭化材 5 コナフ属コナフ亜属クヌギ節(1)

クリ(1)

1地点 5号住 縄文時代 炉焼土
炭化材 5 クリ(5)

種実遺体 3 オニグルミ(3)

V -12 炭化物の同定結果

-コナラ属コナラ亜属クヌギ節(Quercussubgen. Letidobalanus sect. Cerris) プナ科

環孔材で、孔園部は1-3列、孔圏外で急激~緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-20細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Quercussubgen. Letidobalanus sect. Prin附) プナ科

環孔材で、孔圏部は1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合放射組織とがある。
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-クリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1-4列、孔圏外で急激~やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-15細胞高。

・イネ科タケ亜科(Gramineaesubfam. Bambusoideae) 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められない。タケ亜科は、タケ・ササ類

であるが解剖学的特徴では区別できない。

4.考察

(1 )植物質食糧について

5号住炉焼土から出土した種実遺体は、オニグルミで、あった。オニグルミは、生食可能であり、縄文時代の重要

な植物質食糧の一つであったと考えられている(粉川、 1983)。また、種実遺体は検出されなかったが、 5号住の炭

化材に認められたクリも重要な植物食糧の一つであり、縄文時代には栽培されていた可能性も指摘されている(千

野、 1983)。オニグルミは、高根町社口遺跡でも確認されており(新山、 1997)、今回の結果とも一致する。これら

の結果から、本遺跡周辺では、オニグルミやクリなどが植物質食糧として利用されていたことが推定される。

古墳時代と平安時代については、種実遺体が検出できなかったため、植物質食糧に関する詳細は不明である。本

地域でこれまで行われた調査では、平安時代にムギ類が多く認められている(櫛原、 1999)。そのため、本遺跡周辺

でも栽培されていた可能性があるが、現時点では不明である。また、平安時代の炭化材にはクリが認められている

ことから、縄文時代と同様に植物食糧として利用されていた可能性がある。

(2)炭化材について

住居から出土した炭化材のうち、カマドや炉から出土した炭化材は燃料材などの一部が炭化・残存した可能性が

ある。また、古墳時代の3号住は火災住居跡であることから、住居構築材の一部と考えられる。

これらの炭化材には、合計5種類の木材とタケ亜科が認められた。時代別に見ると、縄文時代にはクリが利用さ

れているが、古墳時代にはクヌギ節・コナラ節が多く利用され、クリは全く認められない。平安時代では、クヌギ

節とクリが混在し、他の時期には見られない針葉樹材が多数認められる。この結果から、時代によって炭化材の種

類構成が異なることがうかがえる。同様の変化は、これまで県内で行われた樹種同定結果や関東地方での調査例で

も認められている(高橋、 1987;パリノ・サーヴェイ株式会社、 1993、1994;高橋・植木、 1994;植田、 1997等)。

このような変化は、周辺植生の変化などを反映した結果と考えられている(千野、 1991;高橋・植木、 1994)。
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第2項住居構築材の樹種同定

はじめに

原町農業高校前遺跡は、発掘調査により、縄文時代、古墳時代、平安時代の竪穴住居跡、土坑、溝などが検出さ

れている。このうち、古墳時代の3号住居跡はいわゆる火災住居跡であり、床面上に垂木などの住居構築材が良好

な状態で出土している。また、平安時代のl号住居跡では、北壁に沿って編んだ痕跡のある炭化物が出土しており、

壁材が想定されている。

今回の分析調査では、 3号住居跡から出土した炭化材と1号住居跡から出土した炭化物の樹種同定を行い、用材

に関する資料を得る。

1.試料

試料は、 1号住居跡から出土した編み物状の炭化物I点(Bブロック)と、 3号住居跡から出土した住居構築材と考

えられる炭化材85点(炭化材種子、集中-2、C-1-47、48①、 48②、 49-60、61-1-61 -3、62-75、77

-81)である。各試料の詳細は、樹種同定結果とともに表V-13に記した。

2.方法

木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微

鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果を表V-13に示す。 3号住C-27は、道管が認められることから広葉樹材であるが、保存状態が

悪く種類の同定には至らなかった。その他の試料は、針葉樹1種類(ヒノキ科)と広葉樹3種類(ハンノキ属ハンノ

キ亜属・クマシデ属クマシデ節・コナラ属コナラ亜属クヌギ節)に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を、以

下に記す0

・ヒノキ科(Cupressaceae) 

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか~やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認められ

る。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はスギ型~ヒノキ型で、 1分野に1-4個。放

射組織は単列、 1-10細胞高0

・ハンノキ属ハンノキ亜属(Alnussubgen. Alnus) カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2-4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に

配列する。放射組織は向性、単列、 1-30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・クマシデ属クマシデ節(Cαゆinussect. Distegocarpus) カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に2-4個が複合して散在する。道管は階段孔を有し、壁孔は対列状~交互状に配列

する。放射組織は異性皿-n型、 1-3細胞幅、 1-40細胞高のものと集合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節(Quercussubgen. LePidobalanωsect. Cerris) ブナ科

環孔材で、孔圏部は1-3列、孔圏外で急、激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1-20細胞高のものと複合放射組織とがある。

-イネ科タケ亜科(Gramineaesubfam. Bambusoideae) 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められない。タケ亜科は、タケ・ササ類

であるが解剖学的特徴では区別できない。
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遺構 時代 試料番号 樹 種 遺構 時代 試料番号 樹 種

1号住 平安時代 1プロック イネ科タケ亜科 C-41 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

炭化材種子 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-42 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

集中一2 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-43 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

C-l コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-44 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

C-2 樹皮 C-45 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-3 コナラ属コナラ更属クヌギ節 C-46 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-4 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-47 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-48① コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-6 ハンノキ属ハンノキ亜属 C-48② コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-7 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-49 コナフ属コナラ亜属クヌギ節
C-8 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-50 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-9 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-51 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-IO コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-52 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-ll ヒノキ属 C-53 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-12 コナラ属コナフ亜属クヌギ節 C-54 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-13 コナラ属コナフ亜属クヌギ節 C-55 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-14 コナラ属コナフ亜属クヌギ節 C-56 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-15 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-57 コナフ属コナラ亜属クヌギ節
C-16 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-58 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-17 コナフ属コナフ亜属クヌギ節 C-59 クマシデ属クマシデ節
C-18 コナラ属コナラ!IE属クヌギ節 C-60 コナフ属コナラ亜属クヌギ節

3号住 古墳時代
C-19 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 3号住 古墳時代 C-61-1 イネ科タケE科
C-20 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-61-2 コナフ属コナラ亜属クヌギ節
C-21 コナフ属コナフ亜属クヌギ節 C-61-3 コナラ属コナフ亜属クヌギ節
C-22 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-62 ハンノキ属ハンノキ亜属
C-23 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-63 コナラ属コナフ亜属クヌギ節
C-24 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-64 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-25 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-65 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-26 コナラ属コナフ亜属クヌギ節 C-66 コナフ属コナフ亜属クヌギ節
C-27 広葉樹 C-67 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-28 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-68 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-29 ハンノキ属ハンノキ亜属 C-69 コナラ属コナフ亜属クヌギ節
C-30 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-70 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-31 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-71 コナフ属コナフ亜属クヌギ節
C-32 コナラ属コナラ!IE属クヌギ節 C-72 コナフ属コナラ亜属クヌギ節
C-33 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-73 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-34 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-74 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 l 
C-35 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-75 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-36 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-77 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-37 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-78 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-38 コナフ属コナフ直属クヌギ節 C-79 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
C-39 コナフ属コナラ亜属クヌギ節 C-80 コナフ属コナフ亜属クヌギ節
C-40 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 C-81 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

V -13 樹種同定結果

4.考察

古墳時代の3号住居跡から出土した炭化材は、壁側から住居中央に向かつて倒れたような状況を示すものが多く

見られ、垂木などが炭化・残存した可能性がある。炭化材は、多くがクヌギ節であり、他にヒノキ科、ハンノキ亜

属、クマシデ節、タケ亜科が認められた。クヌギ節が多い結果は、焼土などを水洗選別して得られた炭化物の同定

結果とも一致している。この結果から、住居構築材の多くの部材にクヌギ節が利用されていたことが推定される。

クヌギ節の木材は、強度に優れた材質を有している(平井、 1979)。また、二次林(雑木林)の構成種として、人里近

くに広く見られる種類である。これらの点が、クヌギ節の木材が大量に利用された背景として考えられる。県内で

は、韮崎市堂の前遺跡の弥生時代後期後半の住居跡から出土した炭化材にクヌギ節の多い結果が認められている(高

橋、 1987)。この結果から、同様の用材が弥生時代から行われていたことが推定される。ハンノキ亜属とクマシデ

節も比較的強度が高いことから、クヌギ節と同様に利用されていたことが推定される。タケ亜科は、焼土の水洗選

別試料にも多く認められており、住居内に広く分布していることがうかがえる。材質などを考慮すれば、壁や屋根
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などに利用された一部が炭化・残存したものと考えられる。

3号住居跡では、このほか針葉樹のヒノキ科が1点認められた。水洗選別された試料の調査では、平安時代の住

居跡には針葉樹のモミ属やヒノキ属が認められたものの、古墳時代の3号住居跡からは認められていなかった。今

回の結果から、古墳時代においても針葉樹材が利用されていたことがうかがえる。 3号住居跡におけるヒノキ科の

出土状況を見ると、南隅の壁際付近から小片で出土しており、利用時の部材の形状や大きさなどは不明である。古

墳時代の住居跡から針葉樹材が出土した例としては、埼玉県中耕遺跡の垂木や、群馬県渋川市中筋遺跡第8次調査

の貯蔵穴の蓋材などがある(パリノ・サーヴェイ株式会社、 1993;橋本ほか、 1995)。これらの結果から、針葉樹材

は広葉樹材と同様に垂木等の部材に利用される場合と、針葉樹材の割りやすい材質を生かして板材として利用され

る場合とがあったことが推定される。 3号住居跡の場合は、周辺に貯蔵穴などが見られないことから、垂木や横木

などの部材の一部であった可能性もある。

平安時代のI号住居跡の壁材と考えられる編み物状の炭化物は、タケ亜科で、あった。この結果は、古墳時代の3

号住居跡の結果とも調和的である。いずれも小径であることから、小径の種類または枝を利用したと考えられる。

また、ヨシ属やススキ属も類似した組織を有することから、タケ亜科以外にも大型のイネ科草本類も利用されてい

る可能性がある。
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第羽章まとめ

第1節縄文時代中期中葉の遺物様相について
縄文中期中葉の遺構の中で多くの遺物を出土した第5号住居跡の様相を捉えてみたい。本住居跡は、 9本柱穴で、

逆五角形を呈する周溝が巡り、 2段階(新・古)の建て替え(拡張)が想定される。遺物では、中期中葉を主体とする

土器群をはじめ、多量の打製石斧などの石器群や土偶、円盤、耳飾などの土製品がまとまって出土している。

第1II頁土器(PL-19 -29) 

第5号住居跡では、覆土中に中期土器群:猪沢式期(112)、新道式期(113・114)及ぴ曽利式期(116-132)、加曽

利E4式期(133-143)や後期土器群:称名寺式期(144-157)、加曽利B式期(158)などが混入しているが、藤内式

期~井戸尻式期の土器群がまとまって出土している。

藤内式期~井戸尻式期の土器は、深鉢形土器を主体として、浅鉢形土器、有孔鍔付土器、小型土器、ミニチュア

土器(1-110、163-172)などが出土し、多くが小破片のため時期決定には不確定な部分もあるが、藤内式期3・

4段階(第E群C類3-4段階)-井戸尻式期1段階(第E群D類1段階)の大きく 2期に分けられる。各期の出土土

器は、表3-1に示したようにC類3-4段階では、 3種(パネル文)及び4種(抽象文)、 D類1段階では、 1種(重

三角区画文)及び6種(縄文地文)が、それぞれ主体的に出土している。また、 C類では、新保・新崎式期(115)、D

類では、平出血類A系式期(111)が確認されている。 C'D類の出土状況は、 PL-4-6及び図羽一3に図示した。

後世の撹乱等の影響も認められたが、層位的にはC類3-4段階では、床面から覆土中層、 D類1段階では、床面

直上~覆土中層を中心にそれぞれ分布している。平面的には、 C類3-4段階では、住居中央から西側にかけて主

に分布し、 D類1段階では、住居中央よりやや西側に分布し、 C類の分布の希薄な場所からの出土が主体的となり、

出土位置の相違が認められる。 C類3-4段階、 D類l段階における時期差はほぼ層位的に捉えられたと思われる。

以上、本住居跡の廃絶は、藤内式期3・4段階(C類3-4段階)と思われるが、その直後に井戸尻式期l段階(D

類1段階)の土器が一括廃棄された状況が捉えられたと思われる。

第2項石器 (PL-35-48)

今回の調査では、総数331点の石器が発見され、その内65%にあたる216点が第5住居跡から出土し、器種組成

では、表百一 lに示したように、剥片9点(4.2%)、石核4点(1.9%)、残核3点(1.4%)、原石1点(0.5%)、喋11点

(5.1%)、石鍛8点(3.7%)、石錐1点(0.5%)、掻器2点(0.9%)、石匙3点(1.4%)、両極石器5点(2.3%)、使用痕石

器1点(0.5%)、打製石斧68点(31.5%)、打製石斧素材剥片1点(0.5%)、打製石斧成形剥片38点(17.6%)、粗製石

匙4点(1.9%)、削器17点(7.9%)、磯器18点(8.3%)、ハンマー2点(0.9%)、磨製石斧1点(0.5%)、磨石類13点(6.0

%)、石皿5点(2.3%)、台石I点(0.5%)などが見られる。

特に注目されるのは、土器の混和剤(121など)と考えられる花両岩片3点が出土しており、本遺跡における土器

製作を捉える上で重要となろう。また、ホルンフェルス、砂岩、安山岩を石材とする打製石斧素材剥片(82)、打製

石斧成形剥片(83など)、ハンマー(114-116)、台石など石器製作関連資料の出土である(図羽-4)。ここでは、こ

れらの資料から打製石斧及ぴ石匙・削器・喋器の製作工程を復元してみたい。

器種 剥片石核残核原石 磯

安山岩 8 
黒色安山岩
砂岩 1 2 2 
ホルンフェルス 1 1 
黒曜石 9 2 1 
粘板岩
緑色凝灰岩
頁岩
花嗣岩 1 
斑岩
ハンレイ岩
総計 9 4 3 l 11 

石鎌石錐掻器石匙
両極使用痕打製打斧素打斧成粗製
石器 石器 石斧材剥片形刻片石匙

8 

8 

8 7 
3 

27 l 11 
28 19 2 

l 2 5 l 
4 l 

l 

1 2 3 5 I 68 I 39 4 

百一1 第5号住居跡出土石器の石材組成
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(1 )打製石斧 打製石斧の製作に関する主要属性は、表VI-2に示した。まず目的とする剥片より大きな原石から

剥離(楕円礁にハンマーで打撃を加えるなど)を行い、次に分割した横長素材剥片(82)を素材とし、長い両側辺と短

辺の一端(刃部)にハードハンマー(116)による垂直方向からの直接打撃(HD/垂直)の加工を施し、貝殻状剥離が

観察される。出土資料(52~74 など)は、基本的に同じ製作技法が行われているが、 HD/垂直と蔽打 (73) や素材

打面部叩き折り (68・7l)なども見られる。また、両側辺における刃潰し加工の位置の違いにより、横型(68.72な

ど:並行)と縦型(52~ 67 ・ 69~71 など:異なる)の装着方法が想定される。

(2)石匙・削器・磯器 石匙・削器・礁器は打製石斧と同種の石材で製作されたものが多く、これらの中には打製

石斧の製作における原石から素材剥片を剥離する工程で生ずる剥片:打製石斧成形剥片(83など)を利用して製作

されたものが認められる(削器:91・94など、喋器 98など)。

以上のように、本遺跡においては打製石斧とその成形剥片を利用する石匙・削器・喋器の製作のシステム化が図

られており、藤内式期~井戸尻式期における石器製作の一様相が捉えられよう。

装着方法
原正i 組IJ)\'~割l雌 事1]1¥ 成形加工 使用痕

形状 石材 剥離方法 横長剥片 側辺部・刃部 剥離形状 刃潰し 刃部形状 摩耗 刃こぼれ

目的とする剥片よ .)阜、イiをfiイ{の上に置き子 -比較的浮い¥，d'ドな HD 黍l!!i
横型 り大きな原石から に持ったハンマーにより打撃 事l片 (ノ、ードノ、ンマーによ 両側辺の

(68・72) ホルン7ェルス 剥離する を加える -やや厚みのある剥 る垂直方[n)からの 並行する位

砂岩 来主要剥離面と ※この{也、JJ;(ィiを持って国 片(82) ll(接打嬢) 置にある
i白:刃 表面刃部 表面刃部

」一一一一 指門様 安山岩 背面には自然ifiiAされた行に、『てたり(台石 ※116:ハードハンマー 貝殺状剥離 (11主j (52お.59.(60.61.63. 
など

縦型
粘板岩 や摂理面が見ら 技法)、刷、l'なfi材の縁が ※73:HD 垂直と

両側辺の
門主j ω.65.67) 69.70.71) 

(52-67. 
れるものもある 打点となるよう悶定された上 自主打

異なる位置

69-71) 
に引を:務 Fさせるおi主など ※68.71:素材打而

にある
も考えられる。 部1111き折る

VI-3 第5号住居跡出土の打製石斧主要属性

第2節 古墳時代中期の焼失住居について

第3号住居跡は、床面やその直上に多くの焼土面や炭化物が検出された焼失住居である。これらの燃焼状況から

住居構造について考えてみたい。個々の柱穴を結ぶ方形ラインの内側の床面に焼士面の形成が見られる。これは、

家屋の燃焼過程で葺材や垂木材をはじめ築・桁材・棟材などが潰れたため燃焼が進行したことによると考えられよ

う。また、一方では方形ラインの内外に炭化材が残る状況から、築・桁材・棟材の落下の遅れが考えられ、本住居

ではほぞ孔を持つ炭化材の出土から、築、.桁材を柱に組んだ構造も考えられ、落下の遅れの要因として考えられる。

壁際の炭化材(垂木など)の良好な遺存状況からは、覆土(第12層)の検出状況と合わせ、土葺が築・桁材付近より

下だけに施されていた可能性が考えられる。

第3節仏教関連遺物について

平安時代の主な遺構は、 9世紀後半代の住居跡2軒が検出し、散在的な分布状況が確認されている。この内、第

l号住居跡からは、壁際に2枚重なった状態でそれぞれ「寺J、「良」と記された墨書土器(1寺J:上位)が出土し、

いずれも信州系黒色土器の杯で内面に黒色処理が施され、体部外面に正位で墨書されている。住居構造では、壁外

柱穴(長坂町石原田北遺跡、須玉町西川遺跡、同町上ノ原遺跡に検出例有り)の他、竪穴壁下に径約8cmの小ピット

7基を伴う周溝が全周し、全周囲の壁に水平又は斜めに陥入する小ピットが28基存在している。八ヶ岳南麓及び

茅ヶ岳西麓における平安時代の遺跡は、 9世紀中頃に形成され、 10世紀中頃には廃絶するという傾向が見られ、東

日本の各地で認められる計画的な山麓開発或いは御牧経営との関連した動向と理解されており、本遺跡出土資料は

同時期の「寺」の墨書土器を出土した小淵沢町前田遺跡や則天文字を記した文字資料を出土した大泉村豆生田第3

遺跡、長坂町柳坪遺跡、明野村屋敷添遺跡などと共に本地域における新興集落の出現段階から仏教信仰の普及が開

始されたことを示唆するものと思われる。また、本地域における仏教関連遺跡では、明らかに「仏堂」と思われる

遺構が存在しない状況で本遺跡も同様である。本遺跡の該期遺構の散在的な分布と特殊構造及び転用硯(8)を検出

した住居の存在は、本地域における仏教信仰の集落内における在り方の一端を示唆する可能性があろう。なお、

「良jの墨書土器は、「寺」の刻書土器の他、鉄鉢形須恵器、三彩陶器など仏教関連遺物を多量に出土した韮崎市宮

ノ前遺跡においても確認されており、仏教関連遺物としての性格が捉えられよう。
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別表I 遺構一覧表

[遺構] 緩慢
車 I1 現保飢 出土遺物

圃遺物集中区一覧褒 3 調査地点 グ'1~J ド 影状
玄[)石市雛冠石fIj 

iI~ 
時期 諸特健

拠拠 (cm) 

車

恵(}E1M晋F敏
III f 週初 号 t 器 石器

告調査地点 グリッド 協状
E震き
時期 .1 特僚

(cm) (cm) 

(cm) 曲第1地点 E -7G 1'1豊騎円形 (1651 (1国) 33 1 ， 
号 士器 打製石斧 1点

臼錦1地点 1-9G 繍円形 '25 曲 24 イ~.器 2 点
(No.751 

l 第1地点 D'E'F-7・8G 凝縮円形 1αlO' 500 .10 I 1 2姐没俗に形成 抑型文鈎田点.俗R，j(3点
ー 坑底郎に小ピ.，ト 1曲第1地点 I 国 術円形 (32) 28 却

-竪穴状遺栂一覧賓 66 1 lII'lII!点 。7G 円形 却 描 28 

組幌 趨(!石<0.積l坦1}点
遭

夜([}1 ・a微間tFFt儲働 IH j， m 物

:I~錨車 グリッド 形 4え
il!き
時賜 諸特鑑 台E目石皿叫11臼点点} (Cm) 67 郷 1地自 1-似2 術円形 95 (75) 51 

号 土器 /;器
篠{N5a点l却}

'11自'lII!点 E'F-7G 不艶円形 田8I 2'l8 届 I 坑底節lこ小ピ?ト 13押噌文7点 istit且田l品点l(車E且lEl4措"・ 曲第1地点 l 回 円形 盟 (85) 33 

曲 lil)地点 F -7G 円形 曲 曲 17 I 1 

.住居跡ー覧表 70 躯 l勉点 F -7む 不盤円形 l田 却 19 I 1 

腿慌 71 第"'1.点 F -7G 円形 曲 54 15 I t 

E 車 1l1l'e，郁 '1 現I!依 同長 目 111'地点 ドー 7G 不鋒形 1田 曲 33 ー 坑底節lこ小ピ γ トl

グリッド 形 vt
宝[)石市織広儲石

E事さ
面踊
長鮪 がー唖

時間 諸特徴 73 錦'lII!点 ド iG 円形 回 回 17 I -
(cm) 
(m') 

ち!~ i包民
" 第 1地点 F'G 子G 不盤円形 210 '42 34 号

(cm) (cm) 市 !iI'地点 F.G -7G 不聾締円蕗 '54 1国 38 ー 筑縫績に小ピット l

，I!iI'組点 O'E-3G 長方修 495 3咽 33 '9.3 お-3'-[ 収S復 v 竪穴q置外性穴 761.1地点 F'G -iG 円滑五 70 (701 却

2 傷1地点 H -4・5G 円彰 白田] (320) 【11.2)~Hl'-E 不可1 縄文
77 第l也，#， H -IOG 不畳円形 115 回 却

坑底節lニ小ピット 3.
ーピ?ト 2

3 都 1地点
J -7.8G 

正方形 425 4四 却 (17.4] X-]j'-E 
警r、中央 w 焼失(佐伯K】国 商事時' 78 鱗1地点 1 -10・IIG l'宣告形 2却 79 岨 '"倒水跡

K -7・8G
主ー凶J'-E
nq 

竃と億t金持つ
市第1池島 ~ -岨 紛円形 国 35 E 

411作l地点 L-7・8G 5え1指略 544 410 盟 22.3 
Þ' 9:r.~~ 
v 

田敏1地内 ， -8G 円形 田 25 '5 

X-15・'6・I7G
[盟国 [680] '6-[田2)S-S'・.

霊穴中央
也て伴えliり

81 I rs 1地点 1 -8G 儲円形 担 調 '5 土器 I点 a量殺続i点
5 1 I路2.111点

Y -15・'6・I7G
続円修

73 主寄句
n -c 

821 !iI'地点 ， -8G 円形 団 55 i焔 続隆盛Sに，)、ピット 1

X -15・11同 却ー
〔国，7)B'-¥f 密文中央

田第1勉点 ， -8G 円修 53 .8 ，泌
6 鏑211T..a."!:

'i -15G 
術円形 [6田] [.田]

却 u句 n -E 立石111.1
副 !iI'組点 ， -8G 術円形 描 '6 調

85 1 !iI'極点 ， -8 回 繍円形 岨 調

" -土紘一覧表
園第 i地点 ， -9G 不p.円形 '23 55 却 土器1点

昂曜石剥片

燥機 ，}点

温

|直{[}}前現拙五存元倒百値
/11 j 遺物 87 第l地点 ， -9G 術円形 曲 016 I 23 n-F 土器i点

E 調官地点 グリッド 形状
S罷き
時醐 指特徴 曲第l地.o. ， -9G 不躯円形 85 開 却 D-B 土器1点

(Cm) 

写ー 土器 /;絡
四篠i地点 1 -9G IQWl 41 11 却 HU点

(cm) (cm) 田 !iI' 地点 ， -9G 円形 担 33 6' 
llAll地点 O'P-7G 不盤円形 1曲 115 坦 ー 坑鹿郎に小ピット l 制篠1池l有 ，-田 縮円形 34 25 却

2 筋1地点 A -3G 不E霊長方修 210 曲 25 
92 街路1池点

H -9・'0
4・M術円形 師 55 14 坑監修』こ小ピット 1

3 1 11'地点 c -3G 円智彦 抽 48 17 ，-9・1国

4 鏑1地点 C -4G 繍円影 70 48 2' 回線 IJl.#. H' 1 -IOG 円形 .5 .5 描 D-B 土器2点

5 J ~簡 l 地点 C -4G 術円形 ，<>1 72 却 制慾 1Jt!tl!. ， -，田 l'盤円形 却 調 却

6 IlfI'地点 C -4G 円形 38 38 盟 田敏1地点 ， -，叫 不鐙形 '02 曲 13 

7 1 11'地点 c -3G 不後絢円形 描 .2 '5 96 1 11'地点 ， -，国 円lfJ 日 曲 4' t器3点

8 1 11'地点 c -3G 繍円形 回 44 '5 971 11'地点 ， -，国 術円形 41 調 H IU-E 土器i点

9 鯵'JIIl点 E -2G 円形 70 70 9 開第 i 地.~l 1 -1(応 不聾形 72 40 35 D-C 坑底部に小ピ7トI 1器2点

'01 lJI'地点 E -2G 円形 (74) 76 11 I - 田鱗1地点 1 -，回 4・盤形 143 67 23 土器1点

111111地点 O' E-括 不盤円形 曲 話 却 1曲第1地点 1-IOG 不鍍締円彩 岨 甜 '2 

12 筋1地点 E -2G 不銭締円形 田 40 13 101 第1地点 1-IOG 鮒円形 57 .0 13 11iI-A 土器2点

日続1地点 E -2G 不!Il鮒円理事 112 70 1. l田 修l虫色点 ， -，国 続円形 (1ll) 87 14 諜 I}点

1. 錦1地点 E.F-2G 円形 1剖 (1却) 百 l田篠'.111点 1-H匹 円形 (65) 
" 11 

'5 第 I勉点
E -2' 3G 

術円修 l曲 11曲} ZI 
1制慾 1Jt!t.#. ， -，【陥 続円形 24 16 I 8 

F -2. 3G l曲第'.111.0: ， -，国 円形 描 54 17 I U -D 坑底錨!こ，)、ピット i 1器 1点

'6 第'''''点 F -2G 不鐙円lfJ 48 “22 '061 11'地歳 H -IOG 愉円形 回 日 却

17 鯵，.点 H.I -5G 不鐙円形 出 .6 17 坑晦邸』二小ピ7トl 1071 "' 'JIIl点 E -9G 円形 描 調 37 

，. I ""地点 ， -5G 円形 却 却 7 
''''' 舗 I地点 ドー 9G

円形(ll!倒
田 ，12 20 

，. 1 lJI'地点 J -匝 円形 32 却 27 に小突出鰯}

盟第'JIIl点 J -回 11m形 届 却 ZI 坑底部lニ小ピヴト 2 i四Iil'池内 ド9G 不聾円策基 58 剖 32 

2' 第1地点 十時 円形 25 調 14 110 都 1地点 F -llG 不!Il術円形 尉 53 31 土器1点 .，点

明徳I地点 K -5G 術円彰 36 E 調 111 第』地点 F -llG 不整形 1田 l忌4 34 i器 1点

坦第1地点 L -6G 円形 却 {却} 8 1121 ~l 地点 E -tlG 円軍事 78 65 25 

剖第l勉省 L -回 円形 珂 t却} 9 113 第1地点 E -IlG 円形 65 6' 却

25 第 1地点 ~I -5G 術円形 却 25 31 114 都 1地点 11 -IIG 円影 臼 .0 掴

出抑 1地占 Q-'G 
不lI'繍門司降 (1祖} 'I}I 41 

115 都 1地点 H -llG 円形 6' 描 42 D-E 1器2点

0-'・筑2 116 鱗1地点 H -lIG 不整形 1坦 曲 37 D-C 土器l点 保 1点

ZI 1 lJI'地点 0-5G 不自産円買事 2M (1苗i 40 117 鱗1地点 G.I1 -llG 締円形 77 43 31 

盟締"地点 L. M -7G 鮒円形 措4 1盟 14' - 坑臨嵯し穴部Dに小ピット 6
118 第1地点 G -IIG 不盤形 45 36 16 I -

119 筋1地点 G -IlG 不室長彩 師 54 38 

盟締l地点 K.L-7G 不鐙円形 '85 1曲 担 1田修 1地点
G -10. llG 

円形 77 曲 53 D-E 土器1点
硲石1点

30 1 11'地点 G-6・7G 術問調降 '97 l国 剖 H -10. IIG (No.l34.) 

31 1 ftlljtfl.~ F-6・7G 繍円形 3却 115 担 '2' 篠 1地点 G -10・IIG 不笠倫円形 '54 日 27 

32 敏1地点 E -6G 術円形 (liO) 110 45 '22 第 l地点 G -1国 4・盤繍円形 76 55 44 

耳続1地点 E-6・7G 倫円形 '70 (115) 却 '23 割高 1地点 G -IOG 円形 37 32 '8 

担鱗l地点 E-6.7G 備円lfJ (150) {開} 盟 l剖lJI'JIIl点 H -，国 円形 田 75 I 16 土器1点

35 1 I路1地点 E -7G 倫円形 (210) '48 描 I 1詰 11'櫓点 11 -1国 円形 曲 (48) '8 礎 1点

36 1 Iil'地点 D-6.7G 不墜愉円形 (210) 担
.酷1点 i昂躯 I櫓点 11 -1国 円形 48 {担} 46 

1師 {No.l曲h 'ZII 111'地点 G -IIG 円形 83 曲 2' D-0 上器1点

37 場I地点 0-7G 倫円形 (170) l田 .6 】盟第 1地点 G -IIG 納円形 相 35 35 D-( 土器1点

圏第 1地点 G -7G 円修 141 J.I 3 後上跡 1圏第 I地点 G -IIG 不隻締円形 l甜 72 I 31 

拍第 1組点 D-干G 術円司自 '45 '23 '5 1却第 I地点 G' H -I詔 円形 曲 却盟

40 縮 l地点 c-船 繍円形 (2001 .. 33 ー 坑唐招lニ小ピ.，ト 1 131 第 1地点 G'H-l2G 円形 .5 "'ZI 俸 1点

411!高I地点 c -6G 円磁 118 I価 17 坑底蹄に小ピ 7トl 132 雛 1地点 11 -12G 不盤形 155 田 45 

42 第1地点 B-品 円形 44 38 ， 8 1団第 I地点 11 -1出 円形 出 "'36 
43 第i危点 B-5'6G 繍円形 田 70 I 21 '34lliH地点 1-IIG 不隻倫円形 245 "' 46 n -F 土器4点

4.' 第l勉.!i. B-回 円形 40 42 I 151 坑腹筋に小ピット l 135 第 1地点 J -11・'20 円形 55 40 I 46 n-( 土器l点

'5 第l抱/1 B 国 円買事 32 32 '04 1描第 1地点 J -IlG 円形 110 I田 35 坑底邸に小ピーy トI

'6 第 l勉点 日目 繍円形 200 曲 指 '37 第 l地点 J -10・IIG 円形 出 臼 17

47 1 111 1地点 Q -7G 円形 盟 22'28 '38 縮l組点 J -IIG 不霊安形 i回 71 1 37 D-E 坑底l1liに小ピット l 上器4点

.. 第 1地点 ~I -7G 円務 41 34 1 47 '39 躯l地点 J -10' IIG 繍円形 師 曲担

491 lil 1地点 M -7G 円移 54 曲 2 健 ti!' 1岨鏑1地点 J -I皿 備円形 盟 回 24 tD'点

団第1地点 E -7G 円形 国 担割 I 抗底偲に小ピット I 14'111'111点 J -IIG 不笠形 224 '70 日 I 土器3点

51 1 ti'J 1地点 E -7G 円形 曲 坦坦 I 坑庭部に小ピ.，ト I 際民枝 1.... ~ 
1-121 II! 'lII!.1; 

J -IlG 
術円形 310 2岨 75 土器3点

担第'lII!点 D.E-7G 円形 52 国指 I 坑慌邸』二小ピ7トI f器2点 K-II・'20

詔悠l地点 C -7G 術円形 盟 40 I 31 1431 II!' 地点 K -IIG 不藍円形 盟 42 1 45 

副都 l地点 F -8G 円形 1-10 '20 " I 
-1:2i21.'1 磁器 IIl: ，.. 第1地点 K' L -l1G 術円形 71 53 1 31 
持費文 l (N札 101) 145 都 l地点 L -11・'2G 不箆繍円形 回 5-1 144 

時路l点 146 第1地点 L -llG 円形 個 国岨

自第 1地点 G-叫 ィ、按形 176 '07 18 1 - (No，l02) 147 第l地点 L -JlG 楕円務 踊 46 I 25 七器2点
僚 l点 ，.. 鰐l地点 J. -IIG 術円形 46 割 17

出 lJII地点 E -7G 術円形 田 44 I 12 
土器i点

台.fil点
'491 II!'雄点 K. L -IIG 不聾円形 曲 57 1 15 D-D 1器1点

JIIi!¥t:l: '501 !iI'地点 J. -IIG 不豊富円形 田 曲目

訂鱗'lII!点 E -7G 不聾形 曲 "'40 151 第l地点 J. -11G 欄円形 蝿 54125 土器3点

圏第1地点 E -7G 円形 43 担割 '52 第1地点 L -10・IIG ィ、，整形 141 54'ZI 土器2点

調徳1旭点 E -7G 不震情円修 田 42 1 17 1 1 
士器1点 '53 自信l地点 L -1叫 術円形 41 盟 '6
押型文 '54 栴 l地点 L -，回 機円形 49 盟国

曲第l泡点 E -7G 円形 団 54 Tl 1 1 '55 第'lII!点 J -9G 有、M梅円形 (174) 721111 坑底簡に小ピ.，ト 2 土器3点

副都l地点 E -6G 楕円形 (731 53 1 13 I '56第'lII!.o. K-9'IOG 不懐概円形 1却 回 29 m-B 土器6点

田敏1地点 E 国 円形 (田} '2 却
土1I".o. 1571 1fI1地点 J -田 楕円形 (176) 115 l甜 D-( 坑庭師に小ピット I 土器弱点 線機筏I点
持磁文 1圏第i地点 J' K -9G 術円形 (130) (981 31 土器2点

-49-



別表I 遺構一覧表

週
拠機 線機
():JJHf.航 111 _I温物 遭 ()現{f.fJ( HI L 遺物E 調査制 グリ y ド 形状

民主?it
深さ
時m I!特徴 1 綱先地白 グリ γ ド 形状 友(J石市術記石y[ 

深さ
時期 諸特徴(Cm) (Cm) 

~ 土器 rI 器 ザ i 器 fi Q. (cm) (Cm) (Cm) (Cllり

159 第¥.地点 L -9G 不敏形 92 66 すd 0-E 東個に小ピ7トI f路3点
鍵剥1¥-1内 2判第3地点 X -17G 円形 32 1 32 (39) ー 坑底部に小ピ y トI
機 2点

[60 第 1地点 J' K -拓 円形 67 {届} ，19 胸.fi'ftl.2 
245 第3地点 X -17G 円形 119 (102) 82 目 E坑寝部に小ピット 7 i諮 52内 合J隠鱒~\曜剥石3石片点I 剥点22片白2 白

(No.l35・l担}

161 第 1地点 K -9G 隅丸長方形 87 69 18 
162 第 1地点 J -9G 円形 (73) (，17) 27 246 第3地点 X -17G 不按形 112 (剖) 39 土鰭7t，( 
163 第 1地点 J -K -9G 不戦形 (68J (66) 28 247 第3地点 X-17-18G 円形 111 93 56 ー 坑底部に小ピット 8 t器 3内

If製イi斧 1..... ¥ 248 術3地点、 X -18G 円形 ゼピヨ 72 15 坑底部に小ピ 7トl

l曲第 1地点 K“ 8G 物円形 104 76 27 目 A 1器 5.... .1. 
(No.76) 

W-17-18G イl地 1，1.!!
刷J¥'I点 2<， 1 ~高 3 地点 ィ、骸形 192 133 88 D -C 坑底部に小ピット l t器 59).'.( 

隙[N剥0片263)点開5点 X-17-18G 

凶5 第 l地白 K -8G 円形 70 6:J 京} 2況}第3J1!!点 X -18G 円形 25 1 25 ~， 

166 第 1地点 K -8G 柿円形 n 担 21 D -E u:;[出 2511 ~3i息点 X -18 -19G 締円形 70 52 31 1:1詰6!.'i

打胴{，斧H 出3 第3地点 X -19G 柿円形 70 I 55 12 

167 第 I地点 K -8G ィ、I!形 (173) ... 33 Ii[-A 土器 13点 2点(t¥o.i7-78) 253 第3地点 X -19G 円形 曲 53 19 
(243土と括合}出略行剥片 4/.¥ 2臼第3地点 X -19G 問看s 25125 10 1 -

傑 1点 255 第3地点 X -19G 不鞍形 115 80 2< 士器6点 様剥，~- 1点
l曲第 l地l.¥ K -8G 楠円形 (，19) 35 担 上器2l( 2品穿13地点 X -18G 椅円形 .10 30 101 -
1曲第 l地点 J -K -8G 踊1'1形 (45) .10 ，10 257 第 1地点 J -lOG 不自在形 (6S) 73 24 
170 第 I地点 J -K -8G 不艶形 76 (29) 2< 258 第 1地点 J -lOG 不盤毘 225 1-10 30 i器時点 隙剥Jj' 1 _~ 

台.fiIli 2591 ~ 1地点 J -1阻 続円形 (37) 27 29 坑底部に小ピ 7トI
171 第 I地点 J' K -8G m; " 7.1 11 

ー 坑底部に小ピット I (No.1曲) 2帥第I地点 J' K -I国 1'1形 回 (26) 32 ー 坑底部に小ピ 7トI
開4点 261 第 I地点 J -K -I臨 不型車形 (1田} 40 32 j器3内

172 第 I地点 K -8G 不聖書締円形 93 53 32 D -0 t器J.ll!. 262 第 l地点 N -11G 円形 .13 1 :!4 29 
173 第 i地点 J -8G 楠1'1形 (57) 39 1，1 オ器2).'.( 2臼第 l地点 M -IOG 布、聖書形 95 7.1 17 1 -
17，1 第 I地点 J -8G 摘円形 (52) 31 ')') 2&1 第 1地点 M -IOG 楠円形 57 1 3.1 17 1 - 様剥H-1点
175 第 1地J.'_.: J -8' 9G 楠円形 105 74 3.1 i器 2).'.( 2日第 1地点 M -llG 術円形 29 1 21 18 
176 鱗i地点 J -8G 1'1形 62 ~I 37 ー 坑，~部lニ小ピット I I:M2J.'.( 傑剥)¥'1点 国61!il1地点 M -11G 円形 52 1 44 37 ー 坑底部lニ小ピット l
177 鋪 I地点 J -9G 円形 104 92 .12 267 第1地点 M -IIG 円形 42 1 39 20 
178 第 1地!山 L-9'IOG ィ、I!形 173 146 37 ー 坑底部lニ小ピット 2 tlm 1 .'.'.( 26fl 筋 l地点 M -11G 続円形 57 1 'I:J 19 1 - J路 l.... i. 
179 鱗1地点 L -9' IOG 絡円形 102 76 18 1 - l時1}.'.( 269 第 l地点 L -llG 議111形 62 1 30 27 ー 坑底部に小ピ 7トI
l困窮 l地点 K' L -IOG 布、幣形 125 64 40 U -E 坑底部に小ピット l i総2J.'.( 機 1点 270 第 l地点 M -11G 円形 47 1 (.15) 55 
181 第 1地点 M -l1G 術円形 4' 33 31 1器21.'.( 271 筋 l地点 M -12G 円形 日1I (50) 45 u砕1点
182 第 I地点 K -lOG 不験円形 M焔 83 36 坑I車部に小ピ7トI 27'2 第 l地点 N -IIG 円形 団 '35' 75 
183 第 I地点 J -9G 円形 53 (39) 27 』器 1山 273 第 l地内 N -llG 円形 57 I (.10) 76 E 主 I:~I 点
l剖第I地点 K -IOG イミI!形 65 却 19 274 第 I地点 ~ -llG 務円形 83 I 57 108 坑底昂に小ピット I
同5 第 1地点 K -9G 円形 85 {曲} 23 土器2/.'.( 2751 M 1地点 N. 0 -l1G 務円形 70 ち2 '" 

ー 坑1在銘に小ピ7トl 土器2点
186 第 1地点 K 似3 術円形 140 110 27 I!I-( 土~8 内 276 節 I地点 P -IlG 防円形 93 I ，15 74 ー 坑底認に小ピ7トI
出7 第 l地点 K'L-9G 有、I!形 (87) 39 26 D -F 上容 I点 訂7 都I地点 P -IOG 円形 出 17 11 I -
188 第 I地点 L -9G 不態円形 ¥(泌 曲 30 .-( 1器 i点 278 鱗1地出 ~I -8G 不整紛円形 il I 30 37 
189 第 I地点 L -9G 円形 47 .10 18 I - 土器 Ili 2四 !il1地点 L'~'I- 8G 円形 J.l担 .2 
I曲第1地点 L -9G 円形 38 J.l 16 I - 由。 第 1地点 c -IOG 術円形 73 I 58 32 
191 第 I地点 L -9G 円彰 却 39 50 281 慾 l地点 B'C -IOG 不敏形 間 曲 25 D -( 
192 第 1地点 L -9G 術円形 63 " 18 I - 282 術3地点 X'Y-18G 不盤形 70 I 64 18 日-(坑底部に小ピ 7ト3 1梼4点
W3 筋 I池点 L -9G 物円形 (制) 52 :J4 2出第 3地J山 X -21G 棉円形 83 1 (日)) 17 ー
l制第l地点 L -9G 円形 32 32 27 I -

字隙問環((JNN峨SS5礎5oa石石J山3l8田1剥斧点} 1~il 2点10点5' 

195 第 l地点 L-g'9G 円形 72 70 25 

1 器l体とO待収l 合四6 第 I地点: L -8G 円形 65 52 41 i器3点 2副都3地点 w . X -21G 布、'整備円形 (¥501) .. 55 I ~ -( 坑成部に小ピ 1 トI
(241 例1:I::-IQif:') 197 第 l地点 L -8G I'IWi 77 61 .15 ，-c 上器2点

198 第 I地点 L -9G 円形 61 田 J.I 

I曲第 1地点 L -9G 円形 39 34 26 器5 第3)也の X -23G 楠1'1形 86 I .17 14 111-( l器 2/¥ m略行剥片 2.'.'J.
2曲第 1地点 L -9G 円形

" " 19 担6 第3池山 X -24G 円形 122 (107) 56 D -C 坑底部に小ピ y ト5 i器 13... り
201 第 1地点 L -9G 円形 69 65 31 縦訓J'.I l!. 287 第3池点 X -24G 格円形 177 82 33 ー 坑底部に小ピ y トI
202 第 I地底 J -8' 9G 円形 79 I (46) &1 ー 坑f良部に小ピ7トl t器3点 却8 第3地点 ¥¥' -22G 円形 l曲 (92) 17 ー 坑車部に小ピット 2
203 第 1地点 J -9G 不段形 1曲 (35) .19 I - 坑1底部に小ピ7トl

却9 第3地内 X 剖G 円形 132 (114) 71 日掛C坑底部に小ピット H t器坦 ..... i 出線刷剥抗H剥I1点r 2点

S総{IN興la行点7.斧}I 点2副都 I地点 j 国 ィ、核形 102 55 (111) .-A 坑1底部に小ピ γ ト2 1:器5点 290 容13地h X -24G 不整繍1'1形 220 11耳目 ，15 I - 1器 l点 61:2点
291 第3地}.'.( X-23'24G 不整影 78 I 50 12 

却5 第 I地点 I 奴3 不望~If!円形 114 。3 98 ー 坑慌部に小ピ7トI 292 第3地点 X -15G 術円形 61 I .17 271m槽 A i置31.( 保 l点
206 第 1地" J -9G 締円形 同 47 {田) 目 A成底部に小ピプト l i畠』点 熊'!.l.¥

突{出来円郎慨影4にflJl If製{，斧 l点 293 都3地点 、，¥'-2-iG 178 131も 61 D -C 坑底部に小ピプト 7 土器3点
却7 第 I地点 I一奴3 不盤形 (70) 35 3-1 I - 抗底部に小ピ7トI (No.80) 

銀 l点
却第3地県 W -24G 思I~ff; 105 ~1 32 I H -C 坑底部lこ小ピット 9 土器3点

2曲第 1地" j 国 者、鉄円形 75 I 68 :i'!. 坑底部に小ピット I 四5 筋3池山 W-23'24G 円形 48 I .15 37 I - k器 3ll.
2曲第1地点 J' K -9G 円形 85 I 73 43 II!I-C 1:1諮7点 四6 第3地.'.'.i W -24G 円形 27 I 22 日
210 第 1地点 K -8G 術円形 124 72 44 1Jj[-A I:i器2点 機剥}¥.I l.i. 四7 第3地点 W -24G 術円形 28 I 20 13 坑底部に小ピット I
211 第 1地点 K-8'9G 1'1酔 48 1 43 52 29a 第3地点 w -24G 円形 30 I 25 10 
212 第 l地点 K -9G 円形 34 3:3 77 坑礎部に'1、ピ γ トl

M主([lN鰍暇o41116点片5) 2 点213 第 l地点 K -9G 円形 32 I 31 52 坑底部に小ピット l ~YJ 第3地点 X -15G 、々幣形 170 (117) 72 I n骨 E坑1良部に小ピット 22 k器8点
214 第 l地点 K -9G ィ、I!形 67 I 36 32 
215 第3地点 X -17G 隅九方形 l叩 85 " 

土器 i点 3凹第3地点 X -15G 1'1形 85 I 74 :JQ I -
2161 m-3地点 x. Y -17G 1'1形 104 (86) 10 301 筋3地点 X -15G 円形 80 I 79 14 I -
217 第 l地点 K-9'IOG 不骸形 132 出 26 I U -C 1器 2.... .! 却2 第3地内 X -15G 円形 97 I 92 24 I - 土器5内
218 第 I地点 K -IOG 隅丸長ÎjJf~ {叩) 45 23 却3 第3地点 y -15G 楕円形 57 I :J.I 13 I -
219 第 l地点 K-9'IOG 隅丸長J;形 開 62 29 I - t器3b 3制第3地内 Y -17G 円形 75 J 69 17 I U -C 上器5山 僚 1点
2叩第 l地白 K -IOG 繍円形 61 1 43 31 I -

上M僚片IIsに監l5cm 担l 第 I地白 K -IOG 円形 47 I 32 30 抽51m3地点 Y -16・17G 円形 (1田) (1田} 65 I U -F 多敏 大の多
2221 m: 1雄白 K -lOG 円形 31 盟 16 I - 傑剥 l点

2目第 l地点 K -IOG 縮円影 57 I 47 21 革路事3地点 C -4G 術円形 68 I 45 2唱ー
2剖務I地占 K -IOG 円形 28127 15 I -
盟5 第 I地点 K -lOG 締円形 1岨 56 26 1 - .滞状遺構一覧表

226 第 I地点 K -9G 円形 (42) 32 25 織機
227 第 i池a K -9G 円形 60 I 5-1 34 I - 遭 ()現111iI m 1 遺物
2田勝 l地点 K -9G 円形 32 I 30 12 1削地1， グリッド 形状 玄(J副復市元石倒

深き
時期l 2告将殴

229 第3地点 x . Y -18G 術円ff (119) (70) [80) n -c 坑庇郎に小ピ y 卜7 i 脇田市 出磁石剥Jj'2点
(m) 

号
1: !毒 石器1m) (m) 

国0 術3地点 x . Y -18G 布、鍍円形 (79) (70) 15 坑底部に小ピット l l:n3点
m{ Ng盤o石.11斧7)1 点後S住合 i 蛾l地l.( p. Q -9 11，状 (8，08) 1.44 0.48 V 尾古谷tの傾隣室挽肉に立地 m車n勾:憂

X-16下層t島J一-接 2 第 1地点 G骨 6.H' [-6・7 怒状 11.92 2.48 0.52 V 11ヨ没1;上の傾~;換点に立地
際剥片 l

3 1 ¥'11地点 日司 6.C -6・7 弧状 6.40 1.32 。曲 、 担没1;上の傾倒愛撫告に意地
231 第3地点 X. Y -18G 術円形 9! (49) 101 - 1:器4点 襟剥片 l点
232 節3地点 X. Y -18G 円形 77 '58) 11 I - 府側lこ小ピット l

233 繍3地点 W . X -18G ィ、盤形 173 109 107 目 EjJt11良部lこ小ピ 7ト2 i総221.i 思曜石剥片2点
国4 第3地!山 X -18G 術円形 同 68 19 開峨石石紋l点
235 鏑3地内 Y -18G 不整形 124 72 40 10-F. 坑，~郎に小ピット l i器 14l.{

坦61!i13地点 W'X-18G 円形 83 I 76 回目-E 貯抗旋政穴IIs。に小ピット 2 1:2:i-9白 機剥片 l点

百7 第3地点 Y -17G 円形 回(同} 13 10-E 1・.器 121.( 鼎磁石剥片l点
238 第3地点; x . Y -17G 円形 102 (描) 13 
Z裂9 節3池点 x. Y -17G 紛円ff 77155 5 
2岨筋3地点 Y -17G 円形 67 1 58 9 

保様剥器 1点

241 筋3地点 W-18'19G 柿円形 145 (lQ4) 却卜C!j(鹿部に小ピット 6 (お上4ES16t:5縫出合}チャ片ー2ト点剥片x -18・19G
際I点3点

2421 Id 3地点 X -17G 物円形 56133 " I'.~:f 6 ..... 1. m咽石~I片 l 点

243 錦3地点 X -16・I7G 円形 140 130 117 日一 F2Akに』史健的土より2約カ所50cm (1i67時!5とi縫d合l) 捌機機日剥4現石}点i剥1片点3 点

n
U
 

F
同

υ



別表E 遺物一覧表

[土器] 法ra(cm) 
itilt (，皿}

Itu:地点 吟It ((現(f.fij
同版岳ザ 畳録1I'il;- 器楠うr矧 [) 御正自白 illIl立 文銀分額

tlU地点 時代 (J :JJLUfti 
時閥医E;国版骨日 登録番号 器俺分鏑 () 似応偵 部{立 文様~t飢 調借地占 遺構 11ft 1反ff ~高

調作池山 遺情 時期市iiI 日係 rl{:f'f.: 裕'" ;) !主-21' 3.'i' 

術 l池山 1唆 I'L-18-1 略穴 l i ミ 深鉢 ((緑 1同 都2地点 5 tt PI.-19-2 
125.2山 327

日 C 3 i菜鉢 (282) (13.0) 10.2 日縁~夜 3縄
359 . 367 

町内 l池山 l型車 PI.-18-:? 竪穴3.， I ミ 1業鉢 u.~ (~ '1孟

""1地，; l上集 PL-18-3 (-iG-23 戸、 深鉢 IU~ 1ft 5住ー担3

寄11地点
部2地点 5ft PL-叩 -3

且
D -D 深鉢 [2.'i.O) 1.1..1 11.8 U緑~庇 l禄

l上集 f>L -UI-.I E-iG-25 、 漆鉢 u総 1栂

前 l地点 l-t:集 1'1.-18-5 E-7G-4 1、 深鉢 11緑 1除 5 (E 却2

初 1地点 31主 1'1. -18 -6 31主ー話 、 深鉢 日総 1伸 議2地点 五位 PL-訓】ー』
3却 334・393

D -D i深鉢 27.0 12.8 ).1.2 目録~底 3傾
397' 398 

t.'ll地J.'.¥ 62..1 1'1.-18-7 62 :1: -I 、 深鉢 I J~* 1ft 102.403 

都 1Ji1!収 11袋 I'L-18-8 F -8G 訴 A 深鉢 崩 i伸 5 U: -3.18 

""1地点 11集 1'1.-18-9 指l地内一括 、 深鉢 制 t穐 府2地，.'I 5(1; 1'1.-21-5 
.109' .110' 41! 

日Il 深鉢 2.u 1J.6 40.2 日縁~底 6樋
.115.420 

第 1地.'; 1"士 1'1.-18-10 1"土寸f; 主 i案鉢 !Il 1純 ?高

者11地点 1士銀 1'1.-18-11 F-7G-.t l ミ 漆鉢 脳 l柿 5 (!:.-.113' 
前2地点 51モ PI.-21-6 

ド101.-If; 
D-() l 深鉢 (18.8) (13.2) 口.{)..I:; 口縁~底 6傾

都 1地虫 1 j集 1'1.-18-12 D-;-G-22 品 深鉢 腕 l鰍

銚1地点 1笠 I'L司 1!l-13 略穴 I 、 5菜鉢 騨 l陣 容¥2抱山 51主 1'1.-21-7 5ft-408 D-[l l ?な鉢 12.2 (6.2) (19β) 口緑~底 6傾

第 i地点 1 J.:.集 PL -1!l-j.1 D -iG -19 I I A 深鉢 制 1ft 511:-.125 

続l地山
栴 2地点: 51主 PL-21-!l 

卜刷
D -C 3 探鉢 (26..1) 口縁 3樋

11集 PL-I!l-15 E守 iG-28 I I 有 深鉢 制 l検

都 l地，'j 1警 1'1. -18 -16 犠穴 5 ミ 深鉢 間 l怖 ;) 1主 365、
椛2地点 5住 1'1.-22-9 

X-I6Gド回
D -C 4 深鉢 14.1 (15.2) H縁~闘 3傾

街区 1地山 l.t_集 1'1. -18 -li D -iG -21 、 深鉢 制 1伺

'il1地内 110集 1'1.-18-18 E -8G --~.s A i案鉢 制 1持 第2地占 5住 1'1. -2'2 -10 51t-316 日 ι 3 深鉢 [23.8) <18.6) 日韓~萌 4種

'il1池山 11集 1'1.-18-19 日 7G..1;; I ミ 深鉢 嗣 i縄 51主-51'209
お2地点 ;; {t 1'1.-22-11 

353.3曲
D -( 3 深鉢 t!1.0) 思 3磁

3住ー怨
'il1地点 11:1民 1'1.-18-:!O 

都 i地点 lfi I I 、 深鉢 刷 1ft 

，:， 11: -161、
都 l地内 l-t:集 1'1.-18-21 F-iG-27 ミ i探鉢 臨 ". ~\ 2地内 51t 1'[，-22-12 X -16Gド刷、 D -l 3 深鉢 (32.6) (16.7) 口縁 4傾

!i11地点 11:集 1'1.-18-22 お】地点指 I ミ 1家鉢 脳 11+ 
Y -16G一括

筋1地内 11集 1'].-18-23 υ7G  -17 I 1 ミ 深鉢 E持 l怖 第 2j血J.'.¥ 五位 PI.-22-13 51主-.129 D -C 3 探鉢 (19.3) (12.6) 崩~成 4樋

者11地古 1繋 1'1.-18-2.1 司長八 6 ミ 深鉢 ;)f 1Iを 都 2地点 5 {t 1'1.-22-).1 5 It -118 D -C 3 8長鉢 :30.0) (5..1) 日縁 5降

都 l地点 l.t:_集 1'1.-)8-25 弟 l地点一鑑 I ミ iま鉢 制 l柿 511:-37・'"
'il2地山 51主 1'1.-2:1-)5 . :125 

D -C 3 深鉢 (17.6) Oi..1) 口総~聞 I樋
第 l地点 1土集 1'1.-18-26 E -8G一話 ミ 保鉢 制 lぬ

1ドー 77GG--826、ー4 
身、2地点 51主 1'1.-2:1-16 511:-211・317 日-])1 1 深鉢 (3.1..1) (17.-1) 日緑胴 3楠

第 l地点 1 J集 1'[.-18-27 2、 深鉢 .~ 111 
511: -19' 128 

第 l地点 1.1:集 P!.-1且-28 E -8G -16 I I A 深鉢 脳 l伺 都 2地点 5住 P[.-23-17 
137. 139・

0-DI 1 深鉢 桐
有孔I'lll

157 . 181 . 38.1 土器

m1地点 56 .t 1'1.-18-29 56上ー l ミ 深鉢 制 1帥 品月

都 l地占 5-11 PL-18-却 5-1土-1 l 、 深鉢 制 l伺 都2地点 5住 PI.-23-18 51主-33，' 3.13 Il-[J i案鉢 6.6 (8.6) 尉ド半~底 6穐

布陣 l池山 59土 PI. -18-31 59土 I l A 深鉢 刷 111 5 {l> 152・
携2地点 5 f.t PI.-23-19 

1詔'2:.'0
H-[) iを鉢 日 (8.01 闘下半~庭 6純

相 l池山 2illl 1'1.-18-32 2iR--1i'i 、 深鉢 関 1拘

前 l地市 3 ill Pl.-18-33 3i.""ti品 ミ 探鉢 制 l神 第 2地内 5 fl'_ 1'1.-23-20 511:-322.324 n -(" 1 深鉢 11.3 (18.5) 制~聡 6樋

者11地点 1 J:集 PI.← 18 -3.1 C -7G .1.5 1 jミ 深鉢 刷 l伸 511'.-，11.1 
品2地点 5 !-t PI.-23-21 

生孟
日-[)I 1 ;束縛 11.4 (20.3) 綱~底 6!t 

'il1地点 1土集 P!.-18-35 [)-，G-6 I 、 深鉢 制 1ft 

部1)也.'・ 1 :1.:集 PI.-18-3C! I】 7G-7 I 、 深鉢 刷 11+ 前2地点 51主 PI.-23-22 50:→ 326 日-Il 深鉢 (li.2) (5.0) 強志

部 l地点 1-1.:処 1'1.-18-3， D-8G-]2 I 1 え i菜鉢 制 I傾 号、2地内 51l: 1'1.-23-:!3 511'.-323 n -c 4 i烹鉢 16.4 <8.3< 底 6樋

2自1雄点 Lt集 1'1. -18-沼 D 以:;-1-1 I 1 ;、 i菜鉢 蹴 l樋 5 It.-18-1・2.13
~2 地お 51主 1'1.-23-2-1 3，.1. -F"" 

D -D i~鉢 〔却，) (11.2) 口語~駒 6俺
者11地点 1 t.集 PI.-18-39 0-以:;-15 1 1 ミ 深鉢 制 l鰍

'11 1 地~ l上集 PI.-18-.1O D -iG-却 I J、 深鉢 制 l偽 5f.t ~357.358 
局~2地点 5住 PI.-2.1-25 

ー31i3...Ui 日仁 3 1三鉢 相 3椅

'il1地点 I.i集 PL-18-41 D -8G -1" ミ 深鉢 問 i袖

'111地点 1 j集 PI.-18-.12 E-7G-3 ミ 深鉢 刷 1f唄 寄~2地点 5住 PI. -2.1司 265fE-361'372 日じ 3 i采鉢 周 3傾

，"1地点 1 J集 PI.-18-43 E-iG-2-1 I A 深鉢 周回 l同 割i';2地内 5 tt PI.-24-27 51主-210 日( 3 深鉢 腕 3鵠

第 l地内 11集 1'1. -18 -.1.1 ドー iG-6 、 深鉢 制 l純 '112地点 5住 1'1.-2-1-:描 5(主 366 D -C 3 探鉢 間 3樋

都 l地点 11:集 1'1.-18-.15 F -iG 寸長 ミ i菜鉢 制 I純 ~) 2地点 5住 PI.-2.1-29 Y -16G括 D -C 3 深鉢 問 3持

第 1地自 H -7G 1'1.-18-46 H -iG-fi1i ミ 2震鉢 制 11覗 者12地自 5佐 1'1.-2.1-却 51主一括 U-正 t震鉢 口縁

都 l地点 11-1【陥 1'1.-18-.li H -1国 a括 I 、 探鉢 制 l伺 '112地点 5住 PI. -2.1-31 Y守 16G..li兵 D -C 3 ?な鉢 口縁 1ft 

第 1地，'j ] -9G 1'1.-18-'18 1-gG-t，ti I ミ 深鉢 制 if'娘 1.fi2地点 5住 1'1.-24-:12 51.1'. -31自 D -C 3 深鉢 H緑 3楠

続 i地点 3 (干 P('-18-.19 31主箔 ミ 深鉢 刷 l帥 有12地点 5住 PL-2.1-33 slt_-70-124 日一 IJ l t震鉢 口縁 l椅

部 1地点 1t1長 P('-18-5O ，"1地点訴 I ミ 深鉢 刷 i姉 鋪2地点 51.t P!.-24-3.1 5ft-440 日-IJ l 深鉢 口縁 1ft 

省11地点 l上集 1'1.-18-51 部 1地虫ー括 I A 深鉢 制 1傾 都 2J色点 5住 PI.-2，1-35 511:曲 D -n i 深鉢 口縁 1倒

者11地点 1i集 PI.-18-52 穿11地点怒 I 1 探鉢 制 I伶 都 2地点 5住 1'1.-24-36 5 ft-tli D -D l 深鉢 日緑 1相

rdl地車 l上集 PI.-18-臼 事 I地点括 I ミ 深鉢 刷 1悼 司¥2地点 る住 1'1.-2-1-37 5 ft--1語 日一 υ l 深鉢 口縁 l姐

'il1旭点 1 i集 1'1.-18-臼 第 1地点一括 I ミ t案鉢 刷 1傾 M2地点 る住 1'1.-2.1 話 511:-36 D -D ， 深鉢 口縁 8樋

第 l地l( 1 -9G PI.-18-55 1 -9G -If; I A 深鉢 問 11<1 rd2地点 51ぞ 1'1.-24-39 ;) 11: -82 E日 DI 1 深鉢 頚 9槌

第 l地点 11:1民 PI.-18-56 錦 l地白一話 I 、 深鉢 制 2僧 総 2J地点 5住 PI.-2.1--I0 511:-82 D -1>1 1 深鉢 目録 1傾

D~t;G- 1O 1 1 
第 2Jt!!点 5住 PI.-2-1-.11 5伎 332 目。 1 深鉢 日縁 6樋

締 1地点 11集 PI.-18-57 ミ 深鉢 相 2鰍
第2地点 5 (を PL -2.1 -.12 51t-16'279 [) -D l 深多本 目録 7磁

!i11地内 11集 1'1.-18-詔 D 以:;-II I 1 A 漆鉢 刷 ヱ怖 者¥2地点 5住 PI.-2-1--I3 511:-128 U-IJ 深鉢 日縁

第 I地点 1 UI， 1'1.-18-59 D -8G -13 I 1 .A i菜jl. 尉 2符 第2地点 ，:， tt. PI.-25--t--t 5 ft. .tli U -c 3 i定鉢 口総 l権

'il1地点 11集 1'1.-18-回 都 l地点扱 I 生 1ま鉢 制 2降 第2地点 511: PI.-25--I5 5住舗 D -C 3 1票鉢 11緑 1種

第 l地li 1 1集 1'1.-18-61 第 1地点鍋 I 主 浪鉢 間 2穐 第2地点 5 (1: PI.-25--I6 x -16(; .M 0-c 深鉢 口総

C -8G ---~，ι 
第2地点 51.1: 1'1.-25-47 5 tt. -22 日 C 3 i業鉢 腕 2種

事 l地l.( 11集 PI.-18-62 
D-7G-9 

I 品 深1< 刷 2椅
第 2地点 511: PI.-25--18 5tt. .l.f; 日 C 3 深鉢 腕 -li~ 2種

抗 1地!日1 11集 1'1.-18-63 D-iG-8 1 1 A 深鉢 制 2傾 第 2地点 511: 1'1.-25-49 5住-129 n-( 3 深鉢 嗣 2種

第 l地点 11 自民 PL-18-6-I E-iG-2 A 探鉢 制 2樋 51主ー 10・I'l?
続2地点 51主 PI.-25-却 12.1 

0-( 3 fほ鉢 11緑 3種
第 l地点 11 自民 1'L-18-65 E-7G-5 1 今、 深鉢 制 2純

務 l地点 I“9G I'L-18-師 1 -9G ..1. I A i京鉢 制 2栂 第 2地点 51主 PL-25-51 5 tt. -39 n -( 3 i案外 11緑 3種

第 1地点 11集 1'1.-18-67 D -7G -18 1 r λ i束鉢 刷 2栂 第 2地...'.( 5 {I: PL-25-52 511:ー158 n -( 3 課外 制 3償

第 l地点 1 J 集 1'1. -18 曲 H -7G 寸高 I A 1寝鉢 ~~ 2倣 都 2地，'， 51長 [>L-25-53 51主 If; n -( 3 1案鉢 朋 3極

前 l地点 3伐 PI.-18-69 3住州 I B 探鉢 自同 型住#dζ 第 2地点 51i PL-25-54 i' -15G .M n -( 3 深鉢 腕 3種

前 l地点 31主 I'L-18-70 3佳話 1 B f事鉢 刷 燃4祭文 第2地点 51主 1'1.-25-55 5{!:-269 日 C 3 深鉢 間 3種

第 I地l.¥ 1 -9G PL-18-71 1 -9G 訴 1 B f沼鉢 明 思，#;う正 第2地点 51主 PL-25 話 Y 苧 16G '!li n -( 3 i葉鉢 闘ー際 3種

5住-39ト394
第2地点 51.1:. PI.-25-57 5住話 D -C 3 援鉢 問 3径

部2地点 邑住 I'L-19-1 . J田・ '01・ n -( 4 深鉢 [29.01 16.4 (-17.8) 口緑色，~ l栂 第 2地，'; 51生 PL-25-詔 5佐-1-16 n -( 3 深鉢 圃 3種
4却訴

第2旭市 5佳 PI.-25←5915住← 363 0-( 3 f探鉢 問 3穫

唱

E
A

F
h
d
 



別表E 遺物一覧表

法Iit(cm) 法量 (cm)

文微分額 l
/lU地点 時代 () 現存傭 111七地点 時代 () 現有偵

図版a昨今 !I.U爵り 2き純分飢 () 縦元値 自己I~ 文線分類 関版1f;:-}J' !I.l，会1}り 器伺う1ft凱 () 復元錨 総fit.

調査E地点 温情 民五J\1'l:~ 1I!f. 底t差 器商 調査地点 追綱 時湖沼五 1-11聖 成世 器商

第2地点 51E PL-25-曲 X -16G f回 11-(1 3 深鉢 倒 3種 第2地点 5{l: PL-盟-130Y -16G -.tli D -EI ¥. 深鉢 制

m2総点 51' PL-25-61 51t-曲ー3日 11-(1 3 深鉢 周-11長 3極 第2地l.i 51主 PL-詔一131Y -I伍 IIi D -EI ¥' 深鉢 四

第2地点 5f1: PL-25-62 5 fl: -.125 11-(1 3 深鉢 制 3種 第2地!凸 5住 PL-却-132Y -16G --11i 11-EI ¥' i菜鉢 闘

第2池内 51主 PL-25-63 511:-320 n -(1 3 深鉢 闘 3観 第2地点 51主 PL-zg-133 5住-32 n -FI 4 :ヌ鉢 日~

鯵2池山 51主 PL-25-&t Y -16G ，t，r; n -(1 3 i漂鉢 刷 3傾 第2地点 5住 PL-28-1剖 51主-1，¥ 11-FI 4 深鉢 口融

m2地点 511 PL-25-65 5It--!! n -(1 3 深鉢 制 3穫 第2地点 5 ft PL-28-135 Y -16G一括 日-FI 4 深鉢 11緑

m2地点 5fl: PL-25一価 51， -1.1 n -(1 3 深鉢 綱 3極 第2地点 5住 PL-zg-136 51主 It. n -FI .1 深鉢 口健

m2地点 5住 PL-25-6i 5(1:-426 日-(1 3 海鉢 間 3種 第2勉点 5住 PL-盟-1375佐一絡 11-Fl 4 i深鉢 倒

第2地点 5H: PL-25-同 5U .fli D -CI 4 ?な鉢 周 3種 第2地点 51主 PL-詔-138y -16G悟 11-FI 4 iほ鉢 間

怨2地内 5住 PL-25-69 51ト同 D -CI 4 2事鉢 回 3種 第2地点 5住 PL-zg-)却 5住一級 11-FI -1 il!鉢 間

第2地点 51' PL-25-iO 5 (1: -176 11-CI 4 深鉢 胤 3樋 第2地点 51， PL-却-14051t -11i 日-FI 4 f事鉢 開

第2地点 51主 PL-25-71 511 綿 11-CI 3 i宋鉢 制 3禄 第2地点 51t PL-28-141 X -16G .~'~ 11-FI 4 深鉢 刷

第2地!日』 51主 PL-25-i2 5(1:-229 11-CI 3 深鉢 胤 3種 第2地点 51主 PL-28-142 5 {十→錦 D -FI 4 I寝鉢 腕

第2地.'.'.{ 5!t PL-25-73 5住-.136 n -CI 3 深鉢 倒 3額 第2地点 5住 PL一国-143Y -16G ，t，品 D -FI 4 i寝鉢 捌

第2地点 51生 PL-25-74 51主-1.1 11-(1 3 f深鉢 周 3組 Y -16・liG
日韓第2地点 5住 PL-zg-l44 

'孟
1iI-.. ~ I U 深鉢

第2地点 51t PL-25-7S 51!: .tli 目宇 (1 3 i探鉢 闘 3銭

第2地点 5住 PL-25-76 511:-378 11-CI 3 f深鉢 回 3極 第2地点 51t PL-zg-145 y-同G-11i m-:¥1 1 深鉢 11緑

第2地点 51主 PL-25-7i 511:-.129 D -(1 3 i探鉢 国 3極 第2地点 51主 PL-28-146 51主-1，¥ m-AI 1 海S本 口総

第2地点 5住 PL-25-78 5H:-166 日-CI 3 i策鉢 刷 3極 x' y -J5G 
第2地点 5住 PL一国-147

一括
国-AI 1 深鉢 11隊

第2地点 511: PL-26-79 
511'四432.

11-CI 4 i漂鉢 m 1種
ド脳 M 

第2地内 51主 PL-28-148 
x， y -15G 

目-AI r i宮鉢 IJ悼
-l.f; 

!il2地点 5住 PL-出ー曲
51t-150・

n -CI ""' i漂鉢 胴 1随
231 !il2地点 5住 PL-28-149 y-同G-11i 1iI-，-¥1 I f葉鉢 回

5(1:-398・ 第2地.<#. 5 t!: PL-28-150 Y -16G .f;1i 1iI-AI 1 i探鉢 回

第2地内 511 PL-却-81
439・下駒

n -CI ，1 i探鉢 脚 1鶴 第2地点 511 PL-28-151 y -1回 -M rn-AI 1 様鉢 闘折、 305I 
l，f; 第2地点 51主 PL-28-152 Y -16G 'l.f; liI -AI 1 深鉢 刷

50; -柄、 第2地点 511 PL-28-153 5 {I:-，Ui m -A u 深鉢 LI線
第2地点。 51t PL-26-82 

x -16G --lIi 
n -c 3 深鉢 嗣 4組

第2地点 511 PL-28-154 5 !主一線 m -A E i~鉢 田

第2地点 5 l' PL-羽一回 51， --11i n-c 3 探鉢 制 4極 第2J<!!点 51t PL-甜ー日551， -11i m -A u 深鉢 回

第2地点 511 PL-26-制 S{1:-232 E←C 3 深鉢 刷 4極 第2地点 51t PL-28-156 5It---11i m-A 日 探鉢 間

第2地点 51t PL-26-85 X一日Gflol n-( 3 深鉢 E視 4値 第2地点 51t PL-28-IS7 51佐一級 目-A E P草鉢 制

第2地l.i. 5!E PL-26-師 51主イA n-( 3 iま鉢 rut 5極 第2地点 5住 PL却ーI詔 5住-11 回一c 2 深鉢 H線

自信2地点 51主 PL-26-87 5 ft 'M n -( i東鉢 胸 務2地点。 5 tt PL-28-159 51t -1，¥ 深鉢 成

第2地点 51t PL-26-88 5 I主 29 n -( i零鉢 腕 第2地点 5住 PL-28-1曲 Y -16G一括 i票鉢 庇

第2地点 51t PL-26-89 5(1;-362 D -DI I 1末鉢 口融 i種 悠2地点 51主 PL-zg-161 Y -16G 指 i震鉢 成

第2地点 5 tl: PL-26-叩 5 ft -81 日-01 1 I湘鉢 11総 1極 第2凪凸 S伎 PL-28-162 5佐一級 i事鉢 I，~ 

第2地内 sU; PL-26-91 5 {t. -58 D -DI I i探鉢 口健 l祖 Sfi-331・
第2地点 51生 PL-29-163 --11i D -01 1 小周回 15$ 5及。 10.4 11緯~底 2種

犠2地点 5住 PL-26-虫 S{I:-205 D -01 1 i探鉢 11緑 1径

第2地内 511: PL-26-93 x -16G 下回 自-01 I f零鉢 問 1鍾 第2地点 5住 PL-掴ー1645 {I:_ -107 H 小月限!ilL (口] (5.4) 口~-鴎 .;札
m21極点 51， PL-26-94 5 Il: -126 日 D 3 深鉢 11線 3被 第2地点 511 PL-29-165 5(1;-345 n -DI 1 小刻 8'< 丘6 11.6 u鰍-，t 2縄

第2地点 51主 PL-26-95 51主綿 日一 D 3 i翠鉢 明 3種 第2地点 51主 PL-29-I66 511: -407 H 小刻 10.3 52 11.0 1]~-4l: 

筋2地点 511 PL-26-岨 51主司 92 日一 D 3 深鉢 制 3種 第2泡点 5住 PL-29-167 51主-4同 。-( 小'IHi1Li1l付 6.6 '_6 9.4 "線-lir:，
第2地点 511 PL-26-97 5 !tー136 0-0 3 深鉢 周 3種

5 (t. --113‘ 
第2地点 51主 PL-却-985f1;-28 n -0 3 探鉢 腕 3極 第2地点 5f1; PL-却一l回 X'Y-I5G H 小売却 92 52 120 LI緑-I)l

m2抱 • .， 5住 PL-26-四 5f1;ー綿 n -0 3 t事鉢 開 3種
描

!il2地点 5住 PL-27-1同 511;-117 n-D 3 I寝鉢 闘 3紐 第2地点 st生 PL-盟ーI曲 51主-251 H ミニチュア 5.6 .2 6$ 目録-b);

第2地点 51主 PL-27-101 5 ftー142 n -D I ?翠鉢 胴-/，); 511;-X -16G 第2地点 51主 PL一盟一170
一括

H ミニチュ7 (5.2J (3.8) 3.6 n繰~成第2地点 51主 PL-27-102 51主flll n -0 l 探鉢 刷-，t

第Z地点 511' PL-27-103 5U:-385 日-01 I i濃鉢 "緑 i組 続2地点 5住 PL一四-1715tl:-242 1-( '1、m 9.0 九段 5_0 11縁~底

第2地点 51ぞ PL-27→104 51主r-1Il 0-0 3 深鉢 口線 10磁 51.1:-155 第2地点 5住 PL-盟寸72
169 

H 小司回 8B 九底 4.1 n緯~底
第2地点 51長 PL-27-1田 51主一司 紙 n -D l 深鉢 U緑 7値

携2地点 61主 PL-3Q-1 61， -1 n -E W 深鉢 目録

第2地点 51t PL-27-1師 sfl:.一級 n -D l 探鉢 倒 2盤 第2J<!!点 6住 PL 却 -2 6住ー 7 n-E w 深鉢 腕

悠2地点 51主 PL-27-107 51主縞 n -0 3 f東鉢 鵬 10極 第2地点 6住 PL-30-3 61を-3・ t1i n -E w 深鉢 胴

511:-101・
第2地点 61i PL-30-4 611' -5 0-E rv 1ヌ鉢 8.2 (10.1) 認忠

第2地点 51主 PL-27-108 103・267 日-01 I 深鉢 日総~闇 6軒I
186土ー錦町Y -¥6G J:1Il 
2叩 1:-1，司

場I地山 186 :1 PL-却 -1 J -8・9G‘ m-B i~鉢 (18.2) (7.8) 目線~倒
悠2地点 5!E PL-27-1曲 511ー担8 n -D l 1探鉢 円繰-l'JI 6種 K-7・8'9G、

1112地点 51生 PL-27-J10 Y -I5G -11i n -D 探鉢 刷 L-8G、P-8G

第2地点 51主 PL-27-111 5f1:-63 n-G D並行 深鉢 n緑 2四 j:ー卜!il3地点 229士 PL-30-2 
一話

n-( 3 深鉢 [26.8) H総~闘 3彼
第2地点 5住 PL-2i-1I2 51t -1，¥ D -A 3 深鉢 日韓 角押文

第2地点 5 U， PL-27-1l3 5(t-214'241 日-B 2 ?部鉢 捌 2種

節2地点 5住 1'1.-27-114 Y -16G-鈴 n -BI I i来鉢 1穐
241土ー 1. 7・

綱 241・ 8' 11 一括、
第3地点

2白土
PL-30-3 

284土 3-4・
n-c 3 i支鉢 [28.2) (11.2) (14.4) 日総~成 3稲1Il2地点 5住 PL-27-115 5住-84・94 ll-H ( ~.行 深鉢 日総 謹帯状文

5' 7 
第2地点 5佐 PL-27-116 5住一括 D -EI J 探鉢 目録

第2地点 5住 PL-27-117 5住ー括 日 EI 1 深鉢 回 第3地点 243土 PL-30-4 243-t:-18 D -F 4 il'鉢 [17.3) 底

5性一 53・剖 245土-12' m2地点 S住 PL-27-1I8 
'86' .t，昂

11-EI 1 i深鉢 間~底 13' 14・15- 加材相IJEtた術3地点 245士 PL-却-5
16' 21・24・

11-E w 深鉢 [却'2) (17.8) 口雄~胴
彫智

Y -17G 括、 J舗
第2地点 5住 PL-28-119 

2991: -I/i 
日-E E 深鉢 閥

245土-2'3・9・
術2地点 5住 PL-28-120 51会ー括 日-E w 深鉢 口 第3地点 245土 PL-30-6 10' 18'却 11-E W 深鉢 (21.4) (lO.8) 口縁~脱

加首相JE (1) 

25' 26 一括 鼠2慢
!il2地li 5住 PL-却ー1215伎一話 n -E W 深鉢 口

第2地点 5住 PL-盟叶225住街 n -E W 深鉢 鴎 剖5土-23‘
続3地点 245土 PL-30-7 

246土括
11-E 深鉢 M (3.7) 6主

鯵2地点 5住 PL-圏一日35位一級 n -E w S零鉢 周

犠2地点 S住 PL-却-1245住-1. n -E W 深鉢 関 2&1土-3.4 !il3地点 担4士 PL-30-8 
10.12 

n-c 3 t漂鉢 [18.8) (19.8) 口線~腕 6純
第2治点 5住 PL-28“ 125 5It-l;I D -E V 深鉢 目再

第2地点 5住 PL-28-126 5位指 D -E V 深鉢 原 第3地点 描θ土 PL-30-9 289土一括 n -c 探鉢 日緑

前2地点 5住 PL“ 28-127 51佐!;I 11 -E V i票鉢 厩 鱗1地点 開土 PL -31四¥0国土ー I n -B 2 深鉢 口線 3側

第2地点 S住 PL-28-lzg Y -16G一括 D -E V 深鉢 腕 m1地点 93土 PL-31-1l 93土括 E骨 BI 1 i菜鉢 胸 1他

!il2地虫 5住 PL-坦ー129Y -1届 -1;1 n -E V S震鉢 闘 第l地点 101土 PL-31-12 ¥01土一括 e-A L' 深鉢 」
踊

つ白
戸

h
u



別表H 遺物一貫表

W!a (crn) i!i且(Cm)
11¥:1地li 時代 ():J見作{自 I!¥! 地内 時代 () :現if!自

I刻版脅1]" 笠録.-1;' 2多純分矧 ()偽lit仰 筒{改 文微分額 同}似借り 使録番号 器個分銅 ():I足元日{ I.H立 文線分額

調査地点 遺構 協石市百 Llff Ilit.lf.: ! ~性向 調i¥'地内 温情 市wi伝言 CIHi lI''!:i翌 器高

il¥1地点 116 :t I'L-31-13 1I6上一括 n ~ c 探鉢 (I~ 都3地点 川51 1'1.-:13-83 y -16G一括 n -F 4 深鉢 口縁

第l地点 127 I PL-31-}.l 127土台話 日~ D 5宋鉢 刷 3ft 第3地点 305 ! I'L-33-&1 30ちIc約 1I-F 4 深鉢 口縁

第 l地点 l田 i PL-31-15 128士括 n~c 深鉢 制 第3地点 初ち! 1'1. -:l:l-8.') Y -16G--括 n ~ F 4 1零鉢 日縁

lill地自 13-11 PL-3)-16 13-1土話 n ~ E R 海鉢 間 30S _1". -2-19 
第3地内 3田 i 1'1.-33-凪 n ~ F 4 深鉢 口縁

第 l地主 1謁土 PL-3)-17 135土括 ，~ c 深鉢 刷 1.1 

第 1地凸. l話 I PL-31-18 156土括 阻 B 1 ?案鉢 割 却-5_I-. -255 
第3J色.'i 筑前 i 1'1.-33-87 H -F 4 深鉢 属

第 i地点 157 -， PL-31-)9 157士括 n ~ c 3 1な鉢 観 2降 256 

第 1勉..... ¥ 159上 PL-31 却 159土'括 D -E R 深鉢 11縁 第3J也山 ヨ沿 i 1'1. -33 酪 51主 q n ~ F 4 t寝鉢 厨

第 1地主 l臼 t PL-31-21 16-1 i:-2 自主 I i躍鉢 聞 5 (1:一緒
都3地f・" 刻忘! I'L-:-I.1-89 n ~ F 4 深" 綱

第 1;砲点 166 .t I'L-31-22 166土括 n ~ E R 深鉢 闘 Y -16G一括

第 i縫点 167 -1 PL-31世 23 167:1: -Ui ill-"¥ i 深鉢 捌 第3j&.'.'，;. 双お! 1'1.-:1:1-問 5 O. 名号 n ~ F 4 深鉢 腕

第卜2 167 
PL-31・24

167 -2-13:1二 n ~ E 

" i漂鉢 嗣 5住 7-10-
地点 243 '1 経

第3池山 現}号 i 1'1.-33-91 191 -2.18 日 F 4 i菜鉢 扇

第 l地内 187 J 1'1.-31-25 187土一括 D -E R 深鉢 鵬
262 -267 

第 l地，'( 197 1 PL-31-26 197.t一括 n ~ c 深鉢 聞 第3地点 加51 I'L-33-92 Y -15G 指 n ~ F 4 i菜鉢 扇

第 1地内 忽16i PL -3卜訂 206土括 111-:¥1 1 深鉢 自同 第3地点 ;附 1 1'1.-:l:l-93 5 ft -2曲 n ~ F 4 漆鉢 周

第 1地li 210 1: PL-31-28 210 J:'--U; 盟主 l 深外 LlU: 第3地，'i 却51 I'L -:13 -9.1 抽'5-1". -24，J n ~ F 4 深鉢 掴

lill地虫 210 1: PL-31-盟 210士一括 !il.-..¥I 1 i毘鉢 明 5(1:-2-3-
お3地内 3051 1'1.-3.1-95 E← F 4 深鉢 厨

第3地出 229.t PL-31-30 229土-5 D -C i深鉢 問 15 

lil3抱点 229 '1 PL骨 31-31 229士一話 D -C ;誌鉢 明 都3地山 3051 PL 羽ー同 Y -16G -tli n ~ F 4 i菜鉢 間

第3地点 2291' PL-31-32 2坦 t--1 n~C ヨ震鉢 闘
3 ft -1‘2・

第3抱点 坦3I PL-31-33 233土筏 n ~ E n ;葉鉢 院 帯 l地点 3f1 I'L-.I!I-I 3' -1 -6 -7- 民 10師路盤 (7.0J E話~庭

事3地点 坦3上 1'1.-31-3-1 233土ー括 11-EI ¥ 深鉢 間
8・9.23

第3地点 盟S土 PI.-31-35 235士一話 ，~ E 深鉢 肱
3 fl-5・10

第3地点 2お士 1'1.-31-36 担5土犯 n ~ E 、 深鉢 鴎 第 l地点 31主 PL -4!1-2 .1I・ 12'13 民 土師器小想電話 8.8 (6..11 11縁~周

第3地点 国61 1'1.-31-37 2.16:1指 ， ~ E 

" i友鉢 制
出1.30' 31 

第3地点 自7上 PL値 31-38 237 :1一括 1I-E 、t 深鉢 制
311: -13・16

il¥3地点 2.11:1 I'L-31-39 2.111て寸品 日 C 3 深鉢 日締 3附 第 l地内 :1 {~_ 1'1.-.19-3 . li -18 -26 民 士郎器商" (18，3) (1l.0) 口縁~脚

lil3地点 241土 PL-31-40 241土-5 ，~ c 3 i葉鉢 刷 3栂 "" 
第3地点 241 I 1'1.-31-41 2.11 I 係 n -(1 3 i葉鉢 闘 3傾 第 l地白 3 (~_ 1'1. -，19 -.1 J -8G .11i " 上師器~同 [22.0) (.1.-1) 口縁~勾;

第3地l.i 241 '1". 1'1.-31-.12 241土-， n -CI 3 i菜鉢 制 3楠 第 l地点 :l{1 1'1.-.19-5 3伐一括 民 士郎祷尚勾: lf 

第3池lf， 241 _I PL-31-43 2.11 :1:括 1I -(1 3 t震鉢 刷 31噴 都 1I也点 :J{I 1'1. -，]9 -6 3 f1: -15 n 上師器r哲郎 12.2 (10.1) 脚

第3地点 2.U -t-: PL骨 31--14 2-11 :tて一括 日 CI 3 深鉢 制 3傾 第 l抱li 311 I'L -，19 -7 311: -14 ， 士師醤4指向: 1-12 (2.m 関

事3地向 2，11 j 1'1.-31-45 2-11上 9 11-(1 3 深鉢 制 明l地点 l(t. 1'(.-.19-1 111:--15 、~，~投手 上陶器杯 13.6 5，.] 43 口縁~底 出話路え
第3地li 2.11 1: 1'1.-31--16 2-11-t. .M 11-(1 3 深鉢 日総 第 1地li. 1ft ドL-，m-2 111: --16 ¥- 19宣陪t宇 士師器何 I3s 5.2 4.6 11縁~底 F長老Z昌三

2.13 :1: -13 . 
1 It -3-1' 話ー

lil3勉.#. 2-13 J I'L-31-47 1.1 
H -FI 4 深外 11緑 1ftカマドー

第 1地点 If， PL-.19-:~ 
.17'54'67 、~:ti出手 l闘器量 〔盟9) (2-1，0) 口縁~周 甲斐翌

第3雄l.¥ 2-13上 I'L-31--I8 243土-10 H -FI -1 深鉢 II~~ 
68 . 71 . 72 
7-1'75'76 

2-13土 12 78・ 1.1
第3地点 243 -1 I'L-31-49 

21 
E晶 FI -1 i表鉢 U緑

111: -26' 35‘ 

第3地点 243 .! I'L-31-5O 剖3J:-.指 日 ~E 民 }案鉢 制 1ftカマドー
第!地，'i 1 n. 1'1.-49 -.] 51 . 53 . 55 V 19世蹴T 上師路建 28.3 (20，.1) 口縁~桐 甲斐型

続3地点 245，1 I'L-31-51 2-15ょ;占 U -EI ¥ 深鉢 [[総 63'69'77 

第3地点 245 J I'L-31-52 245:1: -1 [[ -EI ¥ i東鉢 刷
79・割).82 

2.19.1: -2' 
11~-22'23、

第3地点 249 .， I'L-31-53 1I-(1 3 深鉢 樹 2拘 第 1I也/.'i 11主 PL-.Jf)-fi 1ftカマドー V 19~'雌字 ゴ師器!I! [却6) (20.7) U縁~腕 甲斐塑
10・一指 62 

第3地点 249.t: 1'1. -32・5-12.19土ー 18 ，~ E R 下震鉢 11縁 都 l地点 111 ドL-49-6 I f~ -20 . 31 V 19皇紀植字 i師協!I! (26.8) (7.0) [[縁~腕 甲斐型

第3地点 2-19 j 1'1.-32-55 2-19 :1: -2-1 日目 CI 3 漂鉢 間 2純 I (~- 2-1・，"，11し
第 l地内 1 n. PL-4f!-7 1(1:カ7 ドー 、白貴紀最手 j師16史 9.0 (92) 属~ほ 甲斐塑

第3池山 249 _1 1'1.-32-56 2，19土-2'1 11-CI 3 深鉢 制 2純
" 

第3地点 249上 I'L-32-57 2.19土-16 n -C 1 3 深鉢 樹 2何 I It. -42' 60 
相 l地点 Ilt 1'1.""49-8 61 

、.表記盆字 須息器!I! 転矧使

第3地i山 2-19 I I'L-32-58 
2-19:1:-21' n -(1 3 探鉢 ~ 2鍬
1.1 IIt- '1，品、

第 l地点 1(1: 1'1.→日]ー l .lltカマドー 、。治資手 土師協杯 (152) (10.0) 9s 日縁~底 信州系

249 _1 I'L-32-59 
2.]9t-20' 

，~ c 3 i菜鉢 尉 2栂
6' 15 

第3地点
経 第 l地点 111 1'1.-50-2 ，1(1:-3'4'5 Y 聖紀雄主 1師器勾: (15.3) (6.3) 5，9 日緯~底 長舟品l!!"

第3地点 249i PL-32-曲 2.19:1: -5 [[ -(1 3 海外 刷 2微 第 l地.'，'，i， 411 1'1.-50-3 .lIt -1，¥ V 置紀後半 k師器削 (13.0) (5.2) 日縁~腕 信州系内黒

第3地点 249 _j 1'1.-32-61 2.]9上-14 n ~ E 、 深鉢 開 .111カ7 ドー
(l0.6J (5，2) 11縁~底第 1地!.'，i 11七 1'1.-50-.] 

19' 21 
V 暗記酔 土師~杯 3.8 

第3地点 249 " PL-32-62 249 J:ーl E 深鉢 刷

249.1: -1] 第 1地点 411 1'1.-50-5 ，1 fI: -19 v !9!t.l!/唯干 須邸器勾: (9.0) (3.2) 居契 高台付杯

第3地点 249 'J I'L-32-63 11-CI 3 深鉢 制 2柿
12' 15 一日 第 l地点 111 PL-日)-6 1ft pit5一括 ¥' !9!.掛字 i師器均: (l5.1J (-1，6) 口縁嫡

第 l地点 273 -t: I'L -32ーら12i3士一橋 ffi-:¥I 1 深鉢 制 都 l地点 111 I'L -引)-7 -1 ft -10 V 19理組I! 土師器!I! (24，7J (5.5) 日縁~綱 甲斐塑

第 l地点 甜1J 1'1.-32-65 281 :1:-'話 ，~ c 深鉢 目線 第 i地点 ，111 I'L -;)() -8 ，] 11:.. 12 V !9盟併 』師器聾 9，2 (己91 底 甲斐型

第3地点 盟21: 1'1.-32-品 2821:-tli E一仁 3 i京鉢 闘 3袖 .Ifl:カマド
第 1地点 1(1: 1'1.-却-9 5' 10. 、。配軒 土""器量 口縁~岡 甲斐澄

第3地点 2剖土 1'1.-32-67 耳 J-t-1 ，-c 3 tま鉢 日総 II布 pit5 -2 

指3地車 器4土 1'1.-32-凪
284-1'.-~'3 

，~ c 3 深鉢 制 2ft 第 l地点 11佐 PL-抽ー 10 
-Itlカマドー ¥' 19量制手 1:1諦器受 間 '1'斐型

ー6. .1.¥ 1，1'却描

出 l司 5. -1ftカマドー ¥. 19貴闘t l陶器隻 間 E炉建型
11・13'J.1 第 l地点 4ft: PL-却 -11 23・2.1

第3地点 坦4土 I'L-32-曲
1.1‘ 

包仁 3 深鉢 周 2傾

249 _t 括 il¥1地点 lfi降 PL-却 l 1 iR-f，1i ¥. 19世紀島平 須，'f.器保 (12.0) (2.6) 口総~醐

1，113雄点 思4土 1'1.-32-70 話4J: .1.1 ，~ c 3 ?事鉢 間 5怜 第 l地自 1 ì~ PL 田 2 l講一鍋 ¥. 19骨組作 勾1忠器受 (17，9) ¥2.7) Il縁

第3地点 招S土 PI.-32-71 盟5-1: .l，f; ，~ c 深鉢 "*" J -RG ~I，品、

前3地点 団6:t PI.-32-72 286 1:"l，I; D -C i案鉢 制 総 i地点
J -8G 
PL-虫'-1 K-9G-M. w 1:1加2参道 (6.6) (5.2) 劇

K -9G p -8G .M 
第3地点 289:1 PL-32-73 箆現910.1吊 n -C 1 ，] 深鉢 UU: 6伶

省内3地点 289土 PL-32-74 盟，9-1 紙 n -FI ，1 :京鉢 刷 術 1I也}.'1. K -8G PL 却 -2 K -8G ._.l，I; " 
t飾器受 (16.0) (3.8) 11縁

1，113地点 詔引91 PL-32-75 盟9)0.1.1 n -FI .1 深鉢 劇 前1地点 1 -10Ci PL-田 -3 1 -IOG-l，f; ¥" 19世紀見f 郷思器勾: (11.8) {2.8) 口総~胴

第3地点 292土 PL← 32 -76 292 -1". -1 1iI-:¥1 I ;京鉢 制 1，111地点 L ~ 8G PL 田 -.1 1.-8G-!占 、，~記掩手 須m器主不 (12s] (3.4) 口総~制

il¥3地点 拍'3j PL-32-i7 2931: .M 日ード 4 深鉢 馴 映Ul来高等学校 峡iヒ良来高等
収蔵資将

PI.-5J-I 
学校収穫資約

四 ミニチュ 7 3s 26 43 口縁ー-~誕 有孔土器

容13池古 293土 PL-32-78 293土一括 Bーに i菜鉢 I1緑

寄港3地，g_ 2由主 I'L-32-i9 虫剤 1:-I 11-1: 、 i京鉢 間 自免Aヒa来高等学佼 被，t!'l業高等 手づくね

収峰資れ
PL-51-2 

学佼収画定資科
回 ミニチュ7 4.0 4s 6.4 口線~峰

土器
都3地点 3但土 PI.-32一回 302 1 級 i 2な鉢 11緑

第3地占 305土 PL-33-81 5住-13' 1-1 11 -FI -1 深鉢 [î~ .~，ヒ民業高等学校 岐，t!U高等
収0¥資斜

PL-51-3 
学校収録資約

1iI-_l. E 小型 52 (6.3) 制~底 2槌
第3抱点 305土 PL-33-82 5住-却 11-FI "' 深鉢 "*" 

qo 
F
H
U
 



別表E 遺物一覧表

iJi由化m) 法世 (cm)

出土地点 時限 ():J]!作依 111.1地点 時R 日現存曲
回板番号 畳姐脅サ 器組分観 ()目慨元銚 郎Ia. 文線分銅 回阪iII'句 銀録骨号 器随分額 () 復元値 lIiI位 宜微分鏑

調査地点 Ii!If11 院wdlltlll 口佳 腿t手 器商 調農地点| 週隅 時間宿高 口径底僅器商

餓北畠車高等学校
PL-51-4 

雌北島章高等 o I~'観守 il!鉢 創
峡北且泉南甲山許俊 PL-副-44

棋~t血症高等 n-E v 1署鉢 口融
収穫費斜 学校眠iII!資科 戸田自 収礎資斜 学校収蔵資科

醜北畠業高等学俊
PL-51-5 

融~t且穂高等 n-c 1-2 探鉢 日韓 4細
映北畠寮"等学佼 PL-54-45 

餓北且業高等
目-E v 線鉢 日韓

眠怠資斜 学後収蔵習を特 収貨資料 学校収蔵資将

暁.t且察高等学後
PL-51-6 

醜北島家高等 n-c 1-2 E震鉢 刷 4抽
映北且軍高等学校 PL-54-46 

雌~tCl霊商事 n-E v 探鉢 倒
収穫資斜 学佼収底資斜 収嵐官制 '1-佼収益習を科

映41:1:111高等学後
PL-51-7 

峡4ヒ且衆衛等 n-c 3 濡鉢 醐 5Nl 
陪北島察t!噂学校

PL-54-47 
踊~tCl察高等 n-E 、， 漂鉢 回

収蔵資斜 学校皿鑑資斜 収践鷲斜 '?-後収穫習を斜

醜，tCl察商事学俊 PL-51-8 
雌北畠重荷事 n-c 3 il!鉢 刷 3純

醜~tll察高等学後 PL-54-48 醜Jtll業高等 n-E v 海鉢 周
収経費粍 学校収縫習を科 収底資斜 '1-佼収穫資事ヰ

峡北島章高等学校 PL-51-9 映Jt且業高等 n-c 3 il!鉢 聞 3倫
映JtCl来禽等学校

PL-臼 -'9
峡北畠察高等 n-F. ¥"1与" t種鉢 回線

皿留資科 争後収露軍習を科 収蔵資終 争後収量量資斜

映，t且軍高等学校
P1.-51-1O 

院北且lI!高等 n -c 3 1事鉢 間 3純
餓北畠軍高等学佼 PL-副ー却 銚北島君尚等 n-E ¥'1冬" S震鉢 目線

収穫貸手ヰ 学校収誕資斜 収iII!資料 争後収量軍資斜

銚北昆黍高等学校
PL-51-11 蝕北島黍術事 n-c 3 探鉢 回 3純

餓北畠軍高等学佼
PL-副-51

組北且業高等
目-E¥'1きま 様鉢 目録

収禽資斜 学校眠縫資料 収111.資将 争後眠歯車資科

暁北畠軍高等学校
PL-51-12 

幌Jtll軍高等 n-c 3 禄鉢 刷 3純 雌北且車高専学校 PL-副-52餓JtCl軍高等 n-E Y終末 様鉢 周
阻iII!貴終 〈件後収経費斜 収底資将 学校収iII!資終

峡北且寒高等学後
PL-51-13 

醜」ヒ且来高等
目 C 3 探鉢 制 3樋

線北島祭高等学校 P1.-54-担 醜~t且lI!高等 n-E Y 終末 il!鉢 口線
収穫貸手事 学総収蔵資将 収穫資斜 学校収雌資事専

時~t且寒高等学後 PL-51-14 瞳北且察高等 n-c 3 il!鉢 刷 3値 醜北ll!l!t!事学校 PL-54-54 峡JtClll!高等 n-E E終末 深鉢 圃
収遊資軒 学段収凪資科 収穫礎科 学校収S置費斜

曲北島察高等学佼
PL-51-15 崎北良案高等 n -c 3 探鉢 闘 3姐 雌北且来高等学校

PL-日ー日 融~t畠業高等 m-A I 稼鉢 回線
収穫資終 学校収穫資斜 収良資斜 学後収雌習を斜

峡Jt且築高等学後
PL-51-16 醜~t農家高専 n-c 3 自足跡 回 3祖

峡4ヒ畠業高専学校
PL-田ー国 峡，tCl梁高等 0-A I 穏鉢 闘

収車資斜 学俊収威資科 収路宮町科 学後収穫資科

映，t且察高等学校
PL-51-17 峡北廃業高専 n-c 3 揮鉢 阻 3純 峡Jt且畢商事学校

PL-55-57 
映北島章高等

0-B 2 S震鉢 目録
収量産膏斜 学佼収滋賀事事 収疎宵斜 学後収直資斜

鏡北且a最高等学後
PL-52-18 

映北畠来高等 n-D 3 探鉢 闘 7純 餓北島iIi高等学校
PL一日ー田

院北島軍高等
0-B 2 深鉢 田収蔵資斜 争後収蔵官を科 収穫宵斜 予後収醒育科

映北畠案高等学校
PL-52-19 時北鹿察高等 n-D 3 1寝鉢 捌 7徹 餓北畠業高等'?-俊 PL-55-悶 映北畠業高等 目 探鉢 13.6 (4.6) 亀 網代!II収量車置斜 争後収麗資科 収量還資料 学校収穏資"

餓北畠業高等学後
PL-52-却 映，tCl察高等 n-E I省 il!鉢 闘

餓Jt且業高等学後 PL-時ー剖 峡Jt且製高等 目 3寝鉢 司色 綱陀復収a軍資科 学後収趨資併 収趨資斜 学僕収蔵資斜
12.0 (72) 

陸北畠裳高等学俊
PL-52-21 醜北島袋高等 目 E 目 探鉢 制

映JtCl畢高等学伎
PL一日-61 映JtCl量高等 E 禄鉢 10.6 (，.0) 底 嗣仕痕収竃資科 学後収盤貴科 収起草習を斜 学校収疏資符

餓北且標高等学後
PL-52-22 醜北直lI!高等 日 Eu 探It- 馴

崎北島業向等学校
PL-島ー田 崎北畠業高等 E 環鉢収量E資科 学後収蔵資科 収蔵資斜 学侠収穫資将

113 (11.7) 底 綱It!ll

曲Jt且軍高等学佼
PL-52-23 院Jtlll察施帯 n-E 目 自思鉢 捌

敏Jt血書高等学校
PL-日ー回 峡北且lI!高等 弥生 後嗣 聾収穫賢科 学後収礎資将 収蔵資糾 学段収礎資将 時陀

自 (昆4) 口融ー間 由描液状主

雌北島幸高等学校
PL-52-24 

醜北畠書高等 n-E E i事鉢 刷
岐阜血軍高等学伐

PL-55-刷 楠北畠霊高等収蔵資斜 学校担蔵官科 収踊貨資斜 学後収糧費科
w {f段口組潜 8.4 28.8 日韓~底

融北島業高等学後 PL-担-25瞬北且軍高等 n-E E 標鉢 醐
凪北血盟高等学健

PI.-55-日 醜iヒ且軍向等収a定資科 学校収礎資斜 収雌資約 学校収縫資科
v ，.閤酔 易不 13.8 6.0 (5，6) 口融~底 申梨盟

験~t良書高等学後 PL-盟 -26醜北鹿祭高等 n-E E i濡鉢 醐
餓北島聾術等学佼

PL一括ー回
映北畠調書高等

V I~剛肝 勾: 叩饗型.
収趨資斜 争後眠縫資斜 収雌資料 争後収融資料

112 ，.6 ，，' 目録~底
用色

映Jt血薬高等学後
PL-52-27 融北農業高等 n-E u 機鉢 圃

映Jt血書高等学佼
PI.-畠 -67餓Jt血容高専収穫資料 学俊収益置資科 収雌資科 争後収政資将

V 19俄盟手 勾: (14.8) (5.4) s.o 日緑~縫 個術系111.色

雌北島軍高等学校
PL-52-掴 帥Jt畠業高等 n-E 自 寵鉢 胸収蔵E資料 学校収崎資符

臨北畠書向等学校
PL-国一四 峻北島軍高等 n-E E 鑓鉢 口融

収穫資料 学校収礎資事手

餓北島軍高等学校
PL-由一却 融.t且軍高帯 n-E E E器鉢 IJ緑収礎資科 宅群佼収組資科

餓北畠案高等学校
PL-臼 -31

暁北畠察高等 n-E E t寝鉢 H縁
収蔵習を斜 学校収礎資科

腕北畠寮高等学技
PL-53-担 醜北且!iI商事 日-E w 1寝鉢 U鯵収良資科 学校収蔵資特

醜Jt且lI!高等ヂ壮 PL.ー由一33崎北且聾高脊 n-E w 探鉢 IJ緑収穫資終 学校収1i!資科

映~t且察高等学校
PL-田-34幌北島軍高等 n-E w 1事鉢 U陣

血趨望号斜 学総肱趨資斜

崎北島軍高等学佼
PL-53-担 餓北島軍高等 n-E W il!鉢 闘

収穫習を斜 学校収灘資斜

険北畠寮高等学使
PL-53ー甜

峡北畠震高等 n -E w 探鉢 胴皿1i!育科 !?-段収麓資科

峡~t畠来高等学校
PL-田-37瞬Jtll来高等 '-E w t震S本 刷収捜管理斜 学校収超資斜

餓北農震高等学授 PL同国ー甜 映Jtlll梁高等 '-E w f探鉢 刷収穫漢字予 学校収温度資符

院北島察高等学校
PL-日ー却 I!Utlllili高等 目 Ew t震鉢 刷収穫資科 学後収超習を斜

餓北農業高等学校
PL-53一拍

餓北且察高等
'-E w 探鉢 聞

収礎資科 学校収礎資科

瞳北島霧高等学校
PL-田-'1

凪41:品集商事
目 Z W 8震鉢 馴

収穫資科 学後収歳費約

時北農家高等学佼
PL一日-'2

織Jt畠葉商事
'-E w 様鉢 開

収穫習を特 学後収翼賛将

院，t畠察高等学校
PL-田-43峡~tlllll!高等 '-E w 古事It- 刷

収穫資斜 学俊収礎資科

必且
E
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別表E 遺物一覧表

[石器] 法最 iclll)

法l.it(nn) /IIf地点
同級til} 《主録11"， 1>積分領

" 現作曲 ~(鼠

liI土勉市 ， ，現(f:仙 t復え例 '.' 
.fiH 

同版1'1') 登録番号 u純}j-tfi
~(鼠

4三材
彼"自由 IgJ 訓告地内 遺構 昼大長 最太馳 Iil kl~ 

調If地点 遺構 m大会長 位ノに醐 hlA:fi! 第3地内 ::; fl ::;its -37 IT製{i1手 (10.28) 5.15 2.13 12u田 妙見

第 l地点 l竪 PL-35-} I~S-2 イl織 2.76 IsI 仏52 ')?') ，'.1.¥附ii ~\ ，地内 511 51.1'$ -同 打製.fi1f. (7.78) 5.53 1.44 93.54 ホルン7ェ"ス
句作3地点 5 I主 PL -35ト 2 5住 s-25 /i餓 1.92 (1.-13) Jlふi 0...19 日1昭石 第3地点 sH 51主S-5-1 IT製イ;1手 (9.o.5) 5.10 l日} 9-1.25 砂告

第3地点 51主 PL-35-3 5住 5-32 1i臥 2.23 11.5-1) 0.21 0..19 ，".¥曜石 第3.ltT.l.i 511 511:5 -62 IT製/;斧 (11ふる) 5.76 2.6.1 220回 ホルン7.1.11-ス

制作3地点 51主 PL世話-，1 5住 S-78 /;凱 1.69 1.2-1 0.25 0.3-1 ，'.l.t雌石 者¥3地山 51主 51主S-67 打磁石斧 (8.16) 6.11 1.85 1:'10.皿 砂町

続3地内 5住 Pl.-35-5 5H:S -128 1;鼠 11，53) 11.19) 。議4 0.-15 県曜石 第3地点 51主 511:.5-69 lfI地1i1f. (10.57) (5.12) 1.92 110.岬 安山1;

指¥3抱l.i. 5住 PL-35-6 5住 S-127 iii!l 2.2. H員6 0.47 126 :~.\昭石 者~3 J色点 511: 5 U:.S 剖 打製/;鋒 12.14 4.i4 1.72 110.朗 ホルン 7~'レス

稲3地点 5住 PL-35-7 5伎錨 iii扱 2.35 1.52 0.50 1.32 !民曜石 術3地点 511: 51上S-81 行製石?手 724 4.38 1.26 5123 ホルンフェルス

司13地点 5 {E PL-35・8 5住括 .fiil l野9 l却 0..19 0.96 黒曜石 :n3地点 51主 stl:.S -91 打製訂?手 (]o..321 &開 3.13 250.師 ホルン 7~ ルス

前3地，'， 5 {t PL-35-9 5伎一指 /;織 2.01 1，75 0.50 1..14 .'.1.¥臨Ai 前3地点 5 Uo 5 (主S-92 打腿{i1手 (5.65) (622) 2.26 120.00 砂岩

相 1地点 G -8G PL-35-1O G -8G -'~j首 /;綴 2.48 1.60 0...10. 。.9H :n曜石 都3地.... .f. ;) (主 5 tt S -101 ITI誕イs斧 (9.64) 6.11 1.50 1ヨJ.J調。 ホルン7.T.It.-ス

術 1治虫 1-HX; PL-35-11 1 -1回 .M /;勉 (2.:m 11..18) 0..27 O.i2 民岩 前 3 地，，~.( 51主 5 ft S -lO5 打製1i斧 (726) (，1.54) 1.90 83.93 ホルン7J.)レス

I'IJ&出 r -IOG PL-35-12 1 -IOG -~，li ィ;111 2師 (1.78) 0.25 0.60 'H磁石 都 3 地，，~.1 51主 5 ft S -1l.1 tr製Ai斧 (4.6-1) (5田) 1.3.1 -1823 1i山，J

第 1地点 L -IOG PL-35-13 L -IOG 括 /;敏 (2.05) (0..92) ()，3ii 0.69 !日曜石 都3地.!i 5 !I: 5H.S-1l9 打製/;斧 (6.6-4) (7.50) 1.80 120同 砂il
¥dl地点 お IOG PL-35-14 X-l似'-1;; {i'訟 (1.&1) 250 0.26 。6' :_'"曜1i 有~3地点 51主 511:.5-126 !fI直行停 (9.79) ¥4β81 (1.70l 77.59 砂抗

寄¥3抱点 Y -15G Pl.-35-15 Y -15G括 .fjt銭 1M 1.50 。..1-1 121 県I/l石 省、3峰山 51主 5住 5-1.J2 打鍵訂作 ¥8.43) (-1.98) 1.76 &1.63 ホルンフェルス

第3勉点 Y -15G Pl.-35-16 Y -15G-16 t"銭 (1.58) 11':'1()) 札.Jl 。'0 ?笠世記 :n 3.11色白 51生 5(15-143 打担h停 (5.88) 7.3i Is9 1阻曲 ;t.Jl，ン7ェルス

%3組点 Y -15G ('l.-35-17 Y -15G .tili ti'掻 (2.63) I J..I3J 0.57 2.0-; 思昭石 者¥3地内 5 ft 5{E5-155 tr盟/;停 1-1.50) 6β2 l凪 58.38 :t.J1..シ7ェルス

友採 Pl.-35-18 2長採 /;隊 1.56 ILlt) 0.22 026 明確石 第3地内 5U=. 5 fE S -1坦 打製li斧 C7.4ol (5.58) 1却 話zi 砂岩

1"地点 5位 Pl.-35-19 5f主 1，¥ Wft (2.81) 1.28 。76 2，15 黒曜石 続3地点 5 {l: ;) ftX-l仮;寸品 打腹ii斧 (328) 6.01 (1.-11) 28.96 ホルン7ェルス

第3地点 51主 PL-35-2o. 5住括 lil> 2.54 2.16 UX) 3Jl8 !s曜石 m3地点 51主 5 ft:y-}t氾 'M 打製ii斧 (8田) (-1.40.) 1.88 75.38 砂岩

m3地内 5住 PL -35 -21 5住 IIi 溢醤 1.3lJ 1.92 0.61 1.-10 黒曜石 第3地点 5 I主 5 U:-'4孟 打製.fi斧 ¥10.凪) 5凹 1.91l 12u.00 ホルン7ェルス

街路3地内 5 t主 Pl.-35-22 5住Y-15G-t!i /;也 3.師 5..17 1.07 I!U5 .''-¥色安山it 第3地点 51t 5 {主 IIi tr製石斧 14.12 5.72 1.83 125朗 ホルン7ェ"ス

都3地内 5 I主 I'L-35-23 5住 5-111 /，地 4.80 (5日) 11ル1 21.58 黒色安山，) 第3地点 511: 511'-11i 11製イ」斧 (8.14) 6.32 1 .... 1.10凹 砂笥

第3地点 51主 PL-3.=.“" 5佐括 /;匙 5.35 6..16 0.8:=. よ3.3-1 黒色安[1lff 第3地内 5位 5U'.-tli tr製/i斧 (8.却} 6.32 1.32 105.曲 安IIJ~:

続3地点 5住 PL-35 詰 五住5-7 白地 4βg 2.12 11.62 5.34 思陥石 あ3地点 51を 51主;品 tr恨イ;1手 (7.4fH 5.10 L'l6 曲 17 給促ii

第3地点 2.19:1 PL-35-26 2.(9-':_5 -1 イz匙 (5.95) 3示} 1.5-1 :?6.&1 頁自 1"地点 51主 51主』岳 11製イ{斧 (4.岨} 4.76 1.05 却出 砂岩

者¥3地点 51主 PL-35-27 51主pit5 .t謁 IaH長li2a- 22，1 2.0) IJ.i!J 3..10 思曜石 第3地点 51主 5fl:'-'lt 11製イ，斧 (7.-16) 14却) 2.10 65日 砂i!

第3地点 5住 PL-35-28 5住括 a rl!i悼/;器 2.28 1.39 ()，61 1..1.1 }1.¥曜石 都3地 ，'i 5 ft sft.---t兵 11製fiJf. (6.28) 526 1.51 6359 砂 i'}

第3地点 5 !t PJ.-:i5-2H 5往下層 b 同組1;協 lA3 2.35 札u! )，39 !A¥曜石 第3地点 50 511:.-.f，r; Ir礎石斧 (11.23) (5.33) 2.12 1油田 砂れ

第3地点 5住 1'l.-35-3O 5住括 c 両怜qi~~ 1.8!J 2.05 1.111 3.39 立_l.a盈fi ~:l地，'， 51! 5 fJ--Ni 打製行?手 (3.61) (4.16) (1.37) 23.96 砂'/i

格3地点 5 il: Pl.-35-31 5住 X-IG 括 昨i相ji時 3.2i 2..19 1.12 lC附 期限七 都3地点 51J 5佐伯 Ir製訂?手 (3.48) (5.88) J..IO ~o.24 砂'/j

前 l地点 B -6G PL明 35-32 B-6G -K'i 両側ji時 2凹 2.15 0.75 3，16 J.I.\~:{i 都3地J.'i 51l' 5H-tli 11製.f_il手 (4朗) 5.93 1.87 52.98 ホルン7ェ"ス

術 l地点 B -6G B-6G ..Ni l曲Hfifi時 (2叩) (2，08J O.i5 114 H.¥限li 都市地点 511 51主 11月 打製1i1手 (4，76) 6.10 1.50 。7.66 '~111n 

第 l地内 3住 Pl.-35-33 3住括 悼j傾h路 2.55 Z曲 1.21 6s8 思凶行 第 1地自 6-1_1 I'L-羽苧75 &1.1:5 -1 tr9t.fj斧 (怠倒} (6.-191 L'll 82.41 ;f;JL.ンフェルス

1'1地，; 4 {を PL-35-J.I 4住活 両縦/i器 Z恒 2.15 。.73 7_70 黒曜石 第 l地内 164 I PL -却ーi6 1&1 1".5 -1 Ir随h斧 11322) (5忌31 2.8-1 195.凹 安山t;

続 l地点 3ft 3住括 尚帳1，毘 (254) ヱ品 1.18 6.87 県磁石 者1I地出 167 _I 1'1.-却-" 167 .l:5 -3 11製{;斧 (，.82J (6.12) 1A.1 凪.97 給仮l:j

箔 l地点 4住 4住話 両極h器 3.36 2日 l.i同 7_63 思曜石 第 l地虫 167 j 1'1.-38-78 16iJ:5-1 打割引捧 (5.i2J 5.58 2.32 76.60 砂抗

1'3地点 5住 PL-36-35 5住揺 使IIHFHi器 3.45 2.01 1.10 3.55 県曜“ 第 l地点 ヨM上 PI.-38-j9 思 4上S-I 11製.fi~ (15.36) 7s3 1.61 2.10.曲 粘阪自

者¥1地l.i 2iR Pl.-36-36 2講ー訴 使用痕1;器 1.95 1.55 0，80 iβ6 主l眼:(-j 1'1地点 却7_I 1'1. -:姐副J 2ui.l:5-1 打製行斧 (9.65) 6.62 2.66 200皿 砂'(i

1'3地点 5 t宇 PL-36・37 5住括 e 剥H'(I{H皇} 4.26 2.30 ()，8!1 5，iO l県畷石 都3地点 Z8-H 1'1. -泊目l 2色l!'.5 -~ 打峻イJ斧 (7.98J 5.73 2，05 1α)s8 砂む

各自3池点 5 f主 PL-36-38 5住括 f 制H' (lr(~ !l!) 2開 2.39 住61 2，!li ，?.¥BlUi ml地点 B 侠1 日ー民;-11i 11峻lj斧 (12Jo.) 6.84 1.99 195回 惨1草

1'3地点 5住 PL-36-39 5住括 g 剥1¥' 1 的iJì~) 3.15 2..1.1 住別 ，1.12 ，'.I，l，!!U石 1¥1地点 B 例】 B -9G -~，品 打製.fi1手 (i.66) 7.10 口調。 125回 ホルン7ェルス

前3地点 5 f十 Pl.-36-.10 5 (を 1. 剥}¥"I問1I1 .1.10 2.31 。桜} 7三<1 .'1]磁石 術 l地....( D -7G D -iG 寸再 打腿h斧 (i54) 4.91 J..l2 71凹 粘割!i:(j

寄¥3旭点 5住 Pl.-36-.U 5住話 剥1¥'1間H&I 3.0.2 1.55 U.I岨 239 黒曜石 1'1地点 F -9G F-9G'-!，lj tr製(i鋒 (5.50) '3.831 1.51 11回 結緩む

第3雄市 5住 Pl. -36-~2 5住 1. 剥1¥' (問持l 225 1.-16 OA!I 129 黒曜“ 第J.地点 H -IOG H -IOG 括 打'Ui1f. (i.93) 722 2.51 l曲加 砂マ;

等¥3雄市 5住 PL-36-~3 5佐 1. 剥片 1mB星) 2.05 三朗 0.51 1.61 !県略伝 部 I地点 H -IIG 11-IIG-t，品I 打製/;斧 i8.75) 14.-19) l詔 曲加 安山h

者¥3地点 5住 PL-36-4-1 5{t -tt 剥片 t問健} 1.81 2..19 0..17 1.-19 黒曜石 者向 1地点 H -12G H -12G'-f，li 打袈.fjn; (1-1.70) (5.95) 333 四5皿 砂お

舗3地" 5住 PL-36--I5 S住指 剥1¥'(悼i柑) l忠5 1.-17 0..13 1m z黒磁石 偽 l地点A H -12G H -12G一括 打製Ii斧 (11.l0) 7.31 2.90 i曲.00 ホルシ7ェ品ス

街路 1地山 ~ -llG Pl.-36-.16 K -llG-f;li 剥1¥'(凶j鰍) 2.06 。抽 。凶11 0':'19 'r，昭石 第2J也白 11 -26G 1-1 -26GS -2 Ir製/)斧 (6.01) (5.431 1.37 却凹 砂も~f

明降3地点 Y -15G PL -36 -.17 Y -15G 晶括 剥Jj'(附似) 2.21 1.33 O.(jl 1.，17 黒曜石 都 l地点 1 -llG 1 -llG-'括 打製/;符 8曲 5.62 2.30 110.00 ホルンフェルス

鱗3地点』 1-9G 1 -9G ..1防 利1¥ (2.17) 1.88 (}Jj(j I.(j .. 'i ft'li ~\ I地点 九1-9G ~'I -9G 晶tli Ir製引停 (14.69) 7.79 2.72 :'~Kl.OO 砂町

句作3地点 5{主 1'1.-36-48 5住係h .fî t員(~(娘) 2.92 3β3 2.0) J.J曲 出附fi 都 i地点 ~ -l1G N -llG--tli 11製li斧 (7.42) (5.71) (}.701) 78.00 ホルンフェルス

総3地日』 51t Pl.-36-49 5伎一ー話 /i桔(lJ!Ii!世) 2.99 2.15 11l!l 8.19 自民曜ゐ お 1地点 J史探 Id来 11現行斧 (9.86) (4.(li) 1.64 岨朗 安山町

第3地点 5住 5住 5-144 {if皇 lO.70 6.98 3純則 浜市.00 ホルンフェルス ;;¥1地点 抱乱 権乱 11製石斧 (7.三泊} (6.10) L岨 時曲 砂i-i

第3地点 5住 5U::5 -145 uU. 83' 5却 3ωs 115曲 砂岩 句作3地占 5(1: 1'1.-:綿-82 5(主s-12 IJ~随11I島村剥附 12.85 4.18 5.46 330.曲 砂岩

第3地山 D -7G D-7G5-1 /;級 9.92 6.36 4.19 180曲 ホルンフェルス 毎¥3地点 5 ft 1'1. -38 削 5住 S-39 IJ存担作成札剥1¥ 5.72 3.02 。泊 l2.lO 安山町

省¥3地占 G -8(; G -8(;-1. lit長 12.10 6.38 116 240田 1i山お 者~3地.... _;. 5 !t 5{l:S 却 11斧成形剥H' 7甜 (5.03) 1.58 57.53 ホルン7ェルス

111'治日』 51主 5住 S-I佃 ，~償 5.30 3.79 2β5 3ROる 砂民 第 3地，'.'i 5 f主 5ft5 -26 lr1手成形剥1¥ 9.98 628 l.37 79加 ;tJレンフェルス

部3雄市 51主 5住 5-117 民純 8.05 4.70 2以) ¥17.75 砂告 鏑3地.... 1 51主 51主S-33 11斧成形剥1¥ 10.32 7.84 2.30 170凹 砂町

m3池山、 51主 5住 5-132 '~Il 3.90 3田 2，01; 22，10 ホルン7ェルス 都3地点 51主 51主5-3.j lf1手成形剥1¥ 6.82 8.48 2.50 l剖凹 砂ね

術3地，; 5住 PL -36 叩 5住 5-124 Itlii ，1.97 106 J.07 19.59 忠雄七 向ii:!地点 51主 5fl:5 -35 11斧>&;形剥1¥ 8且 422 1.22 j.1.95 ホルンブェルス

都3池内 J -iG Pl.-36-51 J -7G -t.5 JJ;({j 5.'" 3.-11 Ui1 26.28 竺.!，e.磁石 都3地点 5 f主 51tS -38 lr1手"形剥1¥ 6.15 2.48 。皿 7.85 砂お

綿3雄山 5住 3住 5-zi 県 7.82 5_43 2.30 l阻朋 安山岩 論3地z宅 511:. 5{lS -43 打9手足定形剥円 4ふ4 Z蹄 0.-13 623 *11.-ン 7.x.11.-ス

第3抱自 ヨ住 5住 5-36 保 i.56 .WI 1.-18 3330 砂岩 i都3地点 5 tl: 5住 5-46 打7手足支形剥It 7回 -1.16 1.li み.'i38 *11.-ン7ェルス

続3地点 51主 5住S-.1.1 S葉 11.52 62"2 2.61 l開朗 安山岩 ;13地内 5 f~_ 5{lS -47 打停"形剥片 9.-13 691 11!3 1羽田 '"ルシ7ェ凡ス

当¥3抱点 5住 5住 5-;5 e震 9.6i i.08 3.2..1 ヱヌ1田 住尚計 お3地点 5 fl: 5f主S-49 H斧"形剥片 1130 621 2.61 2油田 ホルンフェルス

1'3勉点 51主 5住 5-82 稼 3.&1 3.01 2.1.1 2..1.06 安山岩 1'3地点 51主 51主5 曲 打停成形剥n 4曲 3.i0 O.iO 15.55 ホルン7ェルス

納3地u 51主 51主S-122 傑 1022 i.20 2Aii 2叩曲 安山科 総3地点 5 (1: 5itS-68 11斧成形剥1¥ 826 4.l6 1.52 36.20 ホルン7.x.11.-ス

術3地li 5住 5住 5-129 棟 10.30 11.2-1 2ユ3 4α1.00 安山由 首¥3地点 5{1 5{1:5 -70 m手成形剥1¥ 6旦 4.62 J.O.1 2320 ホルン7ェルス

都3地l.i 51主 5住 S-130 様 1..14 3.:12 1..1.1 19.3i 砂計 寄l:J地点 51主 5{J:S-72 tr斧成形剥1¥ 9.98 6.92 2.08 170.00 ホルンフュルス

m3地，'.'.i 5住 5 t主S-141 様 18.10 16.lO IIAO 31.10凪 安1"岩 第3)也点 511 5{1:5 -76 IT斧'U，剥片 7.31 .123 1.95 “i.7o. ホルンフェ"ス

務3地山 5 t字 5住 S-154 探 7.16 6.02 1.65 75.35 安山岩 第3地点 511: 5(.1:5-83 tr斧成形剥片 8.46 5.39 2.32 印刷 妙w
続3地，'i 5{'主 5住5-1曲 様 7.06 3開 3却 1盟皿 安山岩 お3地点 51主 五位5-86 fI1手成形剥片 8.14 5田 口調。 651!3 砂岩

思3地自 5 I主 1'l.-37-52 5住 5-9 tr制/;斧 12.9.' 』凹 Z州】 1抽冊 砂古 抗3地内 51主 5 f主5-8i tr斧成彫剥n. 7A8 7.11 I.G;号 85..16 砂む

省¥3地点 5 f干 Pl. -37 坦 5住 5-77 打担イi1f 10.70 4.98 2.16 1油田 ホルン7ェルス 総3地点 5{1: 5{1:5 -89 tr斧"彫剥li- 6明 4.l2 0.36 12.且 安山町

続3地点 51主 (>l.-37-54 ヨ住5-61 tr製iil手 10.60 .tiO l.Ii2 J(X】似) 砂お 等¥3地点 51t=. 5 {I: 5 叩 11斧慮依剥1¥ 7.50 5.05 1':>1 51.83 ホルシ7ェルス

m3地内 51主 I'L-37-55 5住 5-29 打目{i1f: 11..1.1 6.:J2 I.n l削田 砂" 寄~ :!地点 5 I佐 51主5-93 打?手成形剥1¥ 5.48 .1.9-1 l師 13.-15 ホルン7J.11.-;r.

M:!地J.'.i 5{1 PL-37-56 5住 5-53 打拠/，斧 13.63 5.61 2.10 2印}似} 安山自 椛』地点 50; 5115 -94 打斧成形利1¥ 522 4.68 1.20 31.59 ホルン7ェ"ス

省住3地，'.'.i 5{1 PL-:!7-57 S住 5-135 打製u1f. 12.86 4穴} 1.112 1.10.00 ホルン7.x.11.-ス 協3地点 51主 5f15-95 11斧成形剥1¥ 5.18 3.72 0.78 筑15i ホルンフェルス

都3地，'i 5 f-t; PL-37-58 5住X-16G-f~ If製{i1手 15.86 5.62 2Ji:i 220.00 ホルン7エ"ス 銚3地点 5ft 5(1;5-96 tr斧成第剥片 工凪 4.23 1出 66.24 安山町

都3地点 5L主 PL-37-59 5住 5-133 tr製{j1f 13.60 5.70 2，50 22;).00 安山岩 得~3地点 51主 st1:5-98 m手成形剥片 3.57 322 1192 11.44 安山岩

第3地点 5 (主 PL-37-曲 5住 5-107 打製/;符 12.2.1 1.86 1.5fi 10.5.00 砂岩 者1:1池内 5 I主 .51主5-10-1 tr斧成形剥1I 10.04 3.73 0.80 26田 安山1')

第3地自 5住 PL-37-61 5住 5-125 tr製/;斧 11'" (4.98) 1，70 12u.00 安山吉 '1¥3地" .5 {t 51t5 -I田 打?手成形剥Ji 5.91 4.01 。届 !2.06 砂岩

第3胞内 5 {~. PL-37-62 5 (t.'~'肘 tr製石斧 12.9-1 6.:'1() 日当O lω1.00 ホルシ 7~>> ス 第3地自 511: .511:5 -1開 打斧居生彫刻片 日 d 4'" 2.88 i9.53 砂i:

舗3地内 5 {t; Pl. -37 日 5住 5-15 打嬰{，斧 I:U2 6.10 2.38 200.00 砂(; 第3地点 51主 5(1:.$-110 打?手成形剥片 5.52 3.44 1.40 25.76 宮山町

第3池内 5 I主 Pl.-37-6-I 5U:5 -116 打捜石斧 13拍 6..16 "10 185即 安山田 第3地点 5{主 511: 5 -112 打斧厚生形剥片 7.18 522 1.12 46&1 ホルシフェルス

第3地.... ! 51主 PL-37-65 5 {上S-41 打製li斧 II.().' 広，; 1.24 100α} ，、シレイ" 第3地内 5f1: 5 Il:S -115 打斧成形剥片 10.40 7.61 1'" 15五回 ホルン 7:t..1L.-A.

都3地点 5{主 PL-37 師 5 fJ; 5・ 4 釘後.fi~手 13.6.1 主制~ 2.-11 230，00 ホルン7，ルス 都3地，'.'! 51主 5 ft 5 -121 打斧"来剥片 a曲 3.22 1.9。 361与1 砂町

司区3地内 51主 PL-37-6， 51主焔 tr恒石斧 11.70 1.72 L8J! 120α) ホルン 7~'レス 第3地点 .5!1 5 ft s -1.16 打斧成形剥片 526 7.26 1.10 46.23 砂(1

第3地点 51主 PL 沼田 51主羽 打倒石斧 11.-15 5犯 L9S 120.00. 砂" 第3地点 5 (主 511:. S -1田 打斧成形剥片 3A6 3.15 0.7.1 7.02 安11J()

第3地，'i 51t. PL -38 曲 51t. .l吊 釘唆1i1手 10.:15 5.7~ 1ふ4 l臥).19 砂町 1'3地点 .5 f主 51!: S -156 打斧成形剥片 8却 4.-1-1 lA8 36.77 砂目

都3抱l!. 5 (1: PL-38-'j'{) 5(ES -2.1 打製石斧 1 1.~)2 6曲 2臥} 1拍岬 砂" %3地，" 51佐 51t. 5 -157 打斧，，~;剥片 '''' 3.52 1.40 44.99 鮎似ii

第3地内 5 I主 PL 皿 71 5ft;s -8 打li1εi斧 II別3 7.fi:! 2.52 三'"刷 砂i; 都3地点 51!: 5(1: "Ui 打斧E変形剥片 '-48 3.36 1.48 却.80 *'1-;〆7ェルス

締3地点 5 fl: PL-38-72 s(t:5 -103 m史伝斧 115.1.1) 15自" 1.90. li5即 砂" 第3地点 61!: 611:5 -5 打斧成形剥g 5弘田 5.-10 0.72 担曲 *'1.-;〆 7~^ ス

第3地点 511: PL 潤 73 511: s -74 打寝石斧 (11.45J 15.10) 2_70 ""【則 砂ii 第 3 地l~ fil主 6 ft 括 打斧民主犯剥片 5.21 3.33 1.62 20.3.1 *'1-シ7ょルス

司自3地li 51を PL-38-，4 51主5-136 打担u停 18.95) (.1.20) 1.9.1 78.17 ホルシ 7.~. JJ..ス 第3地点 5 I主 PL-39-8-l 51t S -1回 怨製石匙 (9~'l7) (8.m 1.65 i8..'-' CH: 

第3地.... i 511 5 {I:. 5 -I 打暫Ii斧 1126 1.28 2別} 1.10縦} ホルシ 7~ ルス 第3地.... ..: 5{l ヨlt.S-，10 粗製石匙 6.60 し，16 1.96 70.83 妙計

第3)也，" 511 5 11: S -2 打製7i斧 1:1.O，1 5.12 乙28 170.00 ホルン7ェルス 第3地，'， 511: 5 {I; S -lO2 粗製石匙 7.00 13.37 1.70 1却加 ホルン 7.l.Jvス

第3地点 51l 5 Il: 5 -3 tr製石斧 W.7品) 5.26 1.2-1 65.18 ホルン7ェルス 第3地点 5 f長 511: '!，f; 有1製イi匙 (3.85) (3.24) 0剖 i.i.1 ホルン 7J.)vス

第3地点 51主 51!: S -5 打製石斧 11.2-1 5泊6 2.11 1 25.IKJ 紗i'i 第 l地点 』尾健 1'1.-:19-85 }，保 組8礎石匙 6.30 3.10 0.70 l'lm 宇治似"

者¥3地点 51~ 5115 -10. 打製.{i斧 IH.筑)) (5.()li) 1.84 87.02 ;j:;l"シ7.r.Jl"ス Jd家 1'1. -39 -86 /1.探 粗製石匙 7.50 8.80 ]印 82.86 出血安IIJ計

第3地点 51主 5 (E 5 -11 tr盟ii*' (1327) ((i.似;) 1.88 130，ω 帖阪府 Ii.嫁 PI.-39-87 }，採 粗製石匙 5却 8.40 1.却 33.95 ホ，，;〆 7 ェ~^

節3地点 51~ 5H:5-13 打敏之j斧 〈瓜52) 1.1.72) 1.32 6..1.13 粘縦i} 第3池山 511: I)L -39 酷 511: S -140 削器 11.94 3皿 127 面白 砂，t

第3地点 51t 51主S-17 打製1;斧 (9.20) l，.llil 2.76 120皿 ホルン7エルス 者¥1地内 L 鋭i 1'l.-39-89 1. -9(; 拍 削器 10.49 IsI 1.39 ii.73 '(.(IIJ ~i 

窃3地点 51主 51主5-18 打盟石存 12開 5..1.1 2ふ1 I訓 10 :t-JI.-ン 7J.)~ス 第 1地J.'i 1. -IOG Pl.-39 田 l. -IOG .t，占 削器 (5.&1) 5..11 1.38 382，1 ホルン7エルス

議3地点 5 I主 51E S -21 打製石IJ' 18.66) (5.1;2) 1.00 "心8 lIi似" 113地内 511:. PL-39-91 511:S-16 削器 6却 4.17 0.76 26.23 砂t':

寄¥3地点 5u' 511:. 5 -22 打担/;斧 (R.14J '1出JI 1.34 7UJj 宮山i: i主主~色 5 I~. PL-39-92 511: .!吊 劇器 9.36 5.82 0.88 -19.32 砂利
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別表E 遺物一覧表

法鼠 (cm) jl;日(Cm)
/111地点 11 現存儲 電耽

石村
IIU地点

国版喬1; 畳融脅~} 器極分鎖
():Jjlff他 11¥股

石材図版骨号 銀総需号 器極分鏑 [) : IU元信l 1.) [) 御元町i IgI 

調11'地li 過橋 A南太誕 般大幅 最大I~ 調子長地点 温情 IiU:lk 段火柑 最大1'1'
第3地点 51J; PL-39-93 5住S-131 削器 &01 1028 1.90 l却加 砂告 自信 1地点 G -9G Pt-46-1日 G -9G括 石皿 12.83 9.86 5.14 940.凹 安山岩

，"3地点 5住 PL-39-94 5住5-14 削器 12.71 &65 2.04 185冊 砂ぜ} J<t事 Pt-46-1描 1<1震 石皿 I~I曲 11.40 3.90 869皿 安山狩

第3地点 51~ PL-39-95 5{f.5 -42 削器 551 7.<12 0.86 51皿 ホルン7ェルス 第1地点 1I主 PL-46-157 1I主5-2 石皿 41凪 34.70 12.30 百四回 安山岩

第3地点 51さ 5住5-6 削器 8.9-1 8.52 320 2田曲 ホルン7ェルス 鱗3地点 1<1案 PL-46-1団 ま支害車 石阻 .. 凪 37凪 J2.50 羽田朋 鹿岩'

第3地点 51主 51主5-28 削器 5.08 仏.41 Os7 38.45 ホルンフェルス 第3地点 51t 51主S-159 台石 {却。咽) (16.'佃} (12皿} 45田.00 安山岩

第3地点 5 I生 5 I主S-<15 削務 7.72 (10.86) 2.23 180.田 ホルン7ェルス 鯵l地点 67.1 PL-47-159 67.1:5-3 台石 23.80 18.20 13.50 68凪朗 安山岩

錦3地点 5 I1 511:5-52 削2急 5.10 8.36 1.28 招20 ホルンフェルス !il1地点 171 土 PL-47-160 171土括 合石 114凹) (13.70) 5曲 12田i凹 安山寺r4

第3l也，~.( 5住 5住S-99 削器 12.06 5.94 1.56 l曲48 砂世 第3地点 245 j 245土拍 台石 (16.70) (13.40) (12.95) 35曲i凹 花倒岩

省高3地点 51主 5 I主5-113 附器 5.60 8.50 1.78 56.72 砂<J 筋i地点 [) -7G PL-47-161 D-7G-S-7 台石 25.40 23加 11.l5 5610田 安IU狩

第3地点 51主 5115-120 削器 15.201 (10.14) 1.12 岨D5 砂1(1 自信3地点 Y -16G PL-47-162 Y -16G 括 台ii 17.17 16.86 5.14 2170凹 安山岩

第3地点 5住 51l:S -134 附置 5.70 9.67 1.08 76.45 砂田 ，"1地点 E -7G PL-47-J日 E-7G-S-4 台石 四1.40 27.40 13.20 1600.曲 安山岩

悠3地点 51i 5住y-時GJ:届 即'11i 6.45 9.95 1.<昭 .. 届 砂世 !ill地点 l 田 1 -9G 一極 台石 (10.61) ()0.2'2) (3.31) 5田曲 安山岩

舷3地点 5 I主 51主一括 ~I器 3.76 6.35 1.30 2&72 ホルン7;L.lvス 第1地点 0-1町 0・ IOG_.括 台石 13.15 12..t8 12.16 31曲曲 安山岩

第3地点 5伎 51主 .1，兵 Wla 5.86 7.30 1.16 4303 ホルンフュ"ス 第3地点 61t PL-47-)64 61主5-1 if.石 33皿 12.40 &40 6150.朋 砂告

"'1地自 F -IOG PL酒田 F-I国岨 Wlli 9曲 5..10 lβ4 76剖 砂町 第3抱点 2由J: PL-47-165 2四土5-1 石棒 (10.31) (8.07) (7.71) 8皿朗 安山岩

第 1I趣向 0-IlG PL-39-97 0-IIG --16 附器 10.11 5曲 1.91 100.1曲 ホルンフェルス 第l地点 31主 PL-50-1 31主描 不明石器 10.26 5βθ 2.92 165.00 安IIJ~日}
鯵3地点 X -19G X -19G 拍 附器 (14.32) 6.02 2岨 2羽田 ホルン7ェルス 第3地点 41主 PL 団 1 Htカマド主抑 カマド主脚 113訓1) 川田) (6.30) 1147.40 安山岩

!il3地点 S住 PL-39-98 5(t5-48 磁器 8.06 8.58 2.65 2却曲 砂田 峡北且衆向 ~r'~佼 PL-56-1 
。長jヒ且業高等

打製石斧 11.'1 4.6 12 相9 軌彼自
絡3)色点 51ふ PL-39-田 5{F.S 田 様器 7.24 7.13 4.66 305凹 砂世 収底資料 学校収践資料

第3地i山 5住 5{F.S -19 傑器 g田 (6..11) 1曲 1l0.加 安山世 峡~t!l軍高等学伐 PL-田一2
映北且章高等

行製石斧 17.3 思5 3] 620.5 結依~~第3地点 S伎 51主5-30 様器 IU2 &52 310 220.田 '/.C1iI(~ 収滋資科 学校収底資斜

第3地点 5 I佐 5tt:5 -51 線器 7$2 5.76 2.13 l油田 官山?i 峡4ヒ良司書向存学校
PL-56-3 

.~北畠業高等
打製石斧 10.9 5.9 1.6 127.8 砂岩第3地点 5住 5tl:5-55 磁a 8.75 10.42 13.50 575.'冊 安山間 収U蔵資斜 !~佼収施資料

第3地点 5 I主 5U:.5-63 様器 10.24 6.46 "93 240.00 1宮山官 峡北農業高等学校
PL-56-4 

.~~ヒ且業均等
打製.{j斧 110 4.6 1.7 110.4 砂忠第3地点 5 {:上 5 (I; S -71 a業器 7.28 仕58 2.00 115.00 安山特 収蔵資料 学校収蔵資料

第3地点 5住 5 tI: S -97 磁器 12.07 8.76 3.62 440.00 安11)世
幽収北蔵資畠料泉市物学校 PL-56-5 

自主北農業向等
打製'fi斧 13.1 6.6 2.4 257.2 ;J;lvンフェルス鱗3地点 5 I主 5 {E S -147 E提出 5.'13 6.62 1.34 75.02 '[(111皆 'r柑収滋賀料

第3地点 5 {十 50: S -149 磁器 (7.66) 5.17 2.44 140.00 安111自 峡北農業向時学校 PL-56-6 映学北校収毘業蔵向資料等 石匙 5.7 10.1 1.5 59.9 "川征白g 
第3地点 51主 5 I主S-151 隙器 6.12 7.10 2日 l田凹 安山由 収議資料

第3地l，i 51干 5fF.S -152 様器 5.79 7.13 239 130.加 安山告 峡iヒ良梁高等学校 PL-出ー7 .~~t農業高等
際製石斧 (13.8) (52) (310.4) 融色凝灰岩，"3地点 5{干 5 {字1.1 磁器 9.32 6.02 1.70 140.00 ホルンブェルス 収良資利 学校収底資科

第3地点 S住 5{t:P-3i6 iI!器 5.7'2 ~24 1.66 77.49 安山岩 峡~t且業向呼学校 PL-56-g 触~ta察高等
開時製石斧 (12.7) (5.2) (4.5) (453.OJ 組色緩灰岩第3地点 51主 5It-l.I 磁器 6師 5剥 1.43 68.ii 砂w 収iI!.資斜 学後収蔵資科

自信3地点 5住 5住P-114 鎌器 6s3 6.07 1.80 74.19 安山岩 峡北良案I!等学校 PL-田 -9
峡北且業高等

麿石頒
，"3地点 51f， 5住→lIi 線路 5.72 4.12 I~I 43.55 安山岩 収礎資料 学校収硲資料

7.5 7.0 6.2 4日5 安山岩

!ill 地点 36.1 PL-4Q-l田 36~I:S-1 様器 7.10 11皿 5.30 3田曲 安山岩 餓北且!Il尚W学校 PL-56-1O 映~t!l業向等
第l地点 54; PL-40-101 剖 1:5-1 E震路 12.10 11.70 包45 8国田 ホルン7ェJレス 収穫資料 学校収礎資料

磨石観 J.t.0 8.8 4.9 9四9 安山岩

第3地点 55土 PL-4Q-102 55 .t -'ll~ 際器 10.26 10.39 3.90 240朋 ホルンフニc"ス 峡~t且薬局帯学校 映4ヒ農薬向曾
第3地点 措4土 PL-4Q-103 国4土5-5 iI!器 8.07 10..12 3.30 280冊 安山岩 収蔵資料

PL-56-11 
学校収磁資科

構石額 9.9 7.7 5.0 628.2 安山岩

第3地点 盟4上 PL-40-104 却4土S-2 健審 7.34 7.86 268 140凹 1<山告 蛇北且寮S寄り'学校 映北農薬高'"
"'3地点 281 i PL-4Q-l田 2剖土5-3 a養器 7.43 001 245 l凪凹 安山監 収底資料

PL-56-12 
学校収遊資斜

四時石額 14.7 8.7 3.7 7012 安"，学j

第l地点 D -9G PL-4Q-l国 D -9G伯 E葉書 12.02 6.87 339 240.00 砂岩 餓北且来高専学校 険~ta案高等
第1地点 1 -9G PL-40-107 1 -9G .I~ iI!器 11.77 9.62 332 640田 砂世 収蕊資料

PL-56-13 
伊校収良資料

磨石額 14.5 7.6 3.7 曲目 安山岩

第1雄l.i 1-lOG PL-40-1曲 1 -1国錦 僚器 10.76 8.88 3.54 39>叫 ホルン7ェルス 峡北且来高等学校 PL-56-14 峡学北校毘収業蔵高資等科第l地点 1 -l1G 1-llG--M 機器 (15.63) (8.39) 4.98 795.00 砂!I.l 収蔵資約 磨石鎖 13.13 8.6 4.0 6曲8 宮山計

!il1地点 3 I佐 PL-40-109 30:5-32 機器 7.70 10.30 2.20 180皿 砂11 映北品業高等 ~I交 PL-57-15 叫北且業向等!il1地点 4住 PL-40-110 3(105 -四 機器 弘60 13.40 4.40 5四回 砂判 収蔵資料 学校収戯資料
層雪石類 10.1 5.6 4.1 286.8 安IllJtf

貿信I地点 3住 PL-40-1l1 3住折 様器 8.80 10.80 3.10 240叩 ホルンフェルス
峡収北政5資3柴料刈W学校 制北畠換高等

第l地点 1住 PL→41-112 1住括 居続格 8.90 12.90 2.90 640.00 安，11告
PL-57-16 

学校収政資料
府石矧 9.8 8.6 5.7 565.0 安山特

第1地点 i地点火採 PL-41-113 l地点災保 機器 12.61 9~7 '63 個a曲 安山岩 餓Jt民家向特許校 制~t!l業高等
第3地点 5住 PL-41-114 5住S-153 ハンマー 7.10 5泣 l却 71.17 砂岩 収礎資斜

PL-S7-17 
学校収蔵資斜

多孔石 13.0 12s 9.9 2125.5 安山岩

筋1地点 F -9G PL-40-115 F -9G縞 ハンマ (8.25) 5.52 日訓O 120曲 砂田 峡Jt品業高噂学佼 1M且寒高等
第3総点 51主 PL-41-116 5 I生5-57 F、ンてF 15.43 4.52 345 高a曲 砂岩 収蔵資"

PL-57-18 
学校収事E資約 多孔石 15.8 15.0 10.0 2800.0 安山?}

第3地点
51主・
PL-41-117 

5 I主X-I6G'fk!i
胸製石斧 15.68 4.90 3.50 3印加 緑色凝灰告

6泉北血薬術専午後
PL-58-19 "北農業高等 多孔石 113.4 19.9 14.4 安山田2却 i 230 :I:~括 収磁資料 学校収蔵資料 54田.0

第1地点 F -llG PL-41-1l8 F -l1G 括 府製石斧 (7.17) (5.58) 包囲) 130.00 融色縫阪岩 映~t品業向等学校 IM!l業高等
第l地点 H -12G PL-41-119 H -12G ~~& 四時製Ai斧 (7.51) (4.44) (3.51) 135.00 総色凝灰計 収量史資科

PL-58-20 
学校収蔵資料 多孔石 (17.2) l:i.9 1I.3 34α)，0 安山科

，"1地点 L -8G PL-41-1却 L -8G 括 不明石蕗 4.89 0.94 0.73 6.48 安山岩 峡iヒ毘来高腎争佼 峡北農薬俗等
!il3地点 5 (I. PL-41-121 511:5 -8.'l 土2著書毛布1剤j 10.82 9.03 2.19 225.曲 住由自 収礎資料

PL-59-21 
学校収提資料

石皿 -14.5 -11.5 153 33気lO.O 安山由

第3地点 sfF. 5(.主5-79 土器滋租剤 1.00 11.22 6.50 1180.加 花鉛自 峡~t田泰高等学校 映~t!l業高等
続3地点 51主 5住5-123 土器滋絢剤 11.56 色~'" 1.76 1:;孤凹 花醐岩 収超定資斜

PL-59-22 
'~佼収穫殻科

石凪 (3-1.8) 392 (9.5) 137加。 安，1)告

鏑3地白 5 tl PL-42 目立 5 I主係 腕石顕 14.72 8sI 3.48 制臥曲 'lelll費 e剖ヒ島業高専学佼 同北a業高等
第3地点 5住 PL-42-123 5(1:5 -118 思春石額 8.58 7.30 3.94 3却凹 安山岩 収蔵資斜

PL-田 -23
イ?佼収蔵資科

石皿 2.8 205 6.4 42叩β 安山尉

寄13地点 5住 PL-42-124 5住5-56 府石[額 7.56 5.79 3.22 140.00 安"'軒 峡4ヒ且察高等学校
峡学北校収且業政高資料等第3地点 5住 PL-42-125 5(.主5-73 府石類 8.94 7.64 4.33 3印刷 安，11世 収蔵資科

PL-曲-24 石隊 (17.1) (9.9) (8.4) 1回，9.3 安山官

第3地点 5{i PL-42-126 5 {主S-31 lfHi努1 9.72 8.26 4.76 510.'冊 安山岩

第3地点 51t. PL-42-127 5 fI'S 団 盟理石額 10.内M 7.28 5曲 国a叩 宮山世 [土製品]
第3地点 5 {ト 5 tlS-剖 m石矧 12.44 9.77 色26 940凹 安山岩 i.!dit (cm) 
第3地点 51を 51主S 田 梅E姐 11.14 9.71 7.05 925.曲 安山自 1111地点 11。現存佑 1fUiI: 
，"3地点 51t S{F.5 -137 府石頭 (15.曲) (14.'曲) 8皿 2159曲 安山世

同版1ft>} ll:録骨号 器極分額 [)。復元値 1.1 
飽¥Ij"

!il3地点 511 5tt.S -138 劇石販 17.却 12.00 6.00 1979加 安山岩 調査地点 遺憾 位大鈍 倍大幅 最大原
!l¥3地点 51J; 5住S-139 際石額 920 (6.14) 452 且忌朋 安山岩 !il3地点 5住 PL-]4-1 5住0-1 土偶 (7.40) (8.36) (6.61) 1田曲 願締
第3地点 5住 S住 1.1 防石顕 17.73 13.96 7.70 担組曲 安山岩 第3地点 51主 PL-34-2 5 I主0-2 土問 (4.10) (3.53) (2.65) 20.26 お開館E
!il3地点 5住 5住Y-I6G_t層 府:ri駅 13.:'16 6.38 3.87 510朋 安山岩 第3地点 5{] PL-34-3 5 I主P-369 土偶 (2:削) (3.67) (2.98) 14.22 お胸部
鱗3地点 6住 PL-42~ 128 6住5-3 ffH.i顕 12.62 4.63 4.20 370.00 砂~: 前3地点 51主 PL-34-4 5住 1. 円盤 4.24 4回 1.41 26.07 
鯵3)也点 6 Iを PL-42-129 61r. 5 -4 勝石傾 12.82 4.9也 4.25 420.凹 砂世

第:li也l，( 5itx-16G 
節3地点 6 I~ PL-42-130 6ii5-2 熔右傾 12.83 9.12 5.61 制O叩 安山岩

511 PL-34-5 
下嶋

円盤 3岨 2.96 0.72 132 有孔

第3地点 6住 PL~43-131 6 I主5-6 府石鯛 12.58 7.83 3.56 品広田 安山岩
，"3地点 5 IJ' 5 ft:y -15 G 

第3地点 6住 PL-43-1担 6住5-i 胸石額 9.12 7.86 4日 4凪朗 安山田
PL-34-6 

一括
スプーン (3.50) (2.01) (2.35) 6田

第1地点 67士 PL-43-133 67土5-1 崎石額 (8.43) 6.86 4.97 675.曲 安山岩 集3$点 51主 PL-34-7 5住揺 耳1l1;1) 2.53 2.44 11同} ~13 
鱗l亀点 1却土 PL-43-1剖 120土括 府石傾 (6.77) (7.78) (6.72) 445.β0 安山岩 鰻~t!l業高等学後 般北農業高等
第i地点 i曲土 PL-43-135 160士5-2 取石領 16.18 &却 5.72 12:抱曲 安山岩 収磁資11

PL-曲 -25
学段収援資料

土偶 (7.3) (5.6) {4.OJ 122.8 間1111-脚11<

第1地点 1同土 PL-43-1甜 i曲;上5-1 居き石lJi 10.91 6s1 4.67 詔a曲 安山岩 峡北毘建d高等学校 峡~t農家高等
鱗l地点 2機 PL-43-137 2携姶 庖石鯛 (10.83) (8.94) (2.17) 210曲 安山岩 収蔵資料

PL-曲-26
学校収礎資約

1鍋 (10..')) (6.7) (4.8) 周飾~関綴

第l地点 B -8G PL-43-138 B -8G .-1，品 超薄石領 10.10 8.17 3.56 420.田 宮山総
第 1$四 G -IOG G -IOG -.1品 m石煩 (8.82) (8.62) (2.92) 180.00 .1<山智

第i地点 H -lIG PL-44-139 H -IIG 指 瞬石領 9.18 &25 5.56 5鋭100 '1<剛岩
第1.地点 H -12G PL-44-140 H -12G 括 胸石額 (10.72) 8.10 539 410叩 砂1:}
第1地点 1 -7G PL-44-!41 1 -7G 括 崎石惣 11.l6 7.92 ~02 740.朋 安山岩

!Il1地点 L -9G L-田→縞 府石販 9.62 5$1 1$5 140.00 安山岩

第1地点 J -7G PL-44-142 J -7G-If. m石額 14.15 7且 ~64 10弧凪 安山岩

第1地点 N -IOG PL-44-143 N -IOG 綿 噂老節 (15.30) 5.01 3s3 5剖冊 惨也
第l地点 0-IOG PL-44-144 0-1国 .1.1 府石航 11.43 7.53 5.50 7回曲 安山岩

第l地点 0-llG PL-44-145 0-l1G 柄 胸石類 13.72 8.94 6.15 930皿 安山岩

銚3地点 Y -14G PL-45-146 Y -14G 括 胸石類 9.91 8.03 5.42 650.∞ 安山特
第1地点 1 !t PL-45-147 1(t5・ l 約石鎖 11.32 10.72 5.72 925.曲 安山針
第1地点 4住 PL-45-148 4住5-1 m石販 15.64 ~40 4.18 540.00 砂科
第1地点 1<探 辺見保 泡石刻 (7.13) (2.29) 4.67 110曲 安山岩

!Il1地点 l地点前 l地点耐 P-42 麿石銅 &21 5.74 '90 1曲曲 安山岩

第i地点 l組点陶
1総点湖

庖石頭 ~73 4.78 3.12 85.田 安山岩P -22 

第1地点 1畷 PL-45-149 I竪5-1 石皿 却.20 22.40 &70 白盟国 安山岩

筋3J1!点 5住 PL-45-}却 S住s-田 石皿 担.40 19曲 忌52 35園周 '/i山活

第3地点 5住 PL-45-151 5住s-師 石皿 17m l'却 15皿 3420.曲 斑掛 9

第3地点 5住 PL-45-152 5住s-64 石皿 19.32 (13.46) 5.48 1"，，".曲 安，11封
筋3地点 5 {主 PL-45-153 5佑5-65 石皿 10.10 9.50 7.54 1140曲 安山岩

綿3地点 5伎 5 I主S-148 者{阻 (16.20) (9.50) (8.40) 1似羽田 安山容

第I地点 67 :l' PL-46-154 67:1:5-2 石凪 (6刷) (5.36) (6.72) 由民5凹 安山岩
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第1号竪穴状遺構・第2号住居跡

出 iロl
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h
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N
a

茶褐色土が斑状に入る。炭化物を少量含む。

焼士、炭化物を少量含む。

ローム粒子を少量、炭化物を微量に含む。

ローム粒子を微量に含む。

5cm大のロームブロックをやや多量、炭化物を微量に含む。
ロム粒子を少量、炭化物を微量に含む。

炭化物を微量に含む。

ローム粒子を少量含む。

5cm大のロームブロンクを多量に含む。

副

ロ
h
N
N
@

凶

O
H
N
N
O

第1号竪穴状遺構
1.淡褐色土
2 淡褐色土
3.淡暗褐色土
4.淡暗茶褐色土
5.淡黒茶掲色土
6 淡黒茶褐色土
7.淡黒茶褐色土
8.淡茶褐色土
9.暗黄茶褐色土
10暗黄褐色土

11淡暗褐色土

12淡明褐色士

A 

"，' 

622.70.~ 

第1号竪穴状遺構
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第5・6号住居跡
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第300号土坑

、
"，，'. 

炭化物を少量含む。

炭化物粒子を含む。

茶褐色土が斑状に入るc

ロム粒子を含む。

炭化物粒子を含む。

10日月茶黒褐色士
11暗褐色土 炭化物粒子を含む。

12明褐色土ブ口/7

13淡明褐色土

5・6住
暗茶黒褐色土

暗黒茶褐色士

黒茶褐色土

明黒茶褐恒土

茶黒褐色土
淡明茶黒褐色士

茶黒褐色土

淡茶黒褐色土
暗茶黒褐色土

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

1m 。

第6号住居跡遺物出土状況

{;J円

1、oO~-~ 一
第5号住居跡P1

.~I 
~I 

. 
/俗:

!-I ¥ l7c。
炭化物を少量、焼土を微量に含むコ
ロム粒子、炭化物をやや多量に含む。

炭化物を少量含む3

305土
1 淡黒褐色土 ロム粒子、炭化物を微量に含む 0

2 淡黄茶褐色土 口ム粒子を微量に含む。

3 淡黄褐色ロームブロンヲ

4 淡茶褐色士
5 淡褐色ロームフ口/7
6 淡晴黄褐色土 ーlーl

623日日工
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B 623.00 .!! 
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第5・6号住居跡遺物分布(1)PL-4 
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第5・6号住居跡遺物分布 (2)PL-5 
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第5・6号住居跡遺物分布(4)
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第26号土坑

土坑(1) PL-8 

/; ------.，匂h、

ッ一一、 ¥日ノ fi-fJよ
"，-_/人下一/ー;プ-~"""""-ー炭化物を少量含む。

ローム粒子を多量に含む。

1土
1 淡黒茶褐色土 1cm大ロームブロックを

少量含む。
2 淡黒茶褐色土
3 明茶黒褐色土 炭化物を微量に含む。
4.明褐色土
5.淡褐色土
日淡明褐色土

7 淡暗褐色土
8 淡暗褐色土
9 暗黄褐色土

A 

hv 
A 621.20.且

7麿より暗い。
ローム粒子を多量に
含む。
ローム粒子を多量、
1cm大のロームブ口ッヲを
少量含む。

."，¥ 

!¥i 
7'"、4
! i 
! i 
，1 .... i 
j撹 i

f乱/

第27号土坑

A 

e 

A' 621.30旦

2-3cm大のローム
ブロッヲ、炭化物を
含む。
2-3cm大のローム
ブロッヲを含む。
炭化物を含む。
ロームブロ‘ノクを少量、
炭化物を含む。

7 淡暗茶黒縄色土 ローム粒子を含む。
B 明黄褐色土 2-3cm大のローム

ブ口白ノヲを多量に含む。
炭化物を含む。
2-3cm大のローム
ブロ ~7を多量に含む。
ローム粒子を含む。
ローム粒子を含む。
ローム粒子、炭化物
を含む。

2-3cm大のローム
ブロックを多量、
炭化物を含む。

28土
1.明黒褐色土

2.ロームブロッヲ
3.陪黒茶褐色土

5.明茶黒褐色土
6 明黄茶褐色土

4.暗茶黒褐色土

叫
白
白
-
N
N
@

A 

"，1 

9 暗黒茶褐色土
10.明黄褐色土

11暗茶褐色土
12淡明茶黒褐色土
13.明黒茶褐色土

B・622.1日 E
A' 

1 口ムブロッ7
2 褐色土炭化物を少量含む。
3 暗褐色土炭化物を含む。
4 暗黄茶色土 ロームを含む。
5 明黄茶色土 ロームを多量に含む。

第29号土坑

/ 

A 

14淡黄褐色土
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土坑(2)

l。

PL-9 

第50号土坑

。
K ②① 

A 

ローム粒子、5mm大の

ロームブロッヲをやや

多置、焼土を微量に含む。

2淡暗茶褐色土炭化物を微量に含む。

3 淡褐色土 ローム粒子を微量に含む。

4.淡貧禍色土 焼土を少量含む。

5. 淡褐色土 ローム粒子、5mm大の

ロムブロッ?をやや

多量に含む。

ローム粒子、5mm大の

ロームブロッヲをやや

多量に含む。

622.6日且

51土
1淡暗褐色土

622.60企!~ 5~ 目 7?E.
~ζlJ 31/同十手
官~4ノ=ョ

ローム粒子を少量含む。

ローム粒子、炭化物を

少量含む。

4淡陪褐色土

5淡賞褐色土炭化物を微量に含む。

6淡黒褐色土 3mm大のロームブロッヲを

微量に含む。

7淡茶黒褐色土
8 黒褐色土
9.淡暗茶縄色土

50土
1淡褐色土

2淡黒褐色土
3淡褐色土

A A

一
日4
 
3
 
2
 
6
 

6淡時褐色土

A 

国|

A 

第54号土坑

国 1

F-¥ 

U A' 

、必至さ
、泳三三
¥、くく父、

622帥旦
@ 

ム
54土
1暗茶褐色土

2茶褐色土
3茶黒褐色土 ロームブロックを含む。

4暗褐色土

5淡茶褐色土

A 

国 1

、

，ri
、
¥
¥
¥

?
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¥

¥

 

-、一¥
F

¥

 

旬、、
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I
l
o
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l
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ヘ
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6
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冷ぶ、"

、

、、
，、、、¥土、守
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山、¥

。
@ A 

第64・65号土坑

~ 
第65号
土坑

@ 

A 

"'" よ
622.5目。丘

77土
1淡明黒茶縄色土

2.ロームブロ 1'7
3.淡茶褐色土
4.淡黄茶褐色土 ソフトローム。

5.明茶黒褐色土 ローム粒子を含む。

6.暗褐色土

¥ 
¥ 

、

1m 
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第157・158・160-163号土坑

第157号土坑

A 

ロームブロッヲ
を含む。

142土
1淡明茶褐色土
2明茶褐色土
3累茶褐色土
4.黄縄色土
5.茶褐色土 ローム粒子

こ を含む。

6.淡明黒茶褐色土ローム粒子
を含む。

ローム粒子
を含む。

第142号土坑

~ ，--

ローム粒子
を含む。

淡明茶黒褐色土
11茶黒褐色土
12淡茶黒褐色土
13明黒茶褐色土
14.淡明茶黒褐色土
15黒茶褐色土
16明黒茶褐色土

17.淡黄茶褐色土

7.暗黒茶褐色土

8暗茶褐色土
9.黒褐色土

第183号土坑第155・183号土坑

~ 
第155号土坑

62290~A 

155土
1 黒茶褐色土
2 暗茶褐色士
3.黒褐色土
4.淡暗黒茶褐色土
5.明茶褐色土
6.暗茶累褐色土
7.茶黒褐色士炭化物粒

r を含む0
-"-. 8 明黒茶褐色土

9 日月茶黒褐色土
10暗茶褐色土
11褐色土

民622.30 . ~ 

m
 

157・158土
1 黒茶褐色土 ローム粒子を含む。
2 明黒茶褐色土
3 淡茶黒褐色土
4.明茶黒褐色土
5 暗茶黒褐色土
6 明黒茶褐色土
7.黒茶褐色土
8 淡明茶黒錆色土
9 暗茶褐色土
10日月茶褐色土
11明茶黒褐色土 ローム粒子を含む。

.K 622.20.~ 

nu 

円

i

622.30. A 



PL-11 土坑(4)

第164号土坑 第167・168号土坑

市F21 

.!I_ ，.弘司[)・ A 一~ '1互

21 

14f L / ~ A 巳'v にy ~ 
621.10ー

第171号土坑

"""- 1(¥11 I A I ¥ { ( ) ¥ A 
第181号土坑

ィ包
立j

612.50・且
A 622_60.~ A 

一¥~ノー ¥ノ7

622.20' ~ 

4ト

ml亡二二

c 
f一一一一一一

第206・207号土坑

回2.20且 eA 
¥寸v

第233・236号土坑

第236号土坑

(G一坑土

坑

揖

土

お

号

第m
/ケ

na 

内
ζ第

/: 

第却号土筑 / /J32 
---------Jj~-~、/

ノ---ペ±で三~品』←、、、/

229・230・231・232土

1 淡暗褐色土 炭化物を微量に含む。

2 淡陪黄褐色土 ローム粒子を多量、焼土ブロッヲ、炭化物を少量含む。

3 暗黄褐色土 炭化物を少量含む。

4 淡賠褐色土 5-20mm大のロームブロγ7、焼土ブロY7、炭化物を多量に含む。

5，暗黄褐色土 炭化物を少量含む。

6，淡暗賛褐色土 焼土、炭化物を微量に含む。
7 淡暗褐色土ブロ・ノヲ

第231号土坑

623.00主
A 

A 

233土
1暗貧褐色土 ローム粒子、炭化物を多量に含む。

2暗黄褐色土 炭化物を微量に含む。

3暗黄茶褐色土 2-5mm大のロームブロッヴ、炭化物を多量、焼土ブロック

を少量含む。

4淡暗黄褐色土 砂質土が混入し、炭化物を少量含む。

5黄褐色土 1cm大のロームフロッ?を少量、炭化物を微量に含む。

6淡暗茶黒褐色土 1-3cm大のロームブロック、炭化物を多量に含む。

7暗賛褐色土 2-3cm大のロームブロ‘ノ?を多量、炭化物を少量含む。

1m 

-A 
門

J



PL-12 土坑(5)

第241号土坑 第243号土坑

三?ずな

A 

~~;~rt引
Eニク

ぷヨB
Ii 

8 
¥ i機長浜￥it:;

可胃'!.~'::f)l' '-:"で，-.... / / 

623tVN  A 
メケプ"，___. _，_~ぷ ，-~)，.&~ん八九
ぷいかケ--V:"~0::0三芳、fマ宇Jボポて代ぷ~

忘ぶたミぶ三:
心¥土、、、¥、 、ふふぷ¥、" 241土

1.)説明茶褐色土
.L 2.黄茶褐色土炭化物粒子を含む。
3.茶黒褐色土炭化物粒子を多量に含む0
4ロームブロック
5.暗茶黒褐色土 炭化物粒子を含む。

623.10 !_ 

第245・246号土抗 第249号士坑

284土
1 暗黄褐色土 ローム粒子を含む。
2 暗黄褐色土炭化物を微量に含む。
3 茶黒褐色土炭化物粒子を多量に含む。
4.淡暗茶黒褐色土 1-3cm大のロームブロック、炭化物

を多量に含む。
5.暗茶黒褐色土 2-3cm大のロームブロッヲを多量、

炭化物を少量含む。
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623.10且

284土
1.淡暗茶褐色土口ム粒子を微量に含む。

2.暗茶褐色土 ローム粒子、炭化物粒子を
含む。

3 淡明茶褐色土炭化物粒子を含む。

4 黄茶褐色土
5 暗茶褐色土
6 黒茶褐色土
7 淡茶黒褐色土ロム粒子を含む。

8 明茶黒褐色土 ローム粒子を含む。
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第289・290号土坑

第286・287号土坑

62100皇

A 

A ぺ~
第304号土坑
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qδ 
円

i

第299・300号土坑
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PL-13 土坑(6)
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?ちτ「・ 2~ごずーャ
ィーへ'¥"..一、_.---y4/心、、
ぐ守 ~ 3 -'んイγぺ-
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292土
1 茶黒褐色土
2.明茶黒褐色土焼土粒子

を含む。

3 淡黒茶褐色土
4. )提暗褐色土

A 

lと点
、く、¥、

。 1m 
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622.5日且 ①A3住
N N @ 

刊@ 

1.淡黒褐色土 炭化物を少量含む。 ((i)-⑭:基本庖序1-14(こ対応〉
2 淡黒褐色土 lcm大のロームブロッヲ、焼土を微量に含む。 ①.掲色土(表土)
3. i提泉茶褐色土 炭化物を少量含む。 ②淡茶褐色土古噴時代以降の遺物
4.精茶褐色土 を包含する。
5 暗褐色土 焼土を少量、炭化材を多量に含む。 2'淡暗褐色土
6.淡茶黒掲色土 焼土を微量、炭化物、 ③.茶黒褐色土ブロック状に茶褐色土

炭化材をやや多量に含む。 を含む。縄文時代の遺
7.淡暗褐色土 焼土、炭化材を多量に含む。 物を包含する。

B' 
B 陪褐色土 焼土、炭化材やや多量に含む。 ④.黒茶褐色土ブロック状に茶褐色土

622.40.旦 9.淡賞茶褐色土 焼土、炭化材を少量含む。 を含む。
10.淡黄茶褐色土 焼土を少量含む。 ⑦.淡暗褐色土
11 淡暗黄茶褐色土焼土、炭化物を微量に含む。 ⑧.黒褐色土(累ぼく) 遺物を少量含む。
12.淡暗黄褐色土 ⑪.淡賛黒褐色土 ロームに淡陪褐

2m 色土が混入する。

⑫.淡茶黒褐色土
⑬.淡賛褐色土

⑭.賛褐色土

~I :"1 

PL-14 第3号住居跡(1)

<'i 

F 
622.40・ー

622.40.l!. 
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F-a- 白|
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622.40旦 a 

。 1m 

G' 
日~囚:炭化物(焼土)サンプリンチ地点

1-刷、盤中・2炭化材サンプリング地点
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11:主ー '" %1 
1 淡黒褐色土
2 淡褐色土 ローム粒子.5mm大町ロームブロソ?を世盛吉む。 2 
3. i淡暗褐色土 ローム粒子を企盆含む。
4. 淡褐色土 ローム粒子を世盤、炭化物を微量に含む。
5 黒褐色土 ローム粒子、炭化物を歩霊含む。
6 淡明縄色土 ローム粒子を多量、炭化物を微量に含む。
7 淡掲色土 5mm大のロームブロッ?を少量、炭化物を徴涯に吉む。
8 黒褐色土 ローム粒子、5mm犬のロームブロyヲを!t鑓に含む。
9 淡黒褐色土 ローム粒子を微量に吉む。
10 暗賛褐ロームブ口yヲ
11 淡黒茶掲色土 ローム粒子をやや多く、炭化物を安置吉む。
12 暗賛茶褐色土 口ム粒子を多量、民化物を微量に宮む。
13 淡黄茶褐色土 ローム粒子を多量に含む。(南壁〉
14 淡陪茶褐色土 ローム粒子、5mm大のロームブ口yヲを少量、炭化物を微量に含む。 ② 
15 淡茶黒褐色士 ローム粒子、5mm大のロームブロッヲを微量に含む。-
16 明褐色土 ローム粒子をやや多く、炭化物を微量に含む。
17.淡暗貧褐色土炭化物を微量に含む。
18.淡黒策褐色土 ロム粒子を多量、5mm大のロムブロッヲ炭化物を世盤含む。
19 暗賛茶褐色土 1cm大のロムブロッ?を少量、炭化物を多量に含む。
20 暗茶褐色土 2cm大のロームブロッヲを少量‘炭化物を微1Ilに含む。
21 暗黄ロームブ口、ノヲ(貼床)2cm大の口ムブ口yヲを多盤に宮む。
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PL-16 第1号住居跡(2)・第4号住居跡(1)
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PL-21 第5号住居跡出土土器(3)
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峡北農業高等学校収蔵資料(2)

縄文土器②

PL-52 
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峡北農業高等学校収蔵資料(3)

縄文土器③

PL-53 
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PL-56 峡北農業高等学校収蔵資料(6)

縄文石器①
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PL-57 峡北農業高等学校収蔵資料(7)

縄文石器②
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PL-58 峡北農業高等学校収蔵資料(8)

縄文石器③

20 10cm 
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PL-59 峡北農業高等学校収蔵資料(9)

縄文石器④
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勉励 23
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PL-60 峡北農業高等学校収蔵資料(10)

縄文石器⑤ 土偶

。 1日cm

。 5cm 

26 

-120-



写真図版



PL-61 遺跡全景第1地点、

第1・3地点全景

第1地点西側調査区

第1地点作業風景

第1地点東側調査区

第1地点調査区北壁

円

3
円
ノ
“

1
E
A
 



PL-62 第2地点第3地点

第2地点全景 第2地点作業風景

第3地点全景

第3地点作業風景 遺跡見学(峡北農業高等学校の生徒)

-124-



縄文時代検出遺矯(1)

第1号竪穴状遺構遺物出土状況(南から)

PL-63 

第1号遺物集中区(東から)

第5・6号住居跡作業風景(東から)第2号住居跡(南から)

第5号住居跡(東から)

Fh
u
 

円

4
可

E
4



PL-64 縄文時代検出遺構(2)

第5号住居跡遺物出土状況(東から) 第5号住居跡遺物出土状況

第6号住居跡遺物出土状況(東から) 第1号土坑(東から)

第26号土坑(東から) 第27号土坑(北から)

式 ‘

第28号土坑(西から) 第43~45号土坑 (南から )
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第50号土坑セク ション(南から)

第54号土坑遺物出土状況(東から)

第64・65号土坑遺物出土状況(西から)

第78号土坑(北西から)

PL-65 縄文時代検出遺構(3)

第51号土坑遺物出土状況(南から)

第55号土坑遺物出土状況(北から)

第67・68号土坑遺物出土状況(南東から)

第141号土坑遺物出土状況(西から)

7
t
 

円

L
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A



PL-66 縄文時代検出遺構(4)

第142号土坑セクショ ン(西から) 第155号土坑(南から)

第156号土坑遺物出土状況(北から) 第157号土坑遺物出土状況(東から)

第159号土坑遺物出土状況(北東から) 第160号土坑遺物出土状況(西から)

第 164~171号土坑遺物出土状況(北から) 第181号士坑遺物出土状況(南西から)

-128 



PL-67 縄文時代検出遺構(5)

第204・205号土坑(北から) 第229号土坑遺物出土状況(北から)

第233・256号土坑(東から)

第241号土坑遺物出土状況(北から) 第243号土坑遺物出土状況(北西から)

第245・246号士坑(北から) 第245号士坑遺物出土状況(北から)

129 



PL-68 縄文時代検出遺構(6)

第249号土坑遺物出土状況(北から) 第284号土坑遺物出土状況(東から)

第286~291 号土坑 (北か ら) 第292号土坑セクション(南から)

E-7グリ ッド周辺土坑群(東から)

J-8・9グリ ッド周辺土坑群(南東から) 卜8・9グリッド周辺土坑群(東から)
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PL-69 古墳時代検出遺構

第3号住居跡遺物出土状況(西から)

第3号住居跡作業風景(南東から) 第3号住居跡東壁際遺物出土状況(西から)

;'U埠，."，. 

第3号住居跡北東コーナー付近炭化物出土状況(西から) 第3号住居跡北西コーナー付近炭化物出土状況(西から)
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第1号遺物集中区(押型文士器)

、、~

第5号住居跡(1 ) 
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PL-73 縄文土器(1) 

第1号遺物集中区・第5号住居跡 (1) 
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PL-74 縄文土器(2)

第5号住居跡 (2)
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167 
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169 
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第E群C類1種土器

10 

第H群C類3・4種土器

第E群C類1・3種土器

L7卦
14 

第E群C類5種土器

47 

第E群C類2種土器

第E群C類3種土器

第E群C類4種土器

PL-75 縄文土器(3)

第5号住居跡 (3)
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第 H群D類1種土器
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PL-76 縄文土器(4)

第5号住居跡 (4)・第6号住居跡

第E群D類3種土器

第E群D類6種土器
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106 107 1
 
1
 
1
 

第E群D類1・2・7・10種、G類土器
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147 148 
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第E群A'C類土器
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101 

第E群D類3種土器

110 

17 

第E群有孔鍔付土器

第E群E'F類土器

2 

3 

第6号住居跡
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第186号土坑 第229号土坑

4 

第245号土坑(1) 第245号土坑(2)

39 42 

.除
46 

第241号土坑

67 
69 

68 

第284号土坑(2)
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PL-77 縄文土器(5)

各土坑

第241・284号土坑

6 

第284号土坑(1 ) 

53 

第249号土坑

第305号土坑



PL-78 縄文土製品・石器(1)

3 
5 

2 4 

土 偶 土製円盤

6 

土製スプーン 土製耳飾

JA 、>， A マペ鼻持a 1 Lムf〆ー、、、‘¥、叫 g、 f 

2 ¥J 3 4 1456  7 B 9 

主島義 & :食 色九ニハ:¥18 ~， }'~叩 21 
10 12 13 15 17 19 20 

.. 量温』 当盛」 A 、 .~ a画副島

ザ吋29 
30 司噂~ 31 -- 32 28 

33 
34 

22 
23 25 

石鯨・石錐・掻器・両極石器・石匙
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45 

剥片(両極)
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剥片(間接)
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打製石斧

e 
石匙
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争

36 

38 

PL-79 縄文石器(2)

48 

50 

剥片(直接)

使用痕石器・原石

114 

打製石斧素材・成形剥片・ハンマー

削器



PL-80 縄文石器(3)

119 

117 

磯 磨製石斧

磨石類 石皿(1)

~ヰιぶ/ 158

石皿(2) 台石

立石・石棒 土器混和剤
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2 
3 

第3，号住居跡

第1号住居跡(2)墨書土器

8 

第1号住居跡(4)転用硯

第1号溝状遺構

-・-....--
6 
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PL-81 古墳・平安時代土器・石器

2 

第1号住居跡(1)

第1号住居跡(3)墨書土器

4 

10 

第4号住居跡

4・1

第3・4号住居跡



PL-82 峡北農業高等学校収蔵資料

66 

縄文土器(1) 古墳~平安時代土器

58 

縄文土器(2) 縄文土器(3)

縄文石器
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1 .ヒノキ科(3号住C-11) 
2.ハンノキ属ハンノキ亜属(3号住C-6)
3クマシデ属クマシデ節(3号住Cδ9)

a:木口、b:柾目、c:板目

-145一

PL-83 炭化材・種実遺体(1) 

-・・ 200μm:a・・・・・ 200μm:b、C



PL-84 炭化材・種実遺体(2)

4 コナラ属コナラ亜属クヌギ節(3号住C-12)
a:木口、b:柾目、c:板目
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-・・ 200μm:a・・・・・ 200μm:b、C



1モミ属(1地点 1号住カマド上)
2ヒノキ属(1地点 4号住第 1グル プ上)
3.コナラ属コナラ車属クヌギ節(1地点 3号住焼土No.1)
a:木口、b:柾目、c:板目
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Pし85 炭化材(1) 

-・・ 200μm:a・・・・・ 200μm:b、C
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炭化材 (2)PL-86 
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1

-・・ 200μm:4、5a ・・圃・・ 200μm:4、5b、c
・・圃・・・ 5mm : 6 

4.コナラ属コナラE属コナラ節(1地点 4号住カマド)a:木口、 b柾目、 c:板目
5.クリ (1地点 5号住炉焼土)a木口、b:柾目、c:板目
6.オニグルミ (1地点 5号住炉焼土)
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原町農業高校前遺蹄報告書抄録

ふ り がな はらまちのうぎょうこうこうまえ(しもっぱら)いせき

書 名 原町農業高校前(下原)遺跡

副 題 峡北地区総合学科高校整備(北杜高校校舎建設)に伴う発掘調査報告書

シリーズ名 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第210集

編著者名 保坂和博

編集機関 山梨県埋蔵文化財センター

所 在 地 干400-1508 山梨県東八代郡中道町下曽根923 TEL 055-266-3016 

発 行 者 山梨県教育委員会

発行年月日 2003年(平成15年)3月31日

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調重量原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 (新) (新) 町12

はらまちのうぎようこうこうまえ やまなしけんきたこまぐん
峡北地区総合学科高校(しも-:>1;1.'1ら)いせき ながきかちょうしぶきわ 2000年(平成12年)

19405 147 35'47'59" 138'23'ω' 5.237m2 整備(北杜高校校舎建
原町農業高校前 山梨県北巨摩郡 5月22日-12月8日
(下原)遺跡 長坂町渋沢1007-19外

設)に伴う発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

造物集中区竪穴住居跡 土器(深鉢形・i斐鉢形・有孔鍔付 住居跡覆土内より、藤内式期~井戸尻

土坑 土器(黒色・赤色塗彩)・ミニチュ 式期の多量の土器群と共に、打製石斧

縄文時代 アなど)、石器(各種)、土偶、土製 製作に関わる石器群が出土

(早期~後期) 品(円盤・匙形土製品・耳飾など)

-炭化材(クリ)・種実遺体(オニグ

ルミ)など

原町農業高校前

(下原)遺跡
集落跡

竪穴住居跡 土師器、須恵器、炭化材(クヌギ 焼失住居内より住居構築材(屋根や壁な|
古墳時代

(中期)
節・コナラ節・ヒノキ科・タケ亜科な ど)の一部と思われる炭化材が出土

ど)

平安時代
竪穴住居跡溝状遺構 土師器、須恵器、炭化材(クヌギ 竪穴墜外柱穴列を持つ住居跡より、黒書

節・クリ・モミ属・ヒノキ属・タケ亜科 土器「寺j、「良」が出土
(前期)

など)

山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第210集

原町農業高校前(下原)遺跡(第1次調査)
一峡北地区総合学科高校整備(北杜高校校舎建設)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

印刷日

発行日

編集

発行

印刷

2003年(平成15年)3月24日

2003年(平成15年)3月31日

山梨県埋蔵文化財センター

山梨県東八代郡中道町下曽根923

TEL 055 (266) 3016 

山梨県教育委員会

横河グラフイツクアーツ(株)

TEL 055 (243) 0548 
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